
茨城県教育財団文化財調査報告第176集

国補緊道（B）第12－03－545－0－052号

国補緊道（B）第12－03－747－0－051号

主要地方道取手つくば線及び一般県道高岡藤代線

緊急地方道整備事業地内埋蔵文化財調査報告書

鎌　田　遺　跡

平成13年　3　月

茨城県土浦土木事務所
財団法人　茨城県教育財団



茨城県教育財団文化財調査報告第膵集

国補緊迫（3）第1十lD3－－010110（ね2号

出補緊迫（dJ第は－（主上一日千一10－－3圭昌一

主要地方道取手肇馴線及び一般県道南開藤代線

緊急地方道整備事業地内埋蔵濃億財調査報告書

遠　繭遺跡

平成且3年　3　月

茨城県丑浦並木事務所
財団法泉　茨城県教蘭財団





茨城県は　県内の主要な都市間をおよそ醐分で連絡する道路網の

整備を招的とする　県丑醐分構想　の実現のため　高速道路やこれ

を補完する国道や主要地方道等の幹線道路網の整備をはかっており

ます。主要地方道取手つくば線道路整備事業及び一般県道高岡藤代

線道路整備事業軋　そうした交通体系の整備と本県の一体的な振興

を図るため　計画され　実施されている　のです。

この予定地内に鎌田が存在していたため　財団法Å茨城県教育財

団は　茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け　平

成Ⅲ年4月から9月まで発掘調査を実施いたしました。

本書はタ　鎌田遺跡の調査成果を収録したものであります。本書が

学術的な研究資料としてはもとよ娠　教育車文化の向上の一助とし

て　御活用新ただければ幸いです。

なお芦　発掘調査から報告書の刊行に至るまでタ　委託者である茨城

県からいただいた多大なる御協力に対し，心から御礼申し上げます。

また　茨城県教育委腰会　伊奈紺教育委腰会をはじめ　関係各機

関及び関係各位から御指導　御協力をいただいた芸とに対し　衷心

より感謝の意を表します。

平成温3年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　任　那



飢

且　本書はタ　茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成1温年4月から平成11年9月まで発掘調査を実

施した，茨城県筑波郡伊奈町太字南太田に所在する鎌田遺跡の発掘調査報告書である。

2　当遺跡の発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調査　平成11年4月1日～平成Ⅲ年9月30日

整理　平成且2年4月1日～平成13年3月3且目

3　当遺跡の発掘調査は，調査第一課長阿久津久の指揮のもと，調査第2淡長田所則夫夕主任調査員川村満博，

主任調査員飯島一生が4月1日から9月30日まで，主任調査員三谷正，主任調査員稲田義弘が7月1日から

9月30日まで担当した。

4　当遺跡の整理及び本書の執筆癖編集は，整理課長川井正一夕　首席調査員萩野谷悟の指揮のもと受　主任調査

員川村溝博夕　主任調査員島田和宏，副主任調査員大塚雅昭が担当した。整理期間は言冊摘号平成12年4月1

日～平成13年3月31日夕　大塚が平成温2年4月1日～5月31凱　7月1日～9月30日，島田が平成13年3月1

日～3膵である。執筆は，第鼠章～第3章第2節，第3節30竪穴住居跡（4～5区），第3節3（2）～第4

節を川村が，第3章第　節　～2と狛1）竪穴住居跡（1～3区）を大塚が分担した。

5　本書の作成にあたり　灰粕陶器等の分類ゆ編年については文化庁美術学芸課の斎藤孝正氏に，墨書土器の

文字の判読とその解釈については国立歴史民俗博物館歴史研究部の平川南氏にタ　人骨の分析については国立

科学博物館人類研究部の梶ケ山眞理氏に御指導をいただいた。

6　当遺跡から出土した第4号住居跡壁土の元素組成及び鉱物組成分析については茨城県工業技術センター窯

業指導所に，同じく自然科学分析についてはパリノゆサーヴェイ株式会社に委託した。

7　発掘調査及び整理に際し御指導の御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を表

します。
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第風車　調　査　経　緯

第1節　調査に至る経緯

主要地方道取手つくば線と県道高岡藤代線は，県南地域の主要都市を結ぶという重要な役割を果たしてきた。

交通量の緩和と道路網の整備を図るため，伊奈町南太田地区において現在の道路に並行して新たに道路を建設

することとなり，平成9年7月23日，茨城県土木部（土浦土木事務所）から伊奈町教育委員会あてに，主要地

方道取手つくば線バイパス新設工事地内における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いについて照会があった。

平成9年7月31日，伊奈町教育委員会から茨城県教育委員会あてに，照会文が伝達された。これに対して茨城

県教育委員会は平成9年9月16日に現地踏査を，平成10年11月30日から平成11年2月2日にかけて断続的に試

掘調査を実施した。

また，平成10年11月2日，茨城県土木部（土浦土木事務所）から茨城県教育委員会あてに，県道高岡藤代線

バイパス事業地内における埋蔵文化財の有無とその取扱いについて照会があった。これに対して茨城県教育委

員会は平成鼠0年12月2日に現地踏査を，平成11年3月8日に試掘調査を実施した。

平成11年2月17日，茨城県教育委員会から茨城県土木部（土浦土木事務所）あてに，主要地方道取手つくば

線バイパス新設工事地内に鎌田遺跡が所在する旨回答した。また，平成11年3月23日，茨城県教育委員会から

茨城県土木部（土浦土木事務所）あてに，県道高岡藤代線バイパス事業地内に鎌田遺跡が所在する旨回答した。

（取手つくば線バイパスの分布調査で確認された鎌田遺跡と位置が接しているため，同一の遺跡として取り扱

った。）

平成11年3月25日，茨城県土木部から茨城県教育委員会あてに，主要地方道取手つくば線及び一般県道高岡

藤代線道路改良工事地内における「鎌田遺跡」の取扱いについて協議書が提出され，文化財保護の立場から協

議を重ねた。その結果，現状保存が困難であることから，平成11年3月26日，茨城県教育委員会から茨城県土

木部あてに，「鎌田遺跡」を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県教育財団が照会され

た。

茨城県と茨城県教育財団は，埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び，平成11年4月1日から同

年9月30日にかけて，鎌田遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

鎌田遺跡の発掘調査は，平成11年4月1日から平成11年9月30日までの6か月にわたって実施した。以下，

調査経過について，その概要を月ごとに記述する。

4　月　　発掘調査を開始するため，現場事務所や倉庫の設置，調査器材の搬入，補助員投入等の諸準備を行っ

た。20日に方眼杭打ちを開始した。21日から補助員を投入し，グリッド試掘を行った。23日から1～4

区の重機による表土除去と，遺構確認作業を開始した。

5　月　12日に重機による表土除去と遺構確認作業を終了し，竪穴住居跡59軒，掘立柱建物跡26棟，柵列跡3

条，土坑130基，溝2条，道路状遺構1条を確認した。4区から遺構調査を開始した。

6　月　　4区の遺構調査を続けた。
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7　月　　引き続き4区の調査を行うとともに，］L。2ゆ3区の遺構調査を開始した。14日から5区の重機によ

る表土除去と遺構確認作業を開始し，21日に終了し，竪穴住居跡32軋　土坑11基，溝1嵐　道路状遺構

1条を確認した。

8　月　11日にl e2区の竪穴住居跡14軒，土坑8基，溝1条の調査を終了し，3－5区の遺構調査を引き続

き行った。

9　月　　4日に現地説明会を行い，約440名の見学者が参加した。7日に航空写真撮影を実施した。14日に

3区の竪穴住居跡18軒，掘立柱建物跡2棟，土坑26基，溝1条，ピット群1か所の調査を終了した。

27日に，4。5区の竪穴住居跡59軒，掘立柱建物跡24棟，柵列跡2条，袋状土坑5基，土坑墓4基，

方形竪穴状遺構4基，土坑105基，溝1条，道路状遺構2条の調査を終了し，すべての現地調査を終

了した。
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第望牽　位　置　藍　環　境

第温節．地理的環境

鎌田遺跡は，茨城県筑波郡伊奈町大字南太田字広地44番地の3ほかに所在している。

当遺跡の所在する伊奈町はタ茨城県の南西部に位置し言東は稲敷郡茎崎町夕龍ヶ崎市営酉は北相馬郡守谷町芦

南は取手市，北相馬郡藤代町に，北はつくば市，北西は筑波郡谷和原村に接している。

茨城県の北部は南北に伸びた阿武隈山地，入港山地，多賀山地の山並からなっている。中部から南部は，広

大な関東平野の北東部にあたり，常総台地とそれを利根川，鬼怒川及びその支流などの大小の河川が浸食した

低地が広がっている。

当遺跡周辺は，北西部から南東部にかけては，鬼怒川と小月川によって形成された沖積低地があり，北東部

は，常総台地の一部である筑波砂稲敷台地が広がっている。この台地の標高は25m前後でタ　北西から南東方向

に流れる小野川，東谷田川，酋谷田川とその支谷による浸食が進んでいる。それらの河川の下流部は，牛久沼

をはじめ沼沢地があって潅漑水源となり，一部は干拓して水田化されている。台地には主として畑地が広がり，

平地林が点在する。低地は中世までは低湿地であったが，近世からの治水事業によりつくられた美田が広がっ

ている。

筑波。稲敷台地の地質は，奥化石を産する成田層を基盤層として，その上にクロスラミナの顕著な砂ないし

砂礫層である竜ヶ崎砂礫層が不整合に重なっている。その上層は，総じてタ　火山灰質粘土層である常総粘土層

が見られ，その上位は関東ローム層に覆われている。

当遺跡は伊奈町中央部の標高約20～23思mの筑波⑳稲敷台地上に立地している。周辺は起伏が少なく，平坦

な丘陵がラ　約2kmある南西側の台地縁辺部まで芦　なだらかに続いている。低地との比高は温4～16mほどある。

調査前の現況は畑地である。

第2節　歴史的環境

鎌田遺跡〈1〉周辺で確認されている遺跡は，ほとんどが貝塚と古墳，城館跡である。周知の遺跡は，小月

川流域の低地にはなく，大半が台地の縁辺に所在する。

鎌田遺跡は，奈良の平安時代の集落跡を中心とする縄文時代中期，古墳時代後期，中e近世の複合遺跡である。

ここでは，当遺跡と関連する時代の主な周辺遺跡について述べることにする。

（1）縄文時代

関東地方の縄文海進は，沖積世初頭以後徐々に進み，早期末頃から急激となり，前期中頃にはピークに達し，

上昇した海面は現在より約3～4m高かったとみられている。鎌田遺跡の所在する南太田には，「月カラバ」
みなみおおた

「貝塚前」「貝塚付」「貝塚下」といった小字が残っており，南太田貝塚〈6〉　に伴う地名と思われる。その
こうやだい　　　　　　　　　　　　　かんのう

他，鎌田遺跡周辺の代表的な遺跡としてほ，早期～中期の高野台遺跡〈15〉，中期～後期の神生貝塚〈4〉，
おばり

後期の小張貝塚〈13〉なと㌦！卜員川を南西に望む台地の縁辺部と，西谷田川両岸の台地縁辺部に点在しており，

小月用e西谷田川流域まで海進が及んでいたものと考えられる。高野台遺跡は1994～1995年に茨城県教育財団

によって調査が行われ，縄文時代の遺構では竪穴住居跡1軒，土坑54基が検出され，遺物では田戸下層式夕　浮
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第1図　鎌田遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院2万5千分の1「藤代」）
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表1鎌田遺跡周辺遺跡一覧表

番

口号

遺　跡　名

時　　　　　 代
番

口亨

遺　 跡　 名

時　　　　　 代

旧

石

縄

文

弥

生

古

墳

′奈

e

平

鎌

°

室

江

戸

旧

石

縄

文

弥

生

古

墳

奈

°

平

鎌

°

室

江

戸

① 鎌田遺跡 ○ ○ ◎ ○ ○ 9 板橋城跡 ○

2 前久保貝塚 ○ 10 上街道遺跡 ○

3 野堀古墳 ○ 11 宮後古墳 ○

4 神生貝塚 ○ 12 小張城跡 ○

5 神生古墳群 ○ 13 小張貝塚 ○

6 南太田貝塚 ○ 14 鹿島神社遺跡 ○

7 三條院城跡 ○ 15 高野台遺跡 ○ ○ 0 ．

8 大房地遺跡 ○

1）

島式，五領ケ台式，加曽利E式などの土器片が出土している。

海退現象は中期初め頃に開始し，復命晩期にはほぼ現在の地形に近くなる。しかし，霞ケ浦，北浦の海退の

進行は遅く，かなり後まで海水の漂う状態が続いたとされている。神生月塚からは鹸水産の月が確認されてお

り，中期までは海水が残っていたものと思われる。

また，西谷田川左岸の台地縁辺部には数多くの遺跡があることから，右岸側からも今後確認されることが考

えられよう。

（2）古墳時代

常陸国の古墳は約4，000基を数える。古墳及び古墳群の占地は，時期によって変化があり，その当時の他界

観や信仰とも関連するが，国造や豪族の勢力圏と集落の存あ　その生産源と不可分の関係にある。多くの古墳

が，肥沃な水田を望む台地や水田近傍の沖積低地内の自然堤防などにあるのはそのためと考えられる。この時
おおぼうち

代の周辺遺跡は包蔵地の大房地遺跡〈8〉　を除き，すべて古墳である。それらは大房地遺跡を含め，台地の縁
みやしろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんのう

辺部に位置している。宮後古墳〈11〉からは3体の人骨や勾玉，管玉，金環等が出土している。また，神生古

墳群〈5〉では8基の円墳が確認されている。当遺跡を除き，集落遺跡はまだ確認されてないが，この地方を

支配する小豪族とその集落の存在が推測される。

（3）奈良。平安時代
2）

『常陸国風土記』によれば，大化の改新以前の常陸国は新治，筑波，茨城，那賀，久慈，多珂の6国に分か

れ，それぞれの国造によって支配されていた。大化の改新により統合されて常陸国になり，それまでの国は評，

後に郡になった。当初，この地域は筑波郡であったが，後に分郡して河内郡になる。河内郡の郡街はつくば市

金田台が所在地と想定されており，現在，その周辺の中原遺跡を茨城県教育財団が1997年から調査しているごj

また，当遺跡から約10km北に所在する熊の山遺跡は，奈良e平安時代の大規模な集落跡で，大形の掘立柱建
4〕

物跡群が検出されており，島名郷の中心的集落と考えられている。
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当遺跡周辺では，奈良e平安時代の遺跡は現在までのところ確認されてない。しかしながら，鎌田遺跡の周

辺には当時いくつかの集落が形成されていたと思われる。当遺跡の北西約1kmの位置に板橋不動院がある。

板橋不動院は大同元年（806年）に弘法大師が建立したと伝えられる。本尊の不動明王と二童子立像は平安時

代後期の作と考えられ，国の重要文化財に指定されている。当時この地域で，仏教を受容するだけでなく，経

済的に支える勢力が存在したことがうかがえる。
5）

また中山信名は，「和名抄」に見える河内郡大山郷について，「栗此足高ヨリ西北ノ地古ノ大山ト見ユタリ，
6）

コノ連一郷ヲ置ベキ地，敷村ノ民家多クハ丘聾ノ上　山ノ名ヲ得ベキ（中略）大山氏ノ者アリ」とし，近世後

期の景観や大山氏を名乗る土豪が中世から続いていたらしいことから，東は茎崎町の上岩吼下岩崎，西は伊

奈町の小張，板橋，南は伊奈町の上菅場，下菅場，北は伊奈町の高岡の地域をその範囲と考証している。時代
7）

は下るが，弘安2年（1279年）の「常陸国作田惣勘文案」に「蒲田八段三百歩」とあり，鎌（蒲）田の地名が

見える。そういった点からも，当遺跡の調査成果は大山郷との関連上重要になろう。

（4）中世以降
いたばし　　　　　　　おばり

中世の遺跡はすべて城館跡である。月岡氏の居城であった板橋城跡〈9〉や小張城跡〈12〉，また，当遺跡
さんじょういん

の南約1kmに三條院城跡〈7〉がある。板橋には「古宿工小張には「上中宿」，「下宿」の小字が残っており，

中世後期には城下町が形成されていたと考えられる。前述のように，13世紀後半には鎌田の地名が登場してい

る。今回の調査では中世の土坑墓が確認されており，当遺跡近辺には中世の集落が存在していたと考えられる。

近世になると関東奉行の伊奈忠次の治水工事により，現在のような美田が広がった。
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第3章　調査の成果

第1節　遺跡の概要

鎌田遺跡は，西谷田川と小月川に挟まれた台地の西側縁辺部に位置する。標高は20～23．5mである。調査区

城は，この台地を弓形に走事長さは約560mである。奈良時代後期から平安時代前期の大規模な集落跡が調査

区域の南部を中心に確認された。調査区城は総面積15，871Idで，現況は畑である。

今回の調査によって，縄文時代中期の袋状土坑5基，古墳時代後期の住居跡6軒，奈良・平安時代の住居跡

85軒，掘立柱建物跡23棟，柵列跡3条，中・近世または時期不明の掘立柱建物跡3棟，方形竪穴状遺構4基，

土坑墓4基，土坑139基，溝3条，道路状遺構2条，ピット群1か所が検出された。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に150箱出土した。縄文土器片（中期・後期），土師器（杯，高

台付杯，皿，嚢，甑），須恵器（杯，高台付杯，盤，蓋，高杯，捏ね鉢，高盤，短頚壷，円面硯，嚢，甑），

灰粕陶器（長頚瓶，短頚壷，平瓶，相輪形陶器），二彩陶器（小壷），金属器・金属製品（柄頭，鋒帯具，鋸，

鉄，刀子，門金具，錠前牡金具，鎌，斧，火打金，紡錘，金紺，引手，鐙金具），石器・石製品（磨石，敵石，

打製石斧，磨製石斧，砥石，紡錘車），古銭（寛永通宝），人骨等が出土している。

第2節　基本層序の検討

調査区城内（KlgO区）にテストピットを掘り，基本土層の観察を行った（第3図）。

第1層は，黒褐色の耕作土である。厚さは5～14cmである。

第2層は，褐色のソフトローム層である。厚さは6～30cmである。

第3層は，褐色のハードローム層である。締まりは強い。下層の一部にAT層を含むと思われる。厚さは20

－55cmである。

第4層は，褐色のローム層である。粘性，締まりとも強く，色調も第3層より暗いことから第2黒色帯と考

えられる。厚さは24～56cmである。

第5層は，鈍い褐色のローム層である。締まりが強い。赤色スコリアを少量含み，第6～8層では含まない

ため，立川ローム層の最下層と考えられる。厚さは13～40cmである0

第6層は，明褐色のローム層である。粘性，締まりとも

1～5層よりも強い。ここから武蔵野ローム層になると思

われる。厚さは8～33cmである。

第7層は，明黄褐色のローム層である。色調は第6層よ

りも明るく，粘性，締まりとも強い。厚さは37～73cmであ

る。

第8層は，鈍い黄褐色の粘土とロームが混じった層であ

る。粘性，締まりが最も強い。厚さは36cm以上はある。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

温　縄文時代の遺構と遺物

今回の調査でタ縄文時代の土坑5基が確認された。遺構と遺物について以下に記載する。

（1）土坑

窮雑考蓋坑（第4◎5図）

位置　調査4区の南西部　KH　区。

重複関係第25号土坑ゆ第23号掘立桂建物に南西部分をタ第20号掘立柱建物に南東部分を掘り込まれており，

本跡の方が古い。

規模と平面形確認面は長軋3妬短勧80mで，肩部で長軌73m，短軋67mである○底面は長軋62m，

短径1．55mの不整楕円形で，深さは69cmである。

轟径方向　確認面ではN－260…E

璧　強く内偵している。

底面　ほぼ平坦である。

尊堂　2層からなる。士層断面図中　第層は壁の崩落まで後に第月層が自然堆積したと推定される。

土層解説

1褐　　色　粘土粒千年鼠　ローム粒子・炭化粒子微量
2褐　色粘士粒子中量，ローム粒子少量

遺物縄文土器細息撹乱による混入した須恵器片2点（嚢。甑）が出土している。第5酌の深鉢の目線

部から胴部にかけての破片は沖央部の覆土中層と北東部の覆土下層から出土した破片を接合したものである。

TPlの深鉢の打線部尉細央部の覆土中層から，TP2の深鉢の打線部片は東部の覆土下層から，TP3の

深鉢の胴部片は南部の覆土中層から，それぞれ出土している。

所凰　本跡は袋状土坑で，時期は出土土器から縄文時代中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第磯図　第26号土坑実測図

－10－
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第5図　第26号土坑出土遺物実測図

第26号土坑出土遺物観察表

㍍：さと・h・－・Ⅰ・－．－盟1

■純絹豊、－・・・．一・一一

∴、、？！‾・

珊－＼㌔讐妙

仇。。
10cm

ト　・－1－…　・1

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　及　 び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第5図

深　　　 鉢

縄文土器

A　　 21，8 胴部から口緑部にかけての破片。胴部は外傾して直線的に立ち上が 雲母・砂粒 80％

B　 （28．3） り，口緑部に至る。口緑部は肥厚し，それに接続するように，Y字 明黄褐色 P L54

1
状の隆帯が貼付され，隆帯によって区画される。隆帯に沿うように

沈線が垂下する。区画内には縦位に沈線が垂下する。複節L R の縄

文が縦位回転で施文されている。

普通

遺物番号 器　　 種 器　形　及　び　文　様　 の　特　徴 備　　　 考

第5図

探　　　 鉢

T P l ・T P 2は口緑部の破片。T P 3は胴部片。T P lは，口唇郡直下にキザミを有する0 桟 P L54

T P l～
位に隆帯が施され，口縁部には沈線，キザミ文が施されている。沈線上に痛状突起が貼付されて

T P 3 縄文土器 いる。T P 2は，口唇部直下に沈線が巡り，爪形文が施されている。T P 3は，隆線が施され，

それに沿うように沈線が施されている。地文は単節R Lの縄文である。

第88号土坑（第6・7図）

位置　調査4区の南部，Lle9区。

重複関係　第65号住居の南東コーナー部，第66号住居の北西コーナー部の下位から確認された。従って，本跡

はそれらよりも古い。

規模と平面形　確認面は長径0．87m，短径0・63m，肩部で長径1・17m・短径1・02mの不整楕円形である。底面で

長径1．76m，短径1．60mの不整円形で，深さは142cmである。

長径方向　N－710－W

壁　内傾している。

底面　ほぼ平坦である。
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覆土　7層からなる0覆土中にロームブロックが中量含まれることから人為堆積と思われる。土層断面図中，

第5層と第6層は色調や含有物では同一であるが，第5層が第6層に比べ，締まりが弱い。

土層解

1　褐

2　暗

3　暗

4　暗

5　暗

6　暗

7　褐

説

色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

褐　色

色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小プロッタ・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ミ誓誓了

＼l

‥

ノ‾
SI66

第6図　第88号土坑実測図

垣0　　　　　　1m
L i　－」

遺物　縄文土器片33点，磨製石斧片1点が出土し

ている。第7図548の探鉢の口緑部片，549の深鉢

の胴部片はそれぞれ覆土中から出土している。Ql

の磨製石斧片は中央部の覆土中層から出土してい

るo TP4・5は探鉢の口緑部片で，TP8は浅

鉢の胴部片，TP9・10は深鉢の胴部片である。

TP4・10は覆土中から，TP5・8は北東壁際

の覆土下層から，TP9は南西壁際の覆土下層か

ら，それぞれ出土している。

所見　本跡は袋状土坑で，時期は出土土器から縄

文時代中期中葉（阿玉台Ⅳ式期）と考えられる。

第7図　第88号土坑出土遺物実測図

1
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第88号土塊出土遺物観察豪

遺物 番号　 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 7 図　 深　　　 鉢 B　 （6．5） ＝縁部 の破片J 口縁 部は波状 を呈 し， 口唇 部直下に孔 を有す るご　＝ 砂 粒 ・白色 粒 子 ・ 5 ％

54 8　　 縄 文 土 器 唇部直下 に降帯 が施 され，降帯 に沿 うように爪形 文が施 されているJ 赤色 粒子 ， にぷ い

赤褐 色，普通

P L 5 4

深　　　 鉢 B　 （9．1） 口縁部の破片√小波状 目線 で，口唇部直下 に孔 を有 する∴孔の周囲 砂 粒 ・白色 粒 子 ・ 5 ％

54 9　　 縄 文 土 器 に波状 に隆帯が貼付 され，それ に沿 うよ うに爪形文が施 され ている。 赤 色粒 千 ， に ぷ い

褐色 ，普 通

P L 54

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第7図Q l 磨 製 石 斧 （7．1） 4．9 2．8 （ユ71．3） 砂　　　 岩 基部破片 P L 70

遺物番号 器　　 種 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 備　　　 考

第7 図

深　　　 鉢

T P 寸・T P 5 は目線部の破片こ　口唇部直下に横位の隆帯が施され，隆帯に沿うように爪形文が P L 54

T P J ・5 施されているこ　T P 9 ・T P lO胴部の破片。T P し‖ま縦位の隆帯が施され，波状の沈線が縦位に

T P 9 ・10 縄「文 士 器 施され，それに沿うように櫛形状の工具による沈線が施されている．T P 川は縦位の降帯が巡 り†

それに沿うように爪形文が施されている∴　鋸歯状の沈線が施されている．

T P 8
浅　　　 鉢 体部の破片。横位の隆菅が施され，隆菅に沿 うようにキャタピラ文が施されている。その直下に

縄 文 士 器 横位の鋸歯状の沈線が施されている。

第鍼考量痍　第　囲）

位置　調査4区の南部，LleO区。

規模と平面形　確認面は長径温。89m，短径温。閥mで資　肩部誉長径服紬恥∴輸隊膵mである。底面は長径封頼恥

短径1．86ITlの不整円形で，深さ89cmである。

長径方向　N－00

壁　内傾している。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，土層断面図中，第4・5層は壁の崩落士と考えられ，ロームブロックが多く含まれてい

るが，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック中最，ローム中プロ、ソク・ローム粒子・焼土粒子一・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量．焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’中量，ローム申ブロック少量

・二1暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’－申軋　ローム中ブロック・焼上粒千・歳化粒J’－少量、炭化物微量

5　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム申ブロック・炭化物・炭化粒千少量

6　褐　　　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子多鼠　ローム中ブロック中量

7　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片33点が出土している。第8図2は深鉢の日縁部から胴部にかけての破片で，覆土中から出土

している。

所見　本跡は袋状土坑で，時期は出土土器から縄文時代中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第8図　第92号土坑・出土遺物実測図

第92号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　1m

！　言　」

°　　　　　　　　10cm

！　　：　　［

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第8図

深　　　鉢

A　　22．8 頚部から口緑部にかけての破片。胴部は外傾して直線的に立ち上がった雲母・砂粒 60％

2
B　（16．5）後，内攣気味に口縁部に至る。口唇部には隆帯が貼付され，その直下に褐灰色 PL54

縄文土器 太い沈線文が横位に巡り，四方に渦巻状の突起が貼付され，直下を横位

に隆帯が巡る。地文は単節LRの縄文を縦位回転で施文している。

普通

第97号土坑（第9図）

位置　調査4区の南部，Lle8区。

規模と平面形　確認面は長径1．60m，短径1．23mの不整楕円形である。底面は長径1．59m，短径1．05mの不整

楕円形である。深さは89cmである。

長径方向　N－120－W

壁　内傾している。

底面　平坦である。

覆土　6層からなり，土層断面図中，第3・4層は壁の崩落土と考えられ，ロームブロックを含むが，自然堆

B

IJヒ』m
第9図　第97号土坑実測図

積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
2　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量
5　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
6　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片3点，礫1点が出土している。いずれも細片

で図示できなかった。

所見　本跡は袋状土坑で，時期は形状から縄文時代中期と考え

られる。
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第171号土坑（第10図）

位置　調査4区の南部，KIc9区。

重複関係　本跡は南東部を第1号柵列に，北西部を第2号掘立柱建物に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　確認面は長径1．13m，短径0月1mの不整楕円形である。底面は長径1．70m，短径1．60mの不整円

形で，深さは79cmである。底面東部は楕円形で，深さ20cmのくぼみである。

長径方向　N－50－E

壁　袋状である。

底面　ほぼ平坦で，東部に深さ20cmのくぼみがある。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土眉解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子多量，
2　暗　褐　色　　ローム粒子多量，
3　暗　褐　色　　ローム粒子多量，
4　褐　　　色　　ローム粒子多量，
5　褐　　　色　　ローム粒子多量，

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化物微量
ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　縄文土器片30点が出土している。第10図550の深鉢の把手片は，覆土中から出土している。TPll・12

の深鉢の口緑部片は，それぞれ覆土中から出土している。

所見　本跡は袋状土坑で，時期は出土土器から縄文時代中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

0　　　　　　1m

「　：　！

第10図　第171号土坑・出土遺物実測図

第171号土坑出土遺物観察表

！　　　i　　　　！

遺物番号器　　種計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第10回深　　　鉢B　（8．9）把手の破片。楕円形状の把手で，3条の同心円状の沈線が側面に施砂粒・白色粒子 5％

550 縄文土器 されている。 橙色，普通 PL54
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遣物番号　 器　　 種 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　　　　 i 備　 考

第10図　 深　　　 鉢 T P llは深鉢の目線部片で，＝唇部直下に沈線を有する降帯が巡り，＝縁部直下に沈線が施されてい　 P L 54

T P ll　 縄 文 土 器 る。地文は単節R L の縄文である。T P 12は深鉢の日縁部付近の破片で，隆帯が施され，それによって

T P 12 区画され，上位は隆菅に沿うように爪形文が施され，下位はペン先状工具による刺突文が施されている。

衷2　袋状土塊一覧表

番号 位置
長径方向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模 唇

出 士 遺 物
備　　　　 考

長離郷×離紺縮減 深さ（cmラ 覆土 舶‖関係し占→新トその他

26 K lj8 N －26J一正 不整楕円形 lふl x　O．80 69 内傾 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片 本跡→S王320・23・SK25

88 L le9 N －71J－W 不整楕円形 0．87　×　 0．63 摘2 内儀 平班 人為 縄文土器片，石器 本跡→SI65や66

92 L leO N －0 0 不 整 円形 1．89　×　 1．76 89 内傾 平二坦 自然 縄文土器片

97 Lle8 N －ly －W 不整楕円形 1．60　×　 1．23 89 内傾 平川 自然 縄文土器片，礫

171 K Ic9 N －5 0－E 楕　 円　 彬 1．13　×　0．91 79 内傾 平川 自然 縄文土器片 本跡→SA l ・SB 2

2　古墳時代の遺構と遺物

今回の調査でヂ古墳時代の遺構は，竪穴住居跡6軒が確認された。もザれも古墳時代後期である。以下夕確

認された遺構と遺物について記載する。

0　竪穴住居跡

第選考佳贋妙（第m診且2囲）

位置　調査　区の南部　KH　区。

重複関係　第摘号土塊に掘　込まれてお娠　本跡の方が古い。

親機と平面形　南北軸は蘭mで　西側が調査区域外のため芦東西車由は2。85mだけが確認された。平面形は方

形または長方形と推定される。「

主軸方向　N－70　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は朝cmである。

璧溝　北壁下，東壁下の一部夕南壁下を巡っている。上幅2の～25cmタ下幅3～8cmタ深さ5cmでタ断面形はU

字形である。

床　はぼ平坦で，南西部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に粘土e砂0ロームで構築されている。天井部の一部と袖部が残存している。規模は焚日部

から煙道部までl腑cm　磯部最太幅粥cmである。煙道部は壁外へ25cm掘　込んでお娠煙道は外傾して立ち上

がっている。火床部駄床を8cmほど掘りくぼめられている。竃土層断面図軌翫層は火床部の覆土と考え

られる。

電土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色
5　にぷい褐色

6　赤　褐　色

7　灰　褐　色
8　灰　褐　色

9　極暗赤褐色

＿10　暗赤褐色

11にぷい赤褐色
12　暗赤褐色

13　暗赤褐色

粘I．粒千・秒粒中鼠　ローム中プロ、ソク・U－ム粒jT・・焼土中プロ、ソク・焼上粒子少量

粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少鼠焼土中ブロック・炭化粒了微量
焼土中ブロック・焼悌打・・粘土粒子・砂粒少量

焼上申プロ、ソク・焼上中ブロック中鼠　ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量．灰微量
ローム小プロ、ソク・焼士粒子・粘I二粒f一・砂粒少量

焼It二大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多鼠　粘土粒千・秒粒・灰少量

ローム小ブロック・粘土粒千・秒粒少鼠　焼土人ブロック・焼土中ブロック微量
ローム小ブロック・粘土小ブロック少量、砂粒微量

ローム大プロ、ソク‘ロー・V－ム小ブロック‥暁工夫プロ、ノク・焼同、プロ、ソク・尿少量つキロ二粒千微量
焼士人ブロック・焼「小ブロック中量

精工粒子中一軋　焼士人ブロック・焼上中ブロック・焼I二粒千・砂粒少量

焼土太ブロックe粘土粒子中量，焼土小ブロック。焼土粒子。砂粒少量
焼上粒子中量，灰少量
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14　赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土小ブロック多量，ローム小ブロック・粘土粒子少量
15　にぷい赤褐色　　焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
16　灰　褐　色　　焼土粒子・粘土粒子少量，砂粒・灰微量

ピット　1か所。Plは径20cmの円形で，深さは20cmである。南部中央に位置していることと形状から出入り

口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロ

2　暗　褐　色　　ロ

3　褐　　　色　　ロ

4　暗　褐　色　　ロ

5　暗　褐　色　　ロ

6　褐　　　色　　ロ

ーム小ブロック少量
－ム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量
－ム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

－ム粒子中量
－ム小ブロック・ローム粒子少量

ム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片63点（嚢・甑），須恵器片3点（嚢・甑）が出土している。第12図89の土師器嚢は，中央部の

床面から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から，7世紀後半と考えられる。

第11図　第3号住居跡実測図

七，∫5
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第憾園　第　号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨焼成 備　 考

第12図

婆

Å　 ［24．0］ 休部上半から＝縁部の破片．休部は ＝縁部内 ・外面横ナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・白色 25％

89
B　 （20．5） 内攣して立ち上が り，上位に最大径 横方向のへラナデご休部内面に輪 粒子 ・赤色粒子 二次焼成

土　 師　 器 を持つ。日録部は外反し，端部は上

方に弱くつまみ上げられている。

積み痕が残る。 橙色

普通

第8号健腰跡（第且3◎摘囲）

位置　調査4区の南部，Lla8区。

重複関係　第且6e20◎23号掘立柱建物，第206124号士坑に掘り込まれており，それらよりも古い。

規模と平面形　長軸5．60m，短軸3．87111の長方形である。

主軸方向　N－370　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は40～50cmである。

壁溝　北壁下の西部と北東コーナー部の壁下を巡っている。上幅15～30cm，下幅5～10cm，深さ20cmで，断面

形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部と北東部が踏み固められている。

磯　北壁の中央部近くの覆土下層から床面にかけて，焼土粒子と粘土粒子を多量に含む層が確認されたことか

ら，北壁の中央部に竃が構築されていたと推定されるが，第20号掘立柱建物のP4に掘り込まれて残存しない。

ぽッ拒　8か所（Pl～P8）。Plは長径33cm，短径20cmの楕円形で，深さは56cmである。西部の中央に位

置していることと形状から，主柱穴と考えられる。Plと対応する主柱穴が東部の中央に存在したと推定され

るが，第16号掘立柱建物に掘り込まれて存在しない。P2～P5は径20～25cmの円形で，深さは28～65cmであ

る。いずれも壁際に位置していることと形状から，壁柱穴と考えられる。P6は長径70cm，短径60cmの長方形

である。竃推定箇所のすぐ西に位置していることと形状から，貯蔵穴と考えられる。P7は径20cmの円形で，

深さは68cmである。P8は長径20C恥　短径10cmの楕円形で，深さは57cmである。両者とも性格は不明である。

色
色

説
褐
褐

椰
暗
暗

土6
　
1
　
2

P

ローム粒子少量．ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量
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覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土届解説

1　暗　褐　色　　ロ

2　暗　褐　色　　ロ

3　褐　　　色　　ロ

4　褐　　　色　　ロ

5　褐　　　色　　ロ

ーム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
－ム小ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子中量
－ム粒子・焼土粒子中量
ーム 粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片125点（杯14，椀11，嚢・甑99，手捏土器1），土製品1点（管状土錘），石製晶1点（臼玉）

が出土している。これらの遺物は，覆土下層を中心に全体的に出土している。それらのほかに，混入した縄文

土器片26点，撹乱により混入した須恵器片50点が出土している。これらの遺物は，覆土下層を中心に全体的に

出土している。第14図134～139は土師器杯，140～142は土師器嚢である。134は中央部の覆土下層と西部の覆

土中層から出土した破片が接合したものである。135は西部の床面と覆土中層から出土した破片が接合したも

のである。136は北部の床面から逆位で出土している。137は南部の覆土中層から逆位で出土している。138は

南部の覆土下層から，139は南部の床面から出土している。140は西部の床面から横位で，141は北部の覆土中

層から斜位で出土している。142は覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。DP5の管

状土錘は覆土中層から，Q6の臼玉は覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後葉と考えられる。

第13図　第8号住居跡実測図
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第14図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遺物観察表

◎
C＝コ　06

0　　　　　　　　　　　5cm

！　　l　　　！

造物番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　考

第14図

杯

A　　13．2底部から口緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面及び体部内面横ナ白色粒子・赤色粒80％

134
B　　　5．1丸底。休部は内攣して立ち上がり，デ。休部及び底部外面へラ削り子 PL55

土　師　器 ロ綾部との境に鋭い稜を持つ。ロ後，へラ磨き。底部内面へラ磨橙色

緑部は内傾気味に立ち上がる。 き。内・外面黒色処理。 普通

135
杯

A　［ほ4］体部からロ緑部にかけて一部欠損。口緑部内・外面及び体部内面横ナ白色粒子・赤色粒70％

B　　　5．0丸底。体部は内管して立ち上がり，デ。体部及び底部外面へラ削り。子

土　師　器 口緑部との境に鋭い稜を持つ。日

録部は内偵気味に立ち上がる。

内・外面黒色処理。 橙色

普通
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遣物番号 器　　 種 計測値 k壷 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第1Ll図

林

A　 ［13．8］ 体部か ら目線部にかけて一部欠損。 目線部内 ・外面及 び休 部内面横ナ 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

136
B　　　 4．9 丸底。体部 は内攣 して立ち上が り， デ。体 部及 び底 部外蘭 へ ラ削 り。 粒千 P L 5 5

土　 師　 器 日録 部 との境 に鋭 い稜 を持つ。日

綾部 は内儀気味に立 ち上がる。

内・外面黒色 処理こ 橙色

普通

137
林

A　　 は5．8］ 底 部か ら目線 部 にかけて の破 片。 目線 部内 ・外面及 び休部 内面横ナ 砂粒 ・白色粒子 40％

B　　　 4．6 丸 底 。体 部 は 内攣 して立 ち上 が デ。体部 及 び底 部外 面へ ラ削 り。 橙色

土　 師　 器 り，目線部 との境 に弱い稜 を持つ。

目線部 は内傾気味 に立 ち上がる。

底部 内面へ ラ磨 きこ　内 ・外 面黒色

処理。

普通

138
林

Å　　　 9．0 日録部 の一部欠損。平底。体部 は 目線 部 内t外 面及 び体部 か ら底部 砂粒 ・白色粒子 95％

B　　　 ＆3 内攣 して立ち上が り， 臼縁部 はわ 内面横 ナデ。体 部外面 に輪積み痕 橙色 P L 55

土　 師　 器 C　　　 5．0 ずか に外 反する。 残す ナデ。底 部外面木葉痕 の上 に

格子状 の線刻。

普通 二次焼成

139

杯 A　 ［9．6］ 底部 か ら目線 部 にか けての破片 。 目線部 内 ・外面 及び体部内面横ナ 砂粒 ・白色粒千 40％

土　 師　 器 B　　　 ∴1．3 平底 。 体 部 は外 傾 して立 ち上が デ 。体 部外 商 に輪 積 み痕 残 すナ 褐色 二次焼成

C　　　 5．4 り， 目線部 に至 る。 デ。底部木葉痕 。 普通

140

！

登

A　 ［9．8］ 目線部の一部 欠損。平底。体部 は 日縁 部内 ・外面 構ナ デこ　体 部内面 小 礫 ・砂粒 ・白色 95％

B　　 15」 内攣 して立 ち上 が り，中位 に最大 へ ラナデ。底部外商 へ ラ削 り。

！

粒子 ・赤色粒子 P L 5 5

土　 師　 器 C　　　 6．6 径 を持つ。頚部 は くの字状 に屈 曲

する。目線部 は外 反する。

暗赤褐 色

普通

二次焼 成

141

聾

土　 師　 器

A　　 l（う．8 体部か ら目線部にかけての破片。体 目線部 内 ・外面横 ナ デ÷　頭部 内面 砂粒 ・白色 粒子 ・ 10％

B　 （4．7） 部は内攣して頚部 に至 り，頸部はコ に輪積 み痕が残 る。体 部内面へラ 赤色粒子 二次焼成

の字状に屈曲 し，一部が くの字状に

屈 曲する。目線部は外反 し，端部が

わずかに外上方につまみ上げられる。

ナデ，外面縦方向 のヘラ削 り。 橙色

普通

142
聾

A　　 19．6 目線 部の一部欠損。平底 。体 部は ＝縁 部 内 ・外 面横 ナデ㍉　休部外 面 小礫 ・雲 母 ・砂 粒 95％

B　　 33．0 内攣 して立ち上が り，中位 に最大 斜 め方向のヘ ラ削 り√ ・白色粒子 P L 55

土　 師　 器 C　　　 7．8 径 を持 つ。頚部 はコの字状 に屈 曲

す る。 目線 部は外反す る。

黄褐色

普通

二次焼成

遺物番号 器　　 樽
計　　 測　　 値 ！ 特　 徴

備　　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第14回D P 5 管 状 土 錘 2．1 （4．0） 0．5 （15．0） 両端部欠損

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第14図Q 6 臼　　　 玉 1．1 0．5 0．4 1．0 滑　　　 石 側面擦痕 P L 70

執鵬億健腰跡（第1～膵図）

位置　調査4区の南部，LIc8区。

重複関係　第膵¢蟻号土坑に掘　込まれてお酌　両者より　古い。

規模と平面形　長軸4．07m，短軸3．95mの方形である。

主軸方向　N－270　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は18～24cnlである。

壁湧　北西壁東部の下から，北東壁下，南東壁下を経て，南西壁下の一部までを巡っている。上幅10～20cm芦

下幅3～6cm，深さ3～5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

磯　北西壁の中央部に粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚日部から

煙道部までHOcm　袖部最大幅l柑cmである。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して立

ち上がっている。火床部は床を5cmほど掘りくぼめられている。
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竜土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗　褐　色

5　時赤褐色
6　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土粒子少量
ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック少量
焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量
焼土粒子多量，ローム粒子少量

ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

ピット16か所（Pl～P16）o Plは長径25cm，短径15cmの楕円形で，深さは16cmである。P2～P5は径

18～30cmの円形で・深さは9～30cmであるo P4は北西壁寄りの中央に，それ以外はコーナー寄りに配置され

ていることと形状から・いずれも主柱穴と考えられるo P6は径16cmの円形で，深さは18cmである。南東壁寄

りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7～P16は長径10～15

cm，短径8～12cmの楕円形で，深さは8～15cmである0壁際に配置されていることと形状から，いずれも壁柱

穴と考えられる。

第15図　第63号住居跡実測図
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第16図　第63号住居跡出土遺物実測図（1）
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の

第相聞　第63号住居跡出土遺物実測図（2）

穫豊　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子・焼1二申プロ、ソク・焼上中プロ、ソク・焼－t二粒千・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼抽王子・炭化粒j二少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼巨トブロック・焼土粒子・尉ヒ粒子少量

ローム粒J∴中鼠　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少，量

－24－
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遺物　土師器片161点（杯2，手淫土器81，嚢①甑78），須恵器片10点（杯の高台付杯8，蓋1，嚢。甑1），

土製品1点（球状土錘）が出土している。これらの土器は覆土中層から下層を中心に，全体的に出土している。

それらのほかに，混入した縄文土器片8点が出土している。手捏土器が多数出土しており，その大半が覆土下

層に集中しており，本跡に伴う可能性が考えられる。第16図347。348は土師器杯である。347は北部の覆土下

層から，348は南部の覆土下層からそれぞれ出土している。349－358。360－370は手捏土器である。349e369

は西部の覆土上層から，350e358は中央部の覆土下層から，351は中央部の覆土下層からそれぞれ出土してい

る。352は北部壁際の覆土下層から，353。365は北東部の覆土下層から，354。364は北部の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。355は南東部壁際の覆土下層から，356は東部の覆土中層から，357e361は北部壁際の覆土

下層からそれぞれ出土している。360e366は南東部の，362は南部の，363は北東部の，367は西部の覆土下層

から出土している。368は西部の覆土中層から，370は西部の覆土上層からそれぞれ出土している。第17図371－

373e375は土師器である。371の小形嚢は，東部の覆土中層と中央部の覆土下層から出土した破片が接合した

ものである。372の嚢は，覆土中層と南部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。373の嚢は，西

部の覆土下層と南西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。375の甑は，覆土上層と南部の覆

土下層から出土した破片が接合したものである。DP14の球状土錘は，南部の覆土下層から出土している。

所見　本跡からは，手捏土器片81点（内，確認された個体数37）が出土している。出土状況から本跡に伴う可

能性が考えられ，他の住居跡とは異なる特殊な様相を示している。時期は，覆土下層の出土土器から7世紀前

半と考えられる。

第63号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　 考

第16図

杯

A　 阜3．4】 底部か ら口縁部 にかけて一部欠損。 目線部 内・外面横 ナデ。体部内面へ 白色粒 子 ・赤色 粒 60％

34 7
B　　　 4．8 平底。体部 は外傾 して立ち上が り， ラ磨 き。体部外 面上位 輪積 み痕 を 子 P L 55

土　 師　 器 C　 ［4 4 ］ 目線部 との境 に弱 い稜 を持つ。 口 残す ナデ，下位横方 向のヘラ削 り。 明赤褐色

縁部は内傾気味に立ち上が る。 底部木葉痕。 普通

348
杯

A　　 12．5 体部か ら目線部にかけて一部欠損。 口縁部 内・外面横ナ デ。体部内面へ 砂粒 ・白色粒子 80％

B　　　 3．7 丸底 。体部 は内攣 して立ち上が り， ラ磨 き。体部外 面へ ラ削 り後 ，へ 明赤褐色 P L 55

土　 師　 器 口縁部 との境 に弱 い稜 を持つ。 目

線部は内傾気味に立ち上が る。

ラ磨 き。 普通

349

手 淫 土 器 A　 ［9．01 体部 か ら目線 部 にか け て一 部欠 口緑部 内・外面横ナ デ。体部内面へ 砂粒 ・白色粒子 50％

土　 師　 器 B　　　 3．5 損。平 底。体部 は内攣 気味 に立 ち ラナデ。体部外 面輪積 み痕 を残 す 明赤褐色

C　　　 5．6 上が り， 目線部 は直立する。 ナデ。底部木葉痕。 普通

350

手 捏 土 器 A　　　 9．2 完形。平底。体部 は内攣気味 に立 目線部 内・外面横ナデ。体部内面へ 砂粒 ・白色粒子 10 0％

土　 師　 器 B　　　 4．2

C　　　 5．4

ち上が り， 目線部 は直立する。 ラナデ。体 部外 両輪積 み痕 を残 す

ナデ。底部木葉痕。

明赤褐 色

普通

P L 55

3 5 1

手 淫 土 器 A　　　 9．0 体部 か らロ縁 部 にか け て一 部欠 目線部内 ・外面横ナデ。体部内面へ 砂粒 ・白色粒子 85％

土　 師　 器 B　　　 4．5 損。平底 。体部 は内攣気 味 に立 ち ラナ デ。体 部外 面輪積 み痕 を残 す 明赤褐色 P L 55

C　　　 5．1 上が り， 目線部 は直 立する。 ナデ。底部木葉痕。 普通

352

手 捏 土 器 A　　　 8．2 完形。 平底。体 部は 内攣気味 に立 目線部内 ・外 面横ナデ。体部内面へ 砂粒 ・白色粒子 10 0％

土　 師　 器 B　　　 4．1

C　　　 6．3

ち上が り， ロ縁部 は直立する。 ラナ デ。体 部外 面輪積 み痕 を残 す

ナデ。

，にぷい橙 色

普通

P L 55

3 53

手 捏 土 器 A　　　 8．8 目線 部の一部欠損。平底 。体 部は 目線 部内 ・外 面横ナデ。体部内面へ 白色粒 子 95％

土　 師　 器 B　　　 3．7 内攣気味に立 ち上が り，目線 部は ラナ デ。体 部外 面輪積 み痕 を残 す にぷい橙 色 P L 55

C　　　 5．5 直立する。 ナデ。底部木葉痕。 普通

354

手 淫 土 器 A　　　 9．2 完形 。平底。体部 は内攣気 味に立 目線 部内 ・外 面横 ナデ。体 部内面へ 白色粒 子 10 0％

土　 師　 器 B　　　 4．4

C　　　 5．8

ち上が り，目線部 は直 立する。 ラナ デ。体 部外面 輪積 み痕 を残 す

ナデ。底部木葉痕。

にぷい橙 色

普通

P L 55
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遺物番号 器　　 種 恒 噺 cm）
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 恒台土 ・色酢 焼成 i 備 考

第16図 手 捏 土 器 A　　　 9．0 完形。平底。体 部は内攣気味 に立 目線 部内 ・外面横 ナ デ。体 部 内面 砂粒 ・白色 粒子 100％

35 5 土　 師　 器 B　　　 4．0 ち上が り， 日録部 は直立する。 ヘ ラナデ。体部外両輪積 み痕 を残 橙色 P L 5 5

C　　　 5．4 すナデ。底部木葉痕。 普通

356

手 淫 土 器 A　　　 9．0 目線 部の一部欠損。平底 。体 部は 口縁部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子 95％ P L 5 6

土　 師　 器 B　　　 4．3 内攣気味に立ち上が り， 日録 部は ヘラナデ。体 部外面輪積み痕 を残 にぷい橙色 底部外面に「キ」

C　　　 5．3 直立する。 す ナデ。 普通 のヘラ記号

357

手 淫 土 器 A　　　 9．9 目線 部の一部欠損。平底。体部 は 口緑 部内 ・外面横 ナ デ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子 90％

土　 師　 器 B　　　 3．3 内攣気 味に立 ち上が り， 目線部 は ヘ ラナデ。体部外 面輪積 み痕 を残 橙色

C　　　 5．7 直立す る。 すナデ。底部木葉痕。 普通

358

手 捏 土 器 A　　　 9．9 目線部の一部欠損 。平底 。体部 は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体 部 内面 砂粒 ・白色粒 子

橙色

普通

95％

P L 5 5土　 師　 器 B　　　 3．6 内攣気味 に立 ち上 が り，口緑部は ヘ ラナデ。体部外面輪積み痕 を残

C　　　 5．7 直立する。 すナデ。底部木葉痕。

360

手 淫 土 器 A　　　 9．5 日録 部の一部欠損。平底。体 部は 目線部 内・外 面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子 95％

土　 師　 器 B　　　 3．4 内攣気 味に立ち上が り， 口緑部 は へ ラナデ。体 部外 両輪積み痕 を残 にぷい橙色 P L 56

C　　　 6．3 直立す る。 す ナデ。 普通

361

手 淫 土 器 A　　　 9．6 口緑部 の一部欠損 。平底。体部 は 口緑 部内 ．・外面横 ナ デ。体部 内面 砂粒 ・白色粒子 90％

土　 師　 器 B　　　 3．3 内攣気味 に立 ち上 が り，口緑部 は ヘ ラナデ。体部外両輪積 み痕 を残 にぷ い橙 色 P L 5 6

C　　　 6．1 直立す る。 すナデ。底部木葉痕。 普通

362

手 捏 土 器 A　　 lO．6 体 部か ら目線部 にか けて 一部 欠 目線部 内 ・外面横 ナデ。体 部 内面 砂粒 e 白色粒 子 75％

土　 師　 器 B　　　 3．8 損。平底。体部 は内攣気 味に立ち へ ラナデ。体部外面輪積み痕 を残 にぷい橙色

C　　　 5．7 上が り，目線部は直立す る。 す ナデ。底 部木葉痕。 普通

363

手 捏 土 器 A　　　 9．9 目線 部の一部欠損。平底。体 部は 目線 部 内・外 面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒 子 ・ 95％

土　 師　 器 B　　　 3．9 内攣気 味に立ち上が り， 目線部 は ヘ ラナデ。体部外 面輪積 み痕 を残 赤色粒 子 ， にぷい P L 56

C　　　 6．0 直立す る。 す ナデ。底部木葉痕 。 黄褐色 ，普通

364

手 捏 土 器 A　　 lO．0 目線部の一部 欠損 。平底。体部 は 目線 部内 ・外面横 ナ デ。 体部 内面 砂粒 ・白色粒子 95％

土　 師　 器 B　　　 4．4 内攣気味 に立 ち上 が り，口緑部 は ヘ ラナデ。体部外面輪積 み痕 を残 にぷ い橙 色 P L 5 6

C　　　 6．2 直立す る。 すナデ。底部木葉痕。 普通

手 捏 土 器 A　　 ll．0 目線部の一部欠損。平底 。体 部は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内 面 砂粒 ・白色粒子 95％

365 土　 師　 器

手 捏 土 器

B　　　 3．7 内攣気味に立 ち上が り，目線 部は へラナデ。体 部外面輪積み痕 を残 橙色 P L 56

80％

100％

C　　　 6．5 直立する。 す ナデ。底 部木葉痕。 普通

A　　 lO．6 体 部 か ら日録 部 に かけ て一 部 欠 目線 部 内・外面 横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子

366 土　 師　 器

手 捏 土 器

B　　　 4．2 損。平底。体 部は内攣気味 に立 ち ヘ ラナデ。体部外 面輪積 み痕 を残 にぷい橙 色

C　　　 6．2 上が り，目線 部は直立す る。 すナ デ。底部木葉痕 。 普通

A　　 lO．6 完形。平底。体 部は内攣気味 に立 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部 内面 砂粒 ・白色粒 子

367 土　 師　 器

手 捏 土 器

B　　　 3．5 ち上が り， 目線部 は直立する。 ヘ ラナデ。体部外面輪積 み痕 を残 にぷ い橙色 P L 5 6

90％

C　　　 6．4 すナデ。底部木葉痕。 普通

A　　 lO．9 目線部の一部欠損。平底。 体部は 目線部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子

368 土　 師　 器

手 捏 土 器

B　　　 3．8 内攣気 味に立 ち上が り，口縁 部は へラナデ。体部外面輪積み痕 を残 橙色 P L 56

80％

100％

C　　　 6．8 直立する。 す ナデ。底 部木葉痕。 普通

A　　 lO．9 体 部 か ら目線 部 にか け て一 部 欠 目線 部内 ・外面横 ナ デ。体部 内面 砂粒 ・白色粒子

369 土　 師　 器

手 捏 土 器

B　　　 3．2 損。平底。体 部は内攣気味 に立 ち ヘ ラナデ。体部外面輪積 み痕 を残 にぷい橙 色

C　　　 7．6 上が り， 目線部 は直立す る。 すナ デ。底部木葉痕。 普通

A　　 ll．4 完形。平底。体部 は内攣気味 に立 目線 部内 ・外面横 ナデ。 体部 内面 砂粒 ・白色粒 子

370

第 17図

土　 師　 器

小　 形　 聾

B　　　 3．6 ち上が り， ロ縁部 は直立する。 ヘ ラナデ。体部外面輪積 み痕 を残 にぷ い橙色 P L 5 6

80％

C　　　 6．6 すナデ。底部木葉痕。 普通

A　　 ll．2 底 部 と，目線部の一部欠損 。体部 口緑部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内面 砂粒 ・白色粒子

371

37 2

土　 師　 器

嚢

土　 師　 器

嚢

B　 （10．8） は内攣 して立ち上が り，頚部 か ら ヘ ラナデ。体 部外面下位横方向 の 明赤褐色 P L 55

30％

目線 部にかけて直立す る。 ヘ ラ削 り。 普通

A　 ［29．2】 体 部か ら口縁部 にか けての破 片。 目線 部内 ・外面横 ナ デ。体部 内面 砂粒 ・白色粒子

B　 （28．1） 体部 は内攣 して立ち上が り， 中位 輪積み痕 を残すへ ラナデ。体 部外 明赤褐色 P L 55

7 5％

に最大径 を持つ。頚 部は コの字状 面下位縦方 向のへ ラ削 り。 普通

砂粒 ・白色粒 子

に屈曲 し， 目線部 は外 反する。

日経部 内 ・外 面横 ナデ。体 部内 面A　 ［21．71 体部から目線部にかけて一部欠損。

B　　 34．2 体部は内攣 して立ち上が り，中位 に ヘラナデ。体部外面下位縦方 向の にぷい褐色 P L 5 5

3 73

土　 師　 器

C　　　 9．0 最大径 を持つ。頚部 はくの字状 に屈 ヘラ磨 き。 普通

曲する。口綾部は外反 し，端部はわ

ずかにつまみ上げられている。
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遺物番可 義　 穫 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第17図 A　　 23．0 休部と目線部の一部欠損。無底式。 目線部内 ・外面横ナデJ 体部内面 砂粒 ・白色粒子 90％

375　 士 賢 答 B　　 24．8 体部は外傾 して立ち上が り漂　頚部 縦方向のヘラ磨き。体部外面下位 にぷい橙色 P L 55

C　　　 8．6 に至るJ 目線部は外反し，端部は

わずかにつまみ上げられている。

縦方向のへラ削り。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
径 （cm） 長さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第1掴O PH 球 状 士 錘 2．3 2．1 0．5 9．8 外面ナデ P L 70

第酢考健屠跡（第温8図）

健置　調査4区の南部，L2el区。

規模と平面形　東西軸は3。40mである。南部が撹乱を受けて残存していないためタ　南北軸は息紺mだけが確認

された。平面形は長方形または方形と推定される。

主軸方向　N－00

堂　外傾して立ち上がっている。壁高は55cmである。

壁湧　東壁下　酋壁下　北壁下を巡っている。上幅20～30cm芦　下幅3～5cm，深さ5cmで，断面形はU字形で

ある。

床　大半が撹乱を受けており，硬化商を確認することができなかった。残存する部分はほぼ平坦である。

磯　北壁の中央部に粘土とロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚口部か

ら煙道部まで温05cm，袖部最太幅135cmである。煙道部は壁外へ25cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上が

っている。火床部は床面よりも5cInほど高まりタ　火熱を受け赤変硬化している。竃土層断面図軌　第708層

は袖部である。第9層は火床部で，赤変硬化している層である。第2層は天井部の崩落土，第4層は火床部の

覆土である。

電土層解説
1・黒　褐　色
2　灰黄褐色
3　灰　褐　色

4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　黄　褐　色

8　灰黄褐色
9　暗赤褐色
10　暗赤褐色

焼土粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・尉ヒ粒子・粘土粒子少量
粘土粒子多量，ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量
焼十粒千・粘土粒子中鼠　ローム粒子・焼l二小ブロック・炭化粒子少量
焼上粒f中量．ローム粒J’・・焼土中プロ、ソク・炭化粒f－・粘土粒子・灰少量

焼土中ブロック・焼土粒巨巨量，ローーム粒子・焼l二申ブロック・炭化粒子・粘日位千少量
焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中プロ、ソク・焼上中プロ、ソク・粘土粒子少量
粘土粒子多量、ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量
粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子少量
焼士粒子多一鼠　ローム粒r一・焼上中プロ・ソク・焼上中ブロック少量

ローム粒千多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼I二粒f‥炭化粒千少量

穫豊　6層からなる。レンズ状に堆積してお酌　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　窯　褐

2　黒　褐

3　暗　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

色　　ローム粒子少量

色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

色　　ローム粒子少鼠　焼土粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器片33点（捧3，嚢の甑30），須恵器片3点（捧e高台付捧2，蓋1）タ鉄器1点（刀子）のほかに，

混入した縄文土器片8点が出土している。第18図386e387の土師器埠は，北東部の覆土下層から出土している。

388の須恵器塔は，覆土上層から出土している。

所農　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から7世紀後葉と考えられる。
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第18図　第67号住居跡・出土遺物実測図

第67号住居跡出土遺物観察表

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法 ’の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 I 備 考

70％
第 18 園

杯

A　　 15．0 体 部 か ら 口 緑 部 に か け て 一 部 欠 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 面 小 礫 ・砂 粒 ・白色

38 6
B　　　 4．4 損 。 丸底 。 体 部 は内 管 して 立 ち 上 ヘ ラ 磨 き。 休 部 外 面 横 方 向 のへ ラ 粒 子 P L 56

土　 師　 器 が り， 口緑 部 との 境 に弱 い稜 を持

つ 。 口緑 部 は 直 立 す る。

削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 浅 黄 橙 色

普 通

3 87
杯

A　 【15．4】 底 部 か ら ロ緑 部 に か け て の 破 片 。 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 面 砂 粒 ・白色 粒 子 ・ 4 0％

B　　　 5．5 丸 底 。 体 部 は 内 野 し て 立 ち 上 が ヘ ラ磨 き。 体 部 外 面 横 方 向 の ヘ ラ 赤 色粒 子

土　 師　 器 り， 口 緑 部 との 境 に稜 を持 つ 。 口

緑 部 は 直 立 す る。

削 り。 内 面 黒 色 処 理 。 にぷ い橙 色

普 通

388

杯 A　 【15，2】 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 及 び 底 部 内面 雲 母 ・砂 粒 ・白 色 30％
須　 恵　 器 B　　　 4．0 平 底 。 休 部 は 外 傾 して 立 ち 上 が ロ ク ロ ナ デ 。体 部 下 端 手 持 ちへ ラ 粒 子

C　　 f 8．0］ り， 口緑 部 は わ ず か に 外 反 す る。 削 り。底 部 外 周 部手 持 ちへ ラ削 り。 灰 色 ， 普 通

第68号住居跡（第19・20図）

位置　調査4区の中央部，L2d5区。

重複関係　西コーナー部と中央部の床面と北東壁を第14号掘立柱建物に，北西壁を第26号掘立柱建物に，P4

付近の床面を第105号土坑に・北西壁際中央部の床面を第167号土坑にそれぞれ掘り込まれており，それらより

も古い。南コーナー部付近は撹乱を受け，確認できなかった。

規模と平面形　長軸6．64m，短軸6．42mの方形である。
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主軸方向　N－380－W

壁　直立している。壁高は45～52cnlである。

壁溝　撹乱を受けている南コーナー部を除いて，壁下を巡っている。上幅20・～34cm∴下幅4～12clll，深さ6－～．

10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が帯状によく踏み固められている。

電e炉　炉は床面を精査したが，確認されなかった。竃も確認されなかったが，北酉壁面に白色粘土が付着し．

第167号土坑に掘り込まれている付近の覆土には白色粘土粒子が含まれている。このことから北西壁「巨央部に

竃が存在した可能性が考えられる。

ピット13か所（Pl～P13主　Pl～P4は長径63～74cm，短径49～66cmの楕円形で言莱き50～69cmである。

各コーナー寄りに配置されていることと形状から∴主柱穴と考えられる。P5・P6はそれぞれ長径∠18eIu，61

cm　短径41cIu，55cmの楕円形で，深さ33cIn，43cmである。南壁付近の中央部に位置していることと形状から，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5とP6の新旧関係については不明である。P7は長径66cm，短

径58cmの楕円形で，深さ69cmである。主柱穴のP3とP4の間に位置し，主柱穴と類似する規模であることか

ら補助柱穴と考えられる。P8～P12は長径22～33cm，短径18～29cmの楕円形で．深さ14～・30cmである。壁溝

の底面に確認されていることと形状から，壁柱穴と考えられる。P13は長径88cm，短径66cmの楕円形で，深さ

40cIuである。北コーナー部に位置していることと形状から，貯蔵穴と考えられるご

覆土　9層からなり，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

t）　暗　褐　色

ローム粒J’一少量

ローム粒J’一中量

ローム粒J’・少量

ローム粒千少．量，ローム小ブロック微量

ローム粒l子微量

ローム粒千イ1色粘日肛千・秒粒少量

ローム粒千・焼巨粒子一少量

ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒J’一・焼1二小ブロック・焼l井目’一少量

遺物　土師器片320点（塚8　高台付血1　椀1　棄却6），須恵器片79点（捧12，蓋7，嚢60）学　士製品2点

（球状士錘夕　不明）タ　鉄製品2点（不明）が出土している。これらの遺物はタ　北東部を中心に覆土中層から覆土

卜層にかけて出土している。そのほか，混入した縄文土器片50点，撹乱により混入した陶器片1点が出土して

いる。第20図62の土師器杯は南西壁際中央部の覆土下層から斜位で，63の土師器杯は南東壁際中央部の覆土下

層から正位で，64の土師器杯は北西壁際中央部の覆土下層から正位で，65の土師器杯は中央部北東壁寄りの床

面直上から逆位で，66の土師器鉢は北コーナー部の覆土下層から正位で，67の土師器小形嚢は中央部北西壁寄

l）の床面から斜位でそれぞれ出土している。68の土師器小形婆は，東コーナー部と西コーナー部の覆土上層か

ら出土した破片が接合したものであるr　69の土師器小形空は北西壁際中央部の床面から斜位で出土している。

DP2の球状土錘は束コーナー部の床面から出土している。また，南部壁際の床面から焼土が出土しているが，

性格は不明である。出土状況から，65・67・69は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から7世紀前半と考えられる。
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第19図　第68号住居跡実測図
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第20図　第68号住居跡出土遣物実測図

第68号住居跡出土遺物観察表

（滅

遺 物 番 号 券　　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 2 0 図 巧 こ A 　　　 9 ．5 完 形 。 平 底 。 休 部 は 外 傾 し て 立 口 緑 部 内 ・外 面 棟 ナ デ 。 体 都 内 面 長 石 ・ 白 色 粒 子 1 0 0 ％

6 2 土　 師　 器 B 　　　 3 ．8

C 　　　 9 ．2

ち 上 が り ， 口 緑 部 は 直 立 す る 。 ヘ ラ ナ デ 後 ， ナ デ ， 外 面 輸 積 み 痕

を 残 す 。 底 部 木 葉 痕 。

橙 色

普 通

P L 5 6

6 3

i不

土　 師　 器

A 　　 l l ．6 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て 一 部 欠 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 面 長 石 ・砂 粒 9 5 ％

B 　　　 5 ．7 損 。 扁 平 な 丸 底 。 体 部 は 内 攣 気 味 ナ デ ， 外 面 輪 積 み 痕 を 残 す ， ナ デ 。 に ぷ い 橙 色 P L 5 6

に 立 ち 上 が り ， ロ 綾 部 は ほ ぼ 直 立

す る 。

底 部 内 面 へ ラ 磨 き ， 外 面 多 方 向 の

手 持 ち へ ラ 削 り 。 内 ・外 面 黒 色 処

理 。

普 通

6 4
珂 こ

A 　 ［1 2 ．8 ］ 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。休 部 か ら 長 石 ・砂 粒 ・ 白 色 6 0 ％

B 　　　 4 ．5 扁 平 な 丸 底 。体 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 底 部 内 面 ナ デ ， 外 面 多 方 向 の 手 持 粒 子 P L 5 6

土　 師　 器 C 　　　 7 ．0 が り ， ロ 緑 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を

持 つ 。 ロ 縁 部 は わ ず か に 内 傾 す る 。

ち ヘ ラ 削 り 。 灰 黄 褐 色

普 通

6 5
杯

A 　　 1 2 ．0 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て 一 部 欠 ロ 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 部 か ら 長 石 ・ 砂 粒 ・ 白 色 8 0 ％

B 　　　 4 ．5 損 。 丸 底 。 休 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 底 部 内 面 へ ラ 磨 き ， 外 面 手 持 ち へ 粒 子

土　 師　 器 が り ， 口 緑 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を

も つ 。 口 緑 端 部 摩 滅 。

ラ 削 り 。 内 ・ 外 面 黒 色 処 理 。 に ぷ い 褐 色 ， 普 通

6 6
鉢

A 　 ［1 5 ．5 ］ 底 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 か ら 長 石 ・ 白 色 粒 子 ・ 6 0 ％

B 　　　 9 ．3 平 底 。 体 部 は 内 管 気 味 に 立 ち 上 が 底 部 内 面 ナ デ 。休 部 外 面 へ ラ 削 り 。 赤 色 粒 子

土　 師　 器 C 　　　 6 ．5 り ， ロ 緑 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を 持 底 部 多 方 向 の ヘ ラ 削 り 。 内 ・外 面 に ぷ い 褐 色

つ 。 口 縁 部 は 外 反 す る 。 黒 色 処 理 。 普 通

6 7

小　 形　 嚢 A 　　　 9 ．3 完 形 。 不 整 な 平 底 。 休 部 は 内 管 気 口 緑 部 内 ・外 面 棟 ナ デ 。 休 部 外 面 長 石 ・ 砂 粒 ・ 白 色 1 0 0 ％

土　 師　 器 B 　　 l l ．6 味 に 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 は 直 立 す 縦 方 向 の へ ラ 削 り ， 内 面 輪 積 み 痕 粒 子 ・ 赤 色 粒 子 P L 5 6

C 　　　 4 ．0 る 。 を 残 す ， ヘ ラ ナ デ 。 底 部 へ ラ 削 り 。 橙 色 ， 普 通

6 8

小　 形　 賓 A 　　 1 2 ．5 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て 一 部 欠 損 。 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 ・底 部 小 礫 ・ 長 石 ・ 砂 粒 9 0 ％

土　 師　 器 B 　　 1 3 ．2 平 底 。 体 部 は 内 轡 気 味 に 立 ち 上 が 内 面 ナ デ 。 休 部 外 面 斜 め 方 向 の へ に ぷ い 黄 橙 色 P L 5 6

C 　　　 7 ．6 り ， 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 ラ 削 り 。 底 部 木 葉 痕 カ。 普 通 体 部 外 面 煤 付 着

－31－



遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 i胎士 竃 調 欄 成
備　 考

第20図 小　 形　 聾 A　　 14．6 底部か ら目線部 にかけて一部欠 目線部内・外面構ナデご休部 ・底　 小礫 ・長右 ・砂粒 98％

69 土　 師　 器 B　　 18．2 損。不整な平底。体部は内攣気味 部内面ナデ∵底部外面上位ナデ， にぷい黄橙色 P L 56

C　　　 7．4 に立ち上がり，日録部で外反する。 下半斜め方向のへラ削 り。　　　 普通 二次焼成

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 i 特　 徴

備　　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm申 し径（cm）重量（g）

第20回DP2 球状土錘 2・5　 日 ・3　 日 ・6 （5．8） 表面ナデ 50％

第83号健應跡（第2且魯22囲）

位置　調査　区の中央部，L釣　区。

規模と平面形　長路O m　短組磁mの方形である。

主軸方向　N－200－Ⅵr

壁　直立している。壁高は糾～軸cmである。

壁濁　竃の部分を除いて　壁下を巡っている。上幅摘～詭cm　下幅　～摘m　深さ　～摘cmで　断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦で学　中央部がよく踏み固められている。

磯　北壁の中央部に砂質粘土とロームを混ぜて構築されている。天井部は崩落しタ袖部の一部だけが残存して

いる。規模は，焚打部から煙道部までの最太長Ⅲ5cm汐袖部の最大幅且26cmである。煙道部は壁外へ35cmほど掘

込んでお勘煙道は緩やかな傾斜で立ち上がる。火床部は床面から洩mほど掘り　ぼめられてお酌火熱を

受けて赤変硬化している。磯部は地山を掘り込み撃その掘り込み部分にロームを含む暗褐色土を埋め土して，

平坦部をつく娠それを基部として　その上に砂質粘土とロームを混ぜて構築されている。竃士層断面固執

第2の3層は崩落した天井部　第　の摘層は火床部　第　の　層は磯部である。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　灰黄褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色
6　暗赤褐色
7　灰　褐　色

8　灰黄褐色
9　暗　褐　色

1（，）極暗赤褐色

11暗　褐　色

ローム小プロ、ノク・ローム粒子・焼上中プロ、ソク・焼工粒子・炭化粒子少乱　射ヒ物・砂粒微量
砂質粘土粒子多鼠　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒f一少量

焼欄行中鼠　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼巨J、ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一・焼巨」、プロ・ソク・焼吊打・・炭化粒！一少量

焼巨」、ブロック・焼吊打中鼠　ローム小ブロック・ローム粒千・焼士申プロ、ソク・炭化物・炭化粒J′一少量
焼工粒J㌧中軋　ローム粒子・焼土中プロ、ソク・焼巨」、ブロック・尉ヒ粒J’一少量
灰多量．焼土粒千・炭化粒子少量

砂質粘土粒子多量，ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
砂質粘土粒子中量，ローム小ブロック。ローム粒子の焼土粒子少量

焼上中プロ・ソク・焼博打一多量，焼回－ブロック・炭化粒J′一少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒J’l多鼠　ローム申プロ・ソク・灰少量

ぽッ睦　8か所（P温～P8）。P且～P4は長径3且～触m，短径18～35cmの円形または楕円形で，深さ48～61

cmである。各コーナー害　に配置されていることと形状から　主柱穴と考えられる。P　は長径測cm　短径柑

cmの楕円形で　深さ墟cmである。南壁近くの中央部に位置していることと形状から，出入り持施設に伴うピッ

トと考えられる。P6～P8は長径且9～21cm，短径13一旦9cmの円形または楕円私深さ12～20cmである。壁溝

の底面から確認されていることと形状から，壁柱穴と考えられる。

覆蓋　7層からなりタ　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒f一・尉ヒ粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒‾J’‥焼十粒J∴炭化粒J’少量、ローム申ブロック微量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子多量．ローム小ブロック中鼠　ローム中ブロック少量

6　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

7　晴赤褐色　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼土粒子・炭化物・尉ヒ粒千・秒質粘土粒了少量
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第21図　第83号住居跡実測図
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遺物　土師器片431点（杯39，高杯1，嚢・甑391），須恵器片34点（杯・高台付杯15，蓋3，長頚瓶5，嚢・

甑17），鉄器・鉄製品4点（刀子2，鎌1，円金具1）が出土している。これらの遺物は，南部を中心に覆土

中層から覆土下層にかけて出土している。そのほか，混入とみられる縄文土器片13点，撹乱による混入とみら

れる陶器片2点が出土している。第22図70の土師器杯は南西部の床面から正位で出土している。71の土師器杯

は覆土下層から出土している。72の土師器嚢は東壁際北寄りの床面から逆位で，73の土師器嚢は北西コーナー

部の覆土下層から正位で出土している。74の須恵器杯は，南東コーナー部の覆土中層から正位で出土しており，

埋没段階の混入と考えられる。75の須恵器長頚瓶はそれぞれ南壁際の覆土中層から出土した破片が接合したも

のである。出土状況から，70・72は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，出土土器から6世紀後葉から7世紀前葉と考えられる。

第22回　第83号住居跡出土遣物実測図

第83号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

［一一　；　　＿＿」

ト－一一十Ill一一」

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第22図 杯 A　 ［9．9］ 底部からロ緑部にかけて一部欠 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部と底 砂粒 ・白色粒子 70％

70 土　 師　 器 B　　　 3．7 損。丸底。体部は内攣して立ち上

が り，口緑部は直立する。

部外面へラ削 り，内面ナデ。 橙色

普通

71

坪 A　 ［14，0］ 底部から口緑部かけての破片。丸 口縁部内 ・外面横ナデ。休部 と底 砂粒 ・白色粒子 40％

土　 師　 器 B　　　 4．4 底。体部は内野して立ち上が り，

ロ綾部は直立する。

部外面へラ削 り，内面ナデ。 橙色

普通

72

要 A　　 15．4 体都から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。体部内面 砂粒 ・白色粒子 ・ 70％

土　 師　 器 B　 （14．0） 部は内管して立ち上がり，中位に最

大径を持つ。口縁部は外反する。

ナデ。外面へラ削り。 雲母

にぷい褐色，普通

P L 56

73
嚢

土　 師　 器

A　 ［23．6］ 体部か ら口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面 長石 ・雲母 ・白色 20％

B　 （16．1） 体部は内野気味に立ち上が り，口

緑部は外反し，端部は外上方につ

まみ上げられている。

縦方向のヘラ磨 き，内面横ナデ。 粒子 ・赤色粒子

にぷい褐色

普通

74

土不 A　 ［10．8］ 底部から口緑部にかけて一部欠損。や 口緑部と体部内 ・外面及び底部内 長石 ・砂粒 ・白色 70％ P L 56

須　 恵　 器 B　　　 4．5 や丸味をもった底。体部はわずかに外 面ロクロナデ。底部多方向の手持 粒子 口緑部内面

C　　　 4．0 傾しながら立ち上がり，口緑部に至る。 ちヘラ削 り。 灰色，不良 油煙付着

75

長　 頚　 瓶 B　 （13．6） フラスコ形長頸瓶の体部の破片。 体部内 ・外面縦位のロタロナデ。 砂粒・白色粒子・黒 20％

須　 恵　 器 体部は球状を呈 している。 体部外面に自然粕。 色粒子，灰黄色，粕

色は黄緑色，普通

P L 56
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3　奈良◎平安時代の遺構と遺物

今回の調査でタ　奈良の平安時代の遺構は　竪穴住居跡損軒　掘立柱建物跡器棟　柵列跡3条が確認された。

以下，確認された遺構と遺物について記載する。土坑については「4　その他の遺構と遺物」で記載する。

（1）竪穴住居跡

第瑠考健贋妙（第23◎24図）

位置　調査4区の南部，Lla6区ご

重複関係　第2号住居跡と第23号掘立柱建物跡を掘り込んでおり，両者よりも新しい。

規模と平面形　長軸6．10m，短軸5。30mの長方形である。竃の両側に棚が付設されている。東側の棚は，長さ

170cm，幅70cmの長方形で，床からの高さは65cmである。底面に厚さ3～10cmの粘土が貼られている。西側は

確認面からの掘り込みは見られない。長さ且50cm，幅50cmの不整長方形に粘土が貼られているため，棚と推定

される。棚を除いた規模は長軸5．40m，短軸5．30Iuの方形である。

主軸方向　N－100　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は70～′90cmである。

壁溝　東壁下の北部から南西コーナーまでと，西壁下の一部を巡っている。上幅且5～30cm　下幅　～蟻cm　深

さ6～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部から南部にかけて踏み固められている。

聴　北壁の中央部に粘土e砂のロームで構築されている。天井部と袖部の一部が残存している。規模は焚日部

から煙道部まで210cm，袖部最大幅205cmである。煙道部は壁外へ110cm掘り込んでおり，外傾して立ち上がっ

ている。火床部は，床面から16cmほど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図

申，第16弓7層は残存する天井部，第　～摘層は袖部　第　～　層は天井部の崩落土である。

竃土層解説

1　灰　褐　色　　ローム小ブロック中量，粘1二粒！・・砂粒少鼠　焼土人プロ・ソク・焼土中ブロック・炭化物微量
2　褐　灰　色　　粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック微量
3　褐　灰　色　　粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量

4　赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子中鼠　砂粒少量
5　灰　褐　色　　粘土粒了一中量，焼土中ブロック・砂粒少量
6　暗赤灰色　　炭化粒子・粘土粒子・砂粒中量，灰少量，焼士小ブロック微量
7　にぷい褐色　　粘土粒千・秒粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　褐　灰　色　　焼士粒子0砂粒多量

9　灰　褐　色　　粘土粒千・秒粒多量
10　明褐灰色　　粘土粒子・砂粒多量
11黒　褐　色　　炭化粒J’・中量，焼土粒子・炭化物・粘土大ブロック少量
12　にぷい褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子多鼠　焼土粒子・炭化粒子微量
13　暗赤褐色　　焼土粒子多鼠　ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量

14　暗赤褐色　　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
15　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
16　暗赤褐色　　砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子少量
17　褐　灰　色　　粘土粒千・砂粒多量，ローム小ブロック中量

ぽッ睦　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径25～35cmの円形で，深さは31～54cmである。各コーナー寄りに

配列されていることと形状からいずれも主柱穴と考えられる。P5は径22cm前後の円形で，深さは34cmである。

南壁寄りの中央に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径90C恥　短径55

cmの不整楕円形で，深さは18cmである。性格は不明である。

P6土層解説

1　褐　　　色　　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・焼レ」、プロ・ソク・炭化粒子「巨鼠　ローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　　　色　　ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量
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第23図　第1・2号住居跡実測図
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尊堂　6層からなる。レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

ローム小プロ・ソク・ローム粒If一少鼠　焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒If一少鼠　ローム中ブロック・焼土粒千・歳化粒子微量
ローム粒子・焼ト二粒子・粘土粒子少鼠　炭化粒千微量

ローム粒千・焼士粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼士粒－J’・・炭化粒子・粘土粒子少量

遠地　土師器机194点脾の高台付棒339，嚢e甑8鮮　不明8），須恵器尉498点（埠329，高盤1，蓋37資

婆躊甑1且3鼠）タ三彩陶器片1点（小壷），鉄器砂鉄製品13点（鍍3　釘2　刀子お門金具1，不明鉄製品2），

銑浮3点が出土している。これらの遺物は覆土上層から覆土中層を中心に全体的に出土している。出土点数の

多さやそれらが覆土上層から覆土中層に集中している状態から，大半が投棄されたものと推定される。第24図

76～81雄3は土師器である。76の塔は，南壁下の床面から正位で出土している。77の埠は，南壁際の覆土上層

から逆位で出土している。78の杯は，北東部の覆土下層から出土している。79の輝は，竃内と竃前の覆土上層

から出土した破片が接合したものである。80の塔は，覆土下層から出土している。81の高台付埠は，南壁際の

覆土上層から斜位で出土している。鋸の嚢は　南壁際の覆土中層と竃の覆土下層から出土した破片が接合した

ものである。7687708は墨書土乱射は箆書土器である。墨書土器は偽に締片で5点出土している。84～87

は須恵器である。84の塔は，北東部の覆土下層から出土している。85の棒は，北東コーナー部の床面と竃の覆

土下層から出土した破片が接合したものである。86の甑はタ南部の覆土中～下層と竃の覆土中から出土した破

緒が接合したものである。87の甑はタ北東コーナー部の覆土下層から出土している。88の二彩陶器小壷は，覆

土下層から出土している。M16の鉄は，南部の覆土下層から出土している。M17の鉄は，南壁際の覆土中層か

ら出土している。M且8の赦昧南東部の覆土中層から出土している。M且9の閂金具，M15⑳45の刀子は，それ

ぞれ覆土中層から出土している。また，細片のため図示していないが，美濃須衛窯の須恵器片1点が覆土中か

ら出土している。出土状況から，76◎85は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡は，棚を合わせると，約32I曇の面積の大形の住居跡である。遺物も，墨書土器e箆書土器0二彩陶

器や銑鉄◎刀子などが出土しており，一般の住居跡とは異なる様相を示している。時期は，76885が壁際の床

面や竃の覆土中から出土していることから，9世紀中葉と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第24図

杯

Å　 12．4 目線 部の一部欠損。平底。体部 は ＝縁部内・外面及び休部外面ロクロナデこ 砂粒 ・雲 母 ・白色 80％

76
B　　　 4．1 内攣 して立ち上が り， 目線部 はわ 体部 ・底部内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。 粒子 P L 57

土　 師　 器 C　　 5．7 ずか に外反 する。 体部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

赤褐色

良好

底部外面に

「定本」の墨書

77
杯

A　 け3．2j 底部 か ら日経 部 にかけ ての破片。 日録部内・外面及び体部外南口クロナデ。 砂 粒 ・雲母 ・白色 5 0％

B　　 4．0 平底 。体 部 は 内攣 して立 ち上 が 体部 0底部内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。 粒子 P L 5 7
土　 師　 器 C　　 5．8 り，目線部 はわず かに外反 する。 体部下端手持ちへラ削り。底部1 方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

赤褐色

良好

底部外面に

「定本」の墨書

7 8
杯

A　 15．0 底部 か ら日経部 にか けての破片 。 目線部 ・休部外面ロクロナデご目線部 ・ 砂粒 ・雲 母 ・白色 60％

B　　　 4．5 平底 。 体 部 は内 攣 して立 ち 上が 体部 ・底部内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。 粒 子

土　 師　 器 C　　 6．4 り，日綾部 はわずかに外反する。 体部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

赤褐 色

良好

79
杯

A　 1 3．0 底 部か ら日経 部 にかけての破 片。 日録部内・外面及び体部外面ロクロナデ。 砂 粒 ・雲母 ・白色 5 0％

B　　 4．1 平 底 。体 部 は 内攣 して立 ち上 が 体部 ・底部内面ロクロナデ後，へラ磨き。 粒子 P L 5 7
土　 師　 器 C　　　 6．4 り，目線 部はわずか に外反す る。 体部下端手持ちへラ削り。底部1 方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

橙色

普通
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遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第24図 杯 B　 （1．1） 底部の破片。平底。 底 部内面へ ラ磨 き。休部 下端へ ラ 砂粒 ・雲 母 ・白色 10％ P L 5 7

8 0 土　 師　 器 C　 【6瑚 削 り。底部外面 1 方 向の手持 ちへ

ラ削 り。内面黒色処理。

粒千

赤褐色， 良好

底部外面 に

「定」の墨書

81

高 台 付 杯 B　 （1．6） 底部の破片。平底 にハ の字状 の高 底 部内面 ロクロナデ後 ，ヘ ラ磨 き÷ 砂粒 ・雲 母 ・白色 10％ P L 5 7

士　 師　 器 D　　　 6．0 台が付 く。 底 部回転へ ラ削 り後，高 台貼 り付 粒子 ・赤色粒子 底部外面 に

E　　　 O．7 け。内面黒色処理。 橙色，普通 「惨 」の箆書

83
嚢

A　 L2 1．3j 体部 か ら目線 部 にかけての破 片。 目線部 内 ・外面横 ナデ。体 部内商 小礫 ・砂粒 ・雲母 40％

B　　 31．9 体部は内攣 して立 ち上 が り，頚部 ナデ，外面下位へ ラ磨 き。 にぷい赤褐色 P L 57

土　 師　 器 C　　　 8．0 は屈曲す る。 目線部 は外反 し，端

部は上方につまみ上げ られている。

普通

84
杯

A　 ［12．61 底 部か ら日録部 にか けての破 片。 目線 部 ，体部 内・外 面及 び底部内 砂粒 ・雲 母 ・白色 50％

B　　　 4．5 平底 。体部 は外傾 して立ち上が り， 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子 ・赤色粒千 P L 57

須　 恵　 器 C　　　 5．6 目線 部に至る。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り痕 を残

す 1 方向の手持ちへ ラ削 り。

赤褐色

不良

85

杯 A　 13．3 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線部夕　体部内・外面及 び底部内面 砂粒 ・雲母 60％

須　 恵　 器 B　　　 4．1 平 底 。体 部 は外傾 して立 ち上が ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 褐灰 色

C　　　 6．2 る。 目線 部はわずか に外反す る。 り。底部 1 方向の手持ちへ ラ削 り。 不良

86
甑

A　 ［27．0】 体 部か ら目線部 にか けての破 片。 口縁 部 内 ・外面 ロ クロナデ。休部 右英 ・雲母 ・白色 30％

B　　 23．0 体部 は直線 的に立ち上が り，頚部 内面 に輪積 み痕 を残すナデ。体部 粒千

須　 恵　 器 C　 rl lJ l に至 る。日録 部は外反 し，端部 は 外面縦 方向の平行叩 き，下位横方 褐灰 色

内上方 につまみ上げ られてい る。 向のヘ ラ削 り。 普通

87
甑

Å　 ［30．8j 体 部か ら目線部 にか けての破片 。 目線部 内 ・外 面ロクロナデ予体部 砂 粒 ・雲母 ・自色 20％

B　 （14．4） 体部 は外傾 して立ち上が り，頚部 内面輪積 み痕 を残 すナデ。体部外 粒子

須　 恵　 器 に至 る。 目線 部は外 反 し，端部 は 面縦方 向の平行叩 きこ休部内面横 褐灰色

面取 され角張 っている。 ナデ。 普通

88

小　　　 壷 B　 （2．8） 高台 から体部 中位 の破 片。ハの字 体部 内 ・外 面 ロクロナ デJ施 軸は 灰 白色 の緻 密 な胎 10％

二 彩 陶 器 D　 ［3瑚 状の低 い高台 が付 く。体部は内攣 緑寒由を もっ て連弧 を千 鳥 状 に配 土 ，粕 色 は緑 色 と P L 5 7

E　　　 O．4 して立 ち上が る。 し，空自部分 は自粕 を施 してい る。 白色 ，良好

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考
全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量 （g ）

第24回M 15 刀　　　 子 （13．9） （10。6） 1．2 0．5 （3．3） （20．2） 鉄 両関あり。茎一部・切先欠損 P L 72

M 45 刀　　　 子 （8。3） … － － 賂3） （21．3） 鉄 茎部 P L 72

遺物番号 器　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材質 特　 徴 備　 考

全長 （cm ） 鉄身長（cm ）鉄身幅 （cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm） 茎長 （cm ） 厚 さ （cm） 重量 （g ）

第24図M 16 鍍 （12の 3．9 （4．6） 5．1 0．8 4．6 0．6 （25．2） 鉄 三角形式 P L 7 3

M 17 鉄 （17．4） 2．3 1．5 9．8 0．4 （5．3） 0．5 （19．4） 鉄 長三角形式 P L 7 3

M 18 鉄 （15．0） 2．4 1．2 10．2 0．5 （2．6） 0．5 （16．2） 鉄 長三角形式 P L 7 3

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 断面幅（cm） 重量（g）

第24図M 19 閂　 金　 具 5．2 （4．5） 0．8×0．6 （8．6） 鉄 断面形は長方形

第2号住居跡（第23◎25図）

位置　調査4区の南部，Lla6区。

重複関係　第1号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南北軸は4．60mである。東部を第1号住居に掘り込まれているため，東西軸は圭40mだけが確

認された。平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－60－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は50cmである。

－39－



壁溝　西壁下から北壁下まで巡っている。上幅15～30cJn，下幅5～10cm，深さ10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，南部の踏み締まりが弱く，やや落ち込んでいる。

覆土　4層からなる。各層とも壁際からなだらかに傾斜して堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片189点（杯40，要・甑149），須恵器片161点（杯・高台付杯66，蓋3，嚢・甑92），灰粕陶器片

1点（長頚瓶），鉄器・鉄製品4点（鎌1，釘3），石製品1点（紡錘車）が出土している。これらの遺物は覆

土上層から覆土中層を中心に全体的に出土している。第25図166の灰粕陶器長頚瓶は，西壁際の覆土中層から

出土している。Q4の紡錘車は，南部の覆土上層から出

⑳　t甜66

二二＝二。二 0　　　　　　5cm

L　；！

第25図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

土している。また，細片のため図示してないが，湖西窯

の須恵器片が覆土上層から1点出土している。

所見　本跡は，出土土器の大半が細片のため，明確な時

期判断は困難である。第1号住居に掘り込まれているこ

とや166が出土していることから，時期は8世紀後菜から

9世紀中葉の間と推定される。

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第2 5図 長　 頚　 瓶 B　 （3．7） 頭 部 の 破 片 。 頚 部 は 外 債 して 立 ち 頚 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 外 面 に 黄 灰 色 の 緻 密 な胎 5 ％

16 6 灰 粕 陶 器 上 が る。 自然 粕 。 土 ， 粕 色 は 深 緑 色

良 好

猿投窯折戸10号

窯式　 原始灰粕

遺物番 号 器　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
上面径 （cm ）下面径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第25図Q 4 紡　 錘　 車 5，2 3．6 1．8 0．9 （28．0） 頁　　　 岩 一部欠損 P L 71

第4号住居跡（第26～29図）

位置　調査4区の南部，Klh7区。

重複関係　第5号住居跡を掘り込み，第9号掘立柱建物と第15・47号土坑に掘り込まれている。従って，第5

号住居跡よりも新しく，第9号掘立柱建物，第15・47号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸5．30m，短軸5．10mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は40～60cmである。

壁溝　東壁下から南壁下，西壁下を巡り，北壁下の西部まで巡っている。西壁溝の一部は，第9号掘立社建物

のP7に掘り込まれている。上幅15～35cm，下幅5～10cm，深さ5～12cmで，断面形はU字形である。西壁溝

の20cm東で，壁溝状の溝がもう1条確認されている。上幅10cm，下幅5cm，深さ6cmで，断面形はU字形であ

る。
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床　ほぼ平坦で　中央部から南部にかけて踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は両袖先端部を

結んだ線から煙道部まで128cm芦袖部凝太幅1挽mである。煙道部は壁外へ渕cm掘　込んでお酌煙道は外傾し

て立ち上がっている。火床部は　撹乱を受けているため，一部しか残存していない。竜王層断面図軌　第96

10層は火床部の覆土，第1つ酎ま袖部である．。

竃土層解説

1　にぷい黄褐色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　にぷい赤褐色

（i　暗　褐　色
7　暗　褐　色

8　にぷい赤褐色

～）　赤　褐　色

10　赤　褐　色

1＿1暗　褐　色

12　褐　　　色

1こう　褐　　　色

111褐　　　色

砂粒多軋　粘口重手中量

焼巨粒子一中量．焼巨」、ブロック・炭化粒J’・・砂粒少量．ローム粒自微量
ローム粒J’・・焼悌白’・・炭化粒J’・・砂粒少量

ローム小ブロック・ローム粒J’‥焼士粒子一・炭化粒J’‥砂粒少量

焼十粒了l・砂粒多鼠　ローム粒子少量

焼‖甘千・砂粒微量

焼土中プロ、ソク・焼上粒J′・少量．ローム粒J’‥尉ヒ粒子微＿；11二

焼上粒J’一少量．ローム粒J’一・砂粒微ぷ：

焼土粒子多量，砂粒中量，炭化載子少量

焼土粒子多量，砂粒少量ク　ローム粒子微量
砂粒中量．ローム粒千・焼士粒J当粗量

ローム粒子・焼「粒了一・砂粒少量

ローム粒jナ・・焼十粒千・歳化粒j’1・砂粒少量

ローム粒J’・少量．焼博打・・砂粒微［‾圭一1：

一一／　′；′′‥ノー　）．　′こ　l二　、　、．つ、1．の－∴三∵’‘荒・三つJ∴＼－黒点、二、‾∴タ．ニ　ケ、・－∵‘へ∵：

に配置されていることと形状からいずれ　主柱穴と考えられる。㌘5は長径触m　短径測cmの楕円形で　深さ

は36cmである。南壁欝　の中央に位置していることと形状から出入　持施設に伴　ピットと考えられる。P6

は径翻cmの円形で　深さは柑cmである。性格は不明である。

穫豊　23層からなる。士層断面図軌第7砂且2昏且3の22⑳23層は炭化材や焼土を主として含み撃本住居の焼失

に伴　堆積土と推定される。第　～　層　第　～温層　第摘～飢層には炭化材や焼土が混じりタ　プロッタ状に

堆積してお酌人為堆積と考えられる。第信　層はレンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。従っ

て本跡はタ焼失後中層まで人為的に埋められ，その後，自然堆積により埋没したと推定される。

土層解説

1極暗褐色　　ローム申ブロック・ローム粒召散量

2　暗　褐　色　　ローム粒J’1少量，ローム大プロ、ソク・ローム中プロ・ソク微量

3　黒　褐　色　　炭化物少鼠　尉ヒ材・ローム小プロ、ソク微量

．＿1，灰　褐　色　　粘悌白’‥砂粒中量

5　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・焼巨トブロック・焼巨粒子・粘吊若√㍉砂粒微量

（う　極暗褐色　　ローム小ブロック少量．ローム粒千・焼上人プロ、ソク・焼巨」、プロ、ソク微量
7　黒　褐　色　　炭化物中量，ローム小ブロック・焼上中ブロック・焼出立子少量

8　黒　褐　色

9　極暗褐色
10　黒　褐　色
11黒　褐　色
12　暗　褐　色
13　黒　褐　色
摘　極暗褐色
15　黒　褐　色
16　暗　褐　色
17　黒　褐　色
18　黒　褐　色
19　暗　褐　色
20　極暗褐色
21暗　褐　色
22　黒　褐　色
23　暗　褐　色

焼1二粒J’一・歳イヒ物少量．ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼土中ブロック微量

ローム小プロ、ソク少鼠　焼上申ブロック・炭化物微量

焼巨トブロック少鼠　ローム大ブロック・ローム中プロ、ソク・尉ヒ材微量
ローム大ブロック・ローム申プロ、ソク・ローム粒子・焼巨粒子・炭化粒J′一微量

焼上人プロ、ソク・炭化相中－＿L　ローム小ブロック少量

炭化材・炭化物申軋　焼悌ト千少量，ローム小ブロック・ローム粒J’一微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒r－少量

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ・ソク・ローム粒子焼上中ブロック・焼上粒子・炭化物微量

ローム小プロ・ソク少鼠　ローム中プロ、ソク・ローム粒千・焼上中ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒了ム・焼上中プロ、ソク・焼日立了1・尉ヒ物微量
ローム粒J’・少量，ローム大ブロック・焼‖粒子微量

ローム大ブロック・ローム申プロ、ソク少軋　ローム小ブロック・ローム粒！・微［－‡呈：

ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒J二・・焼上中ブロック・焼十粒√・炭化材・尉ヒ物微量

ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼十粒子・炭化材微量

尉ヒ材・炭化物多鼠　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

炭化力同一量．ローム夫プロ・ソク・ローム申ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片524点勝の高台付棒55，牽き甑捕），須恵器鍋24点（塔。高台付捧328　蓋誠　高盤蟻　壷

温夕聾や甑52割　灰粕陶器片　点　長頚瓶　陶器片　息土製品　点（紡錘車），鉄器の鉄製品7点（刀子3，

鍍1，釘1，鎌鼠，不明鉄製品1）言鋸針圧も炭化軋焼二L壁材が出土している。これらの遺物は覆土上

層から床面にかけて，全体的に出土している。太量の遺物が覆土上層から覆土中層に集中している。炭化材e

焼土砂壁柳孟良好に遺存しており，主に中央部と南部の覆土下層から出土している。中央部では床面→炭化材

一一一41－



第26図　第4・5号住居跡実測図（1）
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第27図　第4・5号住居跡実測図（2）
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→焼土，南部では床面→壁材→炭化材の順に堆積している。第28図90の土師器高台付杯は，北部の床面から出

土している。第29図91の土師器賓は，北東部と中央部の覆土下層と竃の覆土中から出土した破片が接合したも

のである。92の土師器要は，竃東袖脇の床面から，斜位の状態で出土している。第28図93～98は須恵器杯であ

る。93・94は南部の覆土中層から，95は北東部の覆土下層から出土している。96は南部の覆土上層と覆土中層，

南西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。97は北部の床面から逆位で出土している。98は北

西部の覆土中層から出土している。99の須恵器高台付杯は，南壁際の覆土下層から正位で出土している。

100・101は須恵器蓋である。100は西部の床面から出土している。101は竃東袖脇の覆土下層から正位で出土し

ている。第29図104の須恵器嚢は，南部の覆土中層，東部と北東部の覆土下層から出土した破片が接合したも

のである0105・106は灰粕陶器長頸瓶である。105は西部の覆土上層から，106は西部の覆土中層から出土して

いる0第28図107の須恵器嚢は，南東部の覆土下層から出土している。第29図DP3は紡錘車で，南西部の覆

土下層から出土している。M20・21は刀子である。M20は西部の覆土下層から，M21は中央部の床面から出土

している。M22は鉄で，覆土上層から出土している。

所見　本跡は壁溝の確認状況から，西側に一度拡張されたと考えられる。また，炭化材，焼土，壁材の出土状

況から焼失住居で，焼失に伴い，壁材，柱等の順で崩れ落ちたと推定される。炭化材の一部は木口がすべて鋭

利に切断されており，柱や梁，棟の可能性がある。時期は，出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

∈⊆翼。

第28図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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第29図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

第4号住居跡出土遺物観察表

？　▽　　▽　M21

ー　く＝⊃ヱ＝⊃

三
三二＝二

10cm

M22　」二二二⊥二一二」

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　考

第28図

高台付珂こ

A　 12，5 口緑部の一部欠損。平底にハの字 口縁部内・外面及び体部外南口クロ石英・雲母・白色 90％

90
B　　　4．7 状の高台が付く。休部は外傾して ナデ。休部・底部内面ロクロナデ後，粒子・赤色粒子 P L58

土　師　器 D　　 6．1 立ち上がり，ロ緑部はわずかに外 ヘラ磨き。底部回転へラ削り後，高橙色 底部外面に

E　　 O．9 反する。 台貼り付け。内面黒色処理。 普通 「定」の墨書

－45－



遺物番号 券　　 種 綱 雁 k m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第29回 A　 15．5 ＝縁部 ・体 部一部欠損√　平底J 体 目線部内 ・外面横 ナデ√体部外面 小 礫 ・雲 母 ・砂 80％

91
嚢 B　 19．4 部は内攣 して立ち上が り，頚部は 下位横方向のへ ラ削 り。体部内商 粒 ・赤色粒子 P L 5 8

土　 師　 器 C　　 7．0 屈曲す る。 目線 部は外 反 し，端部 輪積 み痕 を残すヘ ラナデ。底 部木 極暗赤褐色

は上方 につ まみ上 げ られている。 薬療 。 普通

92
婆

A　　 20．0 完 形。平底。体 部は倒卵形 を里 し， ＝縁 部 内 ・外 面横 ナデこ休 部外面 小礫 ・雲 母 ・石 英 100％

B　　 31．6 頭 部は屈曲す る丁目縁部は外反 し， 縦 方 向の へ ラ磨 き。 体 部 内面 ナ ・砂粒 P L 58

土　 師　 器 C　　　 8．4 端部 は上方につ まみ上 げられてい デ。 体部 下端横 方向 のへ ラ削 り。 極暗赤褐色

る。 底部木葉痕 。 普通

第28図 杯 A　 ［9．2j 底 部か ら日録部 にか けての破片 。 目線 部，体 部内 ・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

93 須　 恵　 器 B　　　 4．4 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 面 ロクロナデ√休 部下端手持ちへ 粒千 P L 5 7

C　　 6．0 り，日録部 に至 る。 ラ削 り。底部 回転 へ ラ削 り。 褐灰色 ，普通 体部外面に火樽

94

杯 A　 r13．01 底部 か ら日録 部 にかけ ての破片。 目線部 ，体部 内 ・外面 及び底部 内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 40％

須　 恵　 器 B　　　 4．9 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が 而 ロク ロナデJ 休部 下端手持 ちへ 粒子

C　　　 6．2 り，目線部 は外反す る。 ラ削 り。底部 1 方 向のへラ削 り。 褐灰色，普通

95

A　 【13．2】 底 部か ら日録 部にか けての破 片。 目線 部 ，体部 内 ・外 面及 び底部 内 雲母 ・砂粒 0 白色 40％

杯 B　　 4．5 平 底。 体 部 は外 傾 して 立 ち上 が 面 ロクロナデ√体部下端手持 ちへ 粒子 P L 57

須　 恵　 器 C　　 7．0 り， 目線 部に至 る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り痕残す

1 方 向のヘ ラ削 り㍉

褐灰色

普通

底部外面 に

「定」 の墨書

96
杯

A　 13．2 底部 か ら口縁部 にか けての破片 。 目線 部，体 部内 ・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂粒 80％

B　　　 4．4 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 面 ロクロナデJ 休 部下端手持ちへ 褐灰色 P L 5 7

須　 恵　 器 C　　 6．0 り，目線部 はわずかに外反する。 ラ削 り。底部 回転 へ ラ切 り痕残す

2 方向のヘ ラ削 り。

普通

97
林

須　 恵　 器

A　 14．0 完形 。平 底 。体 部 は外 傾 して 立 ＝縁 部 ，体部 内 ・外面及 び底部 内 石英 ・雲母 ・砂 粒 ・ 100％

B　　　 4．7 ち上 が り， 目線部 はわずかに外 反 南 口クロナデ。体部下端 手持 ちへ 白色粒千 P L 5 7

C　　 6．0 す る。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り痕残す

1 方 向のヘ ラ削 り。

褐灰色，普通 二次焼成

杯 Å　 14．5 底部 か ら目線部 にか けての破片 。 口縁 部，体 部内 ・外 面及 び底部内 小礫 ・砂 粒 ・白色 60％

98 須　 恵　 器 B　　　 ∴1．6 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 面 ロクロナデ．休 部下端手持 ちへ 粒千 P L 57

C　　 8．0 り，目線部 は外 反する。 ラ削 り。底部 回転 へ ラ削 り。 灰色 ，普通

99

10 0

10 1

第29図

高 台 付 杯

須　 恵　 器

蓋

須　 恵　 器

蓋

須　 恵　 器

A　 L13．引 高 台部 か ら日録 部 にか けて の破 ＝縁部 ，体 部内 ・外面 及 び底 部内 砂粒 ・白色 粒子 60％

B　　 6．4 片。ハの字状 の高台が付 く。体部 面ロ クロナデ。底 部回転へ ラ削 り 暗赤褐色 二次焼 成

60％

D　　　 7．6

E　　 l。2

A　 ［14．割

は外 傾 して立 ち上 が り，目線 部は

わずかに外反す る。

目線 部か ら，つ まみ部 にかけての

後 ，高台貼 り付 け。

＝縁 部及 び外周 部内 ・外 面 ロクロ

普通

雲母 ・砂 粒 ・白色

B　　　 3．2 破片。 天井部は笠形で，擬宝珠状 ナデ。 天井部回転へ ラ削 り後 ，つ 粒子 二次焼成

60％

F　　 3．4

G　　 ナ1．4

A　 14．7

のつ まみが付 く。 目線部 は短 く折

り返 している。

＝縁部か ら，つ まみ部にかけての

まみ貼 り付 け。

＝縁 部及 び外周部 内 ・外面 ロ クロ

褐灰色

普通

雲母 ・砂粒

B　　　 4．2 破片。天井部 は笠形で，擬宝珠状 ナデ。天井部 回転 へ ラ削 り後，つ 橙色 P L 57

F　　 3．8

G　　 l．7

B （15°1） i

B　 （4．9）

のつ まみが付 く。 目線 部は短 く折

蔓薫 芸慧 ○内軋 て立 ち上 が ！

高 台 か ら体 部下 端 にか け ての破

まみ貼 り付 け。 普通 二次焼成

嚢 体 部内面 に無文の 当て具痕。体部 小礫 ・白色 粒子 ・黒 20％

10％P L 58

10 4 須　 恵　 器 外面横 位の叩 き∴頭部 ・休 部外 面

に自然寒由がかか る。

体部 内 ・外 面及び底部 内面 ロクロ

色粒子，黄灰色，抽

色は黄緑色 ，良好

黄褐 色の 緻密 な胎長　 頸　 瓶

105 灰 寒由陶 器 D　 r 9．01 片 。平 底 に 断面 台形 の 高台 が付 ナ デ。底 部回転へ ラ削 り後 ，高台 士，粕 色 は深緑 色 猿投窯　 井ケ

106
長　 頚　 瓶

灰 粕 陶 器

E　　 l．3 く。体部 は内攣 して立 ち上が る。 貼 り付 け。底 部内面 に灰粕。 良好 谷　 78号窯式

B　 （12．2） 高 台か ら体 部 中位 にか けて の破 体部内 ・外面及 び底部内面 ロクロ 黄褐色 の胎 土 に 自 20％　P L 5 8

D　 【8．8j 片。断面台形 の高台が付 く。体部 ナデ。体部外面 に灰粕 。底部回転 色粒子 ・黒色粒 子 猿投窯

E　　 O．9 は内攣 して立 ち上 がる。 へ ラ削 り後，高 台貼 り付け。 粕色 は暗線灰 色

良好

灰 黄色 の緻密 な胎

井ケ谷

78号窯式

5 ％第28図 襲 B　 （6．5） 体 部 上位 か ら頚 部 に かけ ての破 頭 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロク ロナ

107 須　 恵　 器 片。体 部は内攣 し，頚 部で外 反す デ。 頚部 と体部 内 ・外 面に厚 い 自 土 に 白色 粒子 ，粕 P L 5 8

る。 然寒由。 色 は緑色 ，良好 猿投 窯

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値 ！ 特　 徴

備　　 考
上面径（cm）下面径（cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第29図D P 3 紡　 錘　 車 5．5 2．6 1．7 1．0 （51．4） 一部欠損こ　上面部に「干」の刻苦 P L 70
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遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考
全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量（g ）

第29図M 20 刀　　　 子 （13．3） （8．0） 1．3 0．4 （5．3） （16．1） 彿 両関あり。茎一部・切先欠損 P L 72

M 21 刀　　　 子 （13．1） （7．6） 1．3 0．5 5．5 （20．0） 鉄 南関あり。茎一部・切先欠損 P L 72

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 鉄身長（cm） 鉄身幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第29図M 22 鉄 8．0 8．0 4．0 0．4 （20．8） 鉄 無頸互角形式 P L 73

第5号住居跡（第26◎27e30図）

位置　調査4区の南部，Klh6区。

重複関係　第4号住居と第9号掘立柱建物に掘り込まれており，両者よりも古い。

規模と平面形　東部を第4号住居に掘り込まれている。残存する壁の長さや主柱穴の位置から，長軸4．15m，

短車由3．75mの長方形と推定される。

主軸方向　N－20　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は40～55cmである。

壁溝　南壁下から西壁下を巡り，北壁下の西部まで巡っている。上幅20～30cm，下幅5～15cm，深さ10cmで，

断面形はU字形である。

床　なだらかな凹凸があり，北部よりも南部が若干高い。また，第4号住居の床よりも8cm程度高い。

蟹　北壁の中央部に構築されている。第4号住居に掘り込まれているため，煙道部の一部が残存するだけであ

る。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1褐　　　色　　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　にぷい褐色　　砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，砂粒微量

ピット　4か所（P7～PlO）。P7。P9e PlOは径30～50cmの円形で，深

さは30～64cmである。P8は長径45C恥　短径25cmの不整楕円形で，深さは73

cmである。P7～PlOは，各コーナーに配置されていることと形状から，い

ずれも主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。西壁側からなだらかに堆積しており，自然堆積と考え

られる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

3　極暗褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

4　暗　褐　色　　粘土粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片146点（杯18，嚢e甑128），須恵器片238点（杯e高台付杯76，

蓋1，嚢e甑161），石製品1点（紡錘車），鉄器1点（刀子）が出土している。

第30図108の須恵器蓋は，西部の覆土中層から出土している。Q5の紡錘車は

西部壁際の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，大半を第4号住居に掘り込まれており，本跡に伴う出土遺物

もないため，明確な時期判断は困難である。第4号住居よりも古いことや108

が出土していることから，時期を，8世紀前葉から9世紀前葉の間としておく。
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第5号住居跡出土遣物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　 考

第30図 蓋 B　 （2．1） 天井 部の破 片。天井部にボ タン状 天井部 回転へ ラ削 り後 ，つ まみ貼 雲 母 ・砂粒 ・白色 10％

10 8 須　 恵　 器 F　　　 3．9

G　　 l．0

のつ まみが付 く。 り付 け。天 井部 内 面 ロ クロナ デ

後，中央部ナデ。

粒子 ・赤 色粒子

灰褐色 ，普通

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
上面径 （cm）下面径（cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第30図Q 5 紡　 錘　 車 4．7 3．0 2．0 1．0 54．6 頁　　　 岩 上面部 ・側面部・下面部に記号 P L 71

第6号健腰掛（第31～34図）

位置　調査4区中央部，KIc5区。

重複関係　第12号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　北西コーナー部は調査区域外である。長軸6．201Tl，短軸6．15mで，残存する東壁と南壁から方

形と推定される。

主軸方向　N－200　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は50cm前後である。

壁溝　北壁下から東壁下を経て，南東コーナー壁下までと∴南西コーナー壁下から酉壁下までを巡っている。

上幅18～35cm，‾下幅5～20cm，深さ10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部北寄りが踏み固められている。

寵　北壁の中央部にロームe粘土e砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚口

部から煙道部まで180cm，最大幅260cmである。煙道部は壁外へ75cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して

立ち上がっている。火床部は，ほぼ平坦で，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図中，第9～15e21

層は袖部である。第17e18層は火床部の掘り方の埋土で，この層まで赤変が及んでいる。第2層は天井部の崩

落土，第3。4層は天井部下部の火熟を受けた部分，第5層は火床部の覆土と考えられる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，砂粒少量
4　黒　褐　色　　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子少量
5　明　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒中量
6　赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
7　赤　褐　色　　ローム粒子。焼土粒子少量
8　赤　褐　色　　焼土粒子多量，ローム粒子微量
9　明　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量
10　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子中量
11赤　褐　色　　粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化物微量
12　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子3砂粒多量，ローム粒子少量
13　褐　　　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
14　赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒多量，ローム粒子少量
15　暗赤褐色　　焼士小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量，ローム粒子少量
16　暗赤褐色　　焼土中ブロック・炭化粒子多量，ローム粒子少量
17　暗赤褐色　　焼土粒子・炭化粒子多量，粘土粒子・砂粒少量
18　赤　褐　色　　焼土中ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒中量，炭化粒子少量
19　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼土粒子多量
20　暗赤褐色　　焼土中ブロック多量，炭化粒子少量
21暗赤褐色　　焼土粒子・炭化粒子・粘土大ブロック多量

ピット12か所（Pl～P12）。Pl～P4は長径58－78C恥　短径40～70cmの楕円形で，深さは49～74cmであ

る。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径22cm，短径

18cmの楕円形で，深さは41cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。P7　¢P12はそれぞれ径20cme25cmの円形で，深さは18cme34cm，P6　e P8～Pllは長
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径23～40cmタ　短径且8～3のcmの機関形でタ　深さは18～25cmである。壁際に配置されていることと形状から撃　ザ

れも壁柱穴と考えられる．ご

主柱穴土層解説（Pl～P4共通）

1　極暗褐色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J∵・焼巨粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’・少結　焼巨」、プロ・ソク・焼土粒千微量
二〕褐　　　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒j’・少量，ローム大ブロック・焼工夫ブロック・焼上中プロ・ソク微量
・ll　褐　　　色　　ローム粒’・出し　ローム小プロ・ソク少量．焼巨11ブロック・焼士粒子微量

5　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量，ローム申ブロック中量
6　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒千小結　ローム中ブロック少量
7　褐　　　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒川一軋　ローム申ブロック少軋　ローム大プロ・、′ク微量

穫蓋　且5層からなる。レンズ状に堆積してお酌　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム小プロ・ソク・ローム粒J′・・焼巨」、プロ、ソク・焼士粒子少量．ローム申プロ、ソク・炭化物微量

ローム粒子少鼠　ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック・焼巨」、ブロック・焼巨粒了・・炭化粒召微量

ローム粒J’・少鼠　ローム大プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・焼土中プロ・ソク微量

ローム粒J′・・粘上粒J’・・砂粒少量，ローム大プロ、ソク・ローム小ブロック・焼日拉千・炭化粒召散量

ローム小ブロック・ローム粒J’－・焼土粒千・粘土粒子・砂粒少鼠　焼工夫プロ、ソク・焼上中ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒Jナ・少鼠　ローム大ブロック微量

7　極暗褐色　　ローム粒子・焼上中プロ、ソク・炭化粒子微量

8　極暗褐色　　ローム中プロ・ソク少量，炭化物微量

9　褐　灰　色　　精工粒J’一・砂粒中量．焼上中ブロック・炭化粒自微量

10　赤　褐　色　　焼士小ブロック・焼上粒J’一多量、粘上粒子・砂粒少量

1＿1灰　褐　色　　粘土粒f一・砂粒【情蔓∴　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒J∴焼上′トプロ、ソク少鼠　焼上し巨ブロック・炭

化物微量

12　暗　褐　色　　焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少鼠　ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒千微量

13　褐　灰　色　　粘土粒子。砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子徴量

目　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼上中プロ、ソク少軋　ローム申プロ、ソク・炭化粒召微量

15　灰　褐　色　　粘土粒子・砂粒中量

遺物　土師器片1542点（琢87，婆㊧甑鼠455），須恵器片且6賂蕉（琢e高台付塔645タ　蓋2摘　高盤2　瓶用，

聾の甑77鋭灰寒由陶器片温。夜（長頸瓶）鉄器0鉄製品蟻点　釘髭鎌2　鐙金具結東金1刀子結鍍日

が出土している。図示しなかった土器で個体数が確認で　たのは　土師器では婆⑳甑氾点　須恵器では　棒鋸

鼠　高台付琢37息　蓋亀夜である。これらの遺物は覆土上層から覆土中層を中心に全体的に出土しており芦　出

土点数の多さから，その太半は本跡が埋没する過程で投棄されたものと推定される。そのほかに，混入した縄

文土器片30点が出土している。第器図相　の鼠相は土師器埠で　西部の覆土中層から，且09を上にして正位で重

なるように出土している。Ⅲ～1Ⅲは土師器婆である。鼠用ま南西部の，Ⅲ2は北部の覆土中層からそれぞれ出

土している。Ⅲ3は西部の覆土下層から斜位でタ1鼠4は北部の覆土上砂中層から出土している。且且5～Ⅲ8は須恵

器棒である。Ⅲ5は竃内の，Ⅲ6は南東部の，1膵は西部の覆土中層からそれぞれ出土している。118は東部の床

面から出土している。且温　ゆほほ須恵器高台付輝である。Ⅲ9は南部の覆土中層から，ほほ竃の覆土下層から

遵位で出土している。ほほ須恵器盤で　西壁際の覆土中層と北東部の覆土下層から出土した破片と接合した

ものである。相の須恵器高盤は　北西部と中央部と竃の覆土下層から出土した破片と接合したものである。

鼠23～126は須恵器量である。且23は覆土下層から出土している。124は北部の覆土下層から出土している。125

はP5の覆土中から，126は竃の覆土中層から出土している。ほほ灰粕陶器長頚瓶で　南部の床面から出土し

ている。第34図128は須恵器賓で，西部の覆土下層から横位で出土している。M23は鎌で，北部の覆土上層か

ら出土している。M別は鎌で　西部の床面から出土している。M25は釘で，北部の覆土中層から出土している。

M26は鐙金具で，中央部の覆土下層から出土している。M27は壷金で，中央部の覆土中層から出土している。

出土状況から，118・122・127・M24は本跡に伴う遣物と考えられる。

所農　本跡は約42感の面積を持つ大形の住居跡である。時期はタ本跡に伴う土器から9世紀中葉と考えられる。
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第31図　第6・12号住居跡実測図（1）
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第32図　第6・12号住居跡実測図（2）
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第33図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第34図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）

第6号住居跡出土遺物観察表

♂
！

』・？．．．三＿

0　　　　　　　　　　　　　10cm

】　　　；＿　＿＿」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　考

第33図

杯

A　　12．8完形。平底。体部は内攣気味に立口緑部舟外面及び体部外面ロクロナデ。雲母・白色粒子・100％

109
B　　　3，9ち上がり，口緑部は外反する。体掛底部内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。赤色粒子PL58

土　師　器C　　　5．5 体部下端手持ちへラ削り。底部1方向

の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

110
杯

A　　12．9平底。体部は内管気味に立ち上が口緑部内・外面及び体部外面ロクロナ砂粒・白色粒子・90％

B　　　4．1り，口縁部は外反する。デ。体部・底部内面ロクロナデ後，ヘラ赤色粒子PL58

土　師　器C　　　5．7 磨き。休部下端手持ちへラ削り。底部1

方向の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

橙色

普通

111
嚢

土　師　器

A　［12．8］体部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部内面小礫・雲母・砂粒10％

B　（5．8）休部は内攣し，頚部はくの字状に

屈曲する。日録部は外反し，端部

は上方につまみ上げられている。

輪積み痕残るナデ，外面ナデ。暗赤褐色

普通

112
嚢

A　［15．0］体部からロ緑部にかけての破片。ロ縁郡内・外面横ナデ。頚部外面小礫・雲母・砂粒・10％

B　（5，1）体部は内暫し，頚部はくの字状に及び体部内・外面給積み痕残るナ白色粒子・赤色粒

土　師　器屈曲する。口緑部は外反し，端部

は上方につまみ上げられている。

デ。 子

赤褐色，普通

113
嚢

A　　13．9体部と口縁部の一部欠損。平底。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面小礫・砂粒・白色80％

B　　16．2部は内野して立ち上がり，頚部はく下半横方向のヘラ削り。底部外面粒子・赤色粒子PL58

土　師　器C　　　7．0の字状に屈曲する。口縁部は外反し，

端部は上方につまみ上げられている。

に棒状物の庄痕。 暗赤褐色

普通

二次焼成
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遺物番号 ！器　 穫
錮 腫 k m）！　 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴 極 士 0 色調 ・焼成 ！ 備 考

第33図 A　　 r2 1．2j 体部 か ら目線 部 にかけて の破片 。 目線部 内 ・外面 横ナ デ㍉ 休部 内面 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 10％

114
登 B　 （6．5） 体 部は内攣 し，頚部 は くの字状に ヘラナデご 白色 粒子 ・赤 色粒

子

赤褐色，普通

土　 師　 器 屈 曲する。日録部 は外反 し，端部

は上 方につ まみ上げ られている∴

115
林

A　 ［12．8j 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部，体 部内 ・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

B　　　 4．1 平底。体部は外傾 して立 ち上 が り， 南 口グロナデ。体 部下端手持ちへ 粒千

須　 恵　 器 C　　　 7．4 目線部 に至 る。 ラ削 り。底部 1 方 向の手持 ちへ ラ

削 り。

褐灰色 ，普通

H 6

A　　 L12刊 底 部か ら目線 部 にかけて の破 片。 目線部 ，体部 内・外 面及 び底部 内 小礫 ・白色粒子 60％

杯 B　　　 4．5 平底。体部 は外傾 して立ち上が りタ 面 ロ クロナデ√休部 下端手持 ちへ 灰色

須　 恵　 音 C　　　 6．4 目線部 はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部回転 へ ラ切 り痕 を残

す 2 方 向の手持 ちへ ラ削 り。

普通

n 7

杯 A　　 13．4 目線部の一部 欠損 。平底。体部 は ＝縁 部，体 部内 ・外面 及び底部 内 小礫 ・雲母 ・砂粒 ・ 95％
須　 恵　 器 B　　　 1 3 ヨ内攣気味 に立 ち上 が り，目線部 は 南 口クロナデ。体 部下端へ ラ削 り。 白色粒子 P IJ 58

C　　　 6．2 短 く外反す る。 底 部 1 方向の手持 ちへ ラ削 り。 褐灰色，普通

H 8

杯 A　　 13．7 目線 部の一部欠損。平底。体 部は 目線 部 ，体部 内・外 面及 び底部 内 小礫 ・白色粒子 80％

須　 恵　 器 B　　　 4．5

C　　　 7．5

外傾 して立 ち上が り， 目線部 はわ

ずか に外反 する。

南 口クロナデ。底部 回転 へラ切 り。 灰 色

普通

P L 5 8

H 9
高 台 付 杯

A　 「10．21 体部 と日録部 の一部欠損。平底 に ＝縁 部，体 部内 ・外面 及 び底部 内 小 礫 ・白色粒子 70％

B　　　 5．1 ハの字状の高 台が付 く。体部 は外 面 ロク ロナデ。底部 へ ラ削 り後， 灰色 P L 58
須　 恵　 器 D　　　 7．0

E　　　 l．ヰ

傾 して立ち上が り，日録部 に至 る。 高台貼 り付け。 普通

120
高 台 付 林

Å　　 r17．21 体部 と目線 部の一部欠損。平底 に 口縁部 ，体 部 内・外 面及 び底 部内 小礫 ・雲 母 ・砂 粒 ・ 60％

B　　　 6．7 ハ の字状 の高台が付 く。体部 は外 面 ロ クロナデ．底 部へ ラ削 り後 ， 白色粒子 P L 5 8
須　 恵　 器 D　　　 9．6

E　　 l．6

傾 して立 ち上 が り，目線部 はわず

か に外反す る。

高台貼 り付 け。 褐灰 色，普通

121

盤

A　 ［19割 高台 部 か ら目線 部 に かけ て の破 ＝縁部 ，体部 内 ・外面及 び底部 内 小礫 ・白色 粒子 ・ 40％

B　　　 3．7 片。平底 にハ の字状の高台が付 く。 面 ロクロナデJ 底部 へ ラ削 り後， 暗赤褐色。

須　 恵　 器

D　 「12．51

E　　　 l．4

体 部は大 きく開 き，・日録部 との境

に稜 を持 つ。日縁部 は屈 曲 して外

反 しなが ら立ち上が る。

高台貼 り付 け。 不良

122

12 3

124

12 5

12 6

127

第34図

A　 【22．Oj 脚部 か ら目線 部 にか けての破片 。 日縁部，体部及 び脚部内 ・外面 ロ 小礫 ・白色粒子 30％

50％

70％

90％

高　　　 盤 B　 （12．0） 脚部はハの字状 に開 き，透か しを クロナデ。 灰色

須　 恵　 器 E　 （8．5）

A　　 13．7

3 孔持つ。体部 は大 きく開 き，臼

縁 部は直立す る。

目線 部か ら，つ まみ部 にか けての 目線 部及 び外周 部内 ・外 面ロ クロ

普通

小 礫 ・雲 母 ・砂

蓋 B　　　 3．5 破片。 天井 部は笠形で， 口縁部 は ナデ。 天井部へラ削 り後，つ まみ 粒 e 白色粒子

須　 恵　 器

蓋

F　　　 3．2

G　　 l．3

B　 （3．1）

短 く折 り返 している。

目線部 の一 部欠損。天 井部 は笠形

貼 り付 け。

外周部 内 ・外面 ロク ロナデ。天 井

褐灰 色

普 通

小 礫 ・砂粒 ・白色

粒子

褐灰色，普通

須　 恵　 器 F　　　 2．6 で，擬宝珠状のつ まみが付 く。 部外 面へ ラ削 り後，つ まみ貼 り付

G　　 l．1 け。

A　　 14．6 目線部 の一部欠損。天井部 は笠 形 口縁 部及 び外周 部内 ・外面 ロ クロ 小礫 ・砂 粒 ・白色

粒 子

灰 色

普通

小 礫 ・雲 母 ・砂

蓋 B　　　 3．8 で，擬宝珠状 のつ まみが付 く。 日 ナデ。 天井部へ ラ削 り後，つ まみ P L 59

7 0％

須　 恵　 器 F　　　 2．8

G　　 l．0

A　　 15．5

緑部 は短 く折 り返 している。

目線 部の一部欠損。 天井部は笠形

貼 り付 け。

＝縁部 及 び外周 部 内 ・外 面 ロクロ

蓋 B　　　 4．4 で，擬 宝珠状のつ まみ が付 く。［コ ナデ。天井部へ ラ削 り後 ，つまみ 粒 ・白色粒 子 P L 59

5 ％

須　 恵　 器 F　　　 2．8

G　　 l．3

B　 （4．1）

緑部 は短 く折 り返 して いる。

高台部か ら，体 部下位 にか けての

貼 り付 け。

体 部内 ・外面及 び底 部内面 ロク ロ

褐灰色

普通

灰 黄 色の 緻密 な胎

長　 頸　 瓶 D　 ［9．0】 破片。平底 に角 高台が付 く。体部 ナデ。底部外面糸切 り後，高台貼 上土 に白色粒 子 ・黒 猿投 窯

灰 粕 陶 器 E　　 l．0 ほ 内攣気 味 に外 傾 して立 ち上 が

る

り付け。底部 内面 に 自然私　　　 色 粒子　 粕 色 は黄

J

祈戸10号窯式

原始灰寒由

90％A　　 21．4
○

口緑部の一部が欠損。平底。体部は長
緑色 ，良好

日縁部 内 ・外面 ロク ロナデこ休 部　 小 礫 ・雲母 ・砂粒 ・
128

聾 B　　 31．7 胴形を里し最大径を上位に持つ。頚部 外面格 子 目叩 き。体部下端横方 向　 白色粒子 P L 58

ノ須　 恵　 器 C　　 15．3 はくの字状に屈曲する。目線部は外反

し，端部を面取 りして角張らせている。 タ

のへ ラ削 り。体部内面 に輪積み痕　 橙色

箋る。　　　　　　　　　　　　 不良

二次焼成
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遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 弾　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） l 背幅k m） 刃幅k m） 重畳ね ）

第34図M 23 鎌 （21．9） 0．3 3．9 （87．9） 鉄 先端部欠損 P L 7Ll

M 24 鎌 （20．5） 0．3 3．9 （88．6） 鉄 先端部欠損 P L TLl

遺物番号 器I　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 頭 （cm） 断面幅（cm） 重量（g ）

第34図M 25 釘 （12．7） 1．5×1．0 0．7×0．6 （2＆1） 鉄 角釘 P L T6

遺物番号 券　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 断面幅（cm） 重量（g）

第34図M 26 鐙　 金　 具 6．5 4．5 1．5×0．2 24．4 鉄 餃具部 P L 76

M 27 壷　　　 金 5．0 は9） 0．8×0．8 （23．6） 鉄 受け部が折れ曲がる P L 75

第謬考健贋跡（第35◎36図）

位置　調査4区の中央部，KldO区。

重複関係　第1号掘立柱建物に掘り込まれ，第33号土坑を掘り込んでおり，第　号掘立柱建物より　古ら　第

33号土坑よりも新しい。

規模と平面形　長軸5。95m，短軸5．85mの方形である。

主軸方向　N－140　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は40cm前後である。

壁満　会属している。上幅20～35cm　下幅　～摘cm　深さ柑cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前中央部から南壁寄りにかけて帯状に踏み固められている。

磯　北壁の東部に粘土の砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚日部から煙道

部まで120C恥　最大幅140cmである。煙道部は壁外へ25cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっている。

火床部は，床面から4cmほど掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図軋　第7層は火

床部の覆土，第5⑳m e12層は天井部の崩落士である。

竃土層解説

1　極暗褐色
2　灰　褐　色

3　にぷい褐色

4　灰　褐　色

5　赤　褐　色

6　暗赤褐色

7　赤　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

11灰　褐　色

12　暗赤褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量，焼土粒子微量
粘土大ブロック0砂粒少量，焼土中ブロック微量
粘土太ブロック中量，粘土粒子。砂粒少量，焼土小ブロック微量
ローム小プロ・ソク・粘土小ブロック少鼠　焼土I一巨ブロック微量
ローム小ブロック・焼巨J、ブロック・粘土粒J’－・砂粒少量，炭化物微量

焼土中ブロック・焼土粒子少鼠　粘土粒千・秒粒微量
焼土中ブロック・焼土粒子中量，灰少量
ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
ローム粒了‥焼上粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼士粒子・粘土粒子一・秒粒少量

ローム粒子・粘土粒－f‥砂粒少量．焼上中プロ、ソク・灰微量
焼土中ブロック・粒子中量，ローム粒子・粘土粒千・秒粒少量

ぽッ匝　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径50～55cmの円形で　深さは樟～糾cmである。P4は長径65cmタ

短径50cmの楕円形で，深さは63cmである。各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴

と考えられる。土層断面図軋　第1層は柱痕と考えられる。

ピット土層解説（Pl～P4共通）

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中プロ、ソク微量

ローム小プロ・ソク・ローム粒了一・炭化粒千微量

ローム中ブロック中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子軒鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
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第35図　第7号住居跡実測図
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5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土15層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色
2　褐　　　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5　黒　褐　色

6　極暗褐色
7　極暗褐色
8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11極暗褐色

12　暗　褐　色

13　褐　　　色

14　褐　　　色

15　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量

粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片272点（埠7，嚢e甑265），須恵器片73点（杯。高台付杯35，蓋7，長頸瓶1，嚢e甑30），鉄

浮3点が出土している。これらの遺物は東部の覆土上層から覆土中層を中心に出土している。それらのほかに，

混入した縄文土器片14点，撹乱により混入した磁器片3点が出土している。第36図131の土師器嚢は，目線部

片が東袖部上の覆土上層から，底部から体部にかけての破片が西袖部西側の覆土上層から出土しており，同一

個体と考えられる。132の須恵器杯は，覆土上層と南西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

133の須恵器蓋は北壁際の覆土上層から斜位の状態で出土している。

所見　本跡の出土土器は時期差があまりなく，短い期間に遺物が投棄された状況を示している。本跡の時期は，

本跡に伴う遺物は出土していないものの，投棄された土器が示す時期は本跡の時期とそれほどの差はないと考

えられ，8世紀前葉と推定される。

第36回　第7号住居跡出土遺物実測図
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第7号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第3 6図

13 1

嚢

士 ’師　 器

A　 ［2 5．0］ 底 部か ら目線部 にかけて欠損。平 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部外面 小 礫 ・雲 母 ・砂 30％

B　 ［3 9．8］ 底 。体部 は 内攣 して立 ち上 が り， 縦方 向のへラ磨 き。底部外面 2 方 粒 ・赤色粒子

C　　　 9．2 頚部 は くの字状 に屈 曲す る。 目線

部 は外 反 し，端部 は上方 につ まみ

上 げ られている。

向のヘ ラ削 り。 橙 色

普通

1 32

杯 A　 ［13．4］ 底部 か ら目線部 にか けての破 片。 口縁 部，体部 内 ・外面及 び底 部内 白色粒 子 ・黒色 粒 4 0％

須　 恵　 器 B　　　 4．4 丸底。体部は外傾 して立 ち上が り， 南 口 クロ ナデ。 底 部 回転 へ ラ削 子

C　 ［7．4］ 目線部 に至 る。 り。底部外周手持 ちへ ラ削 り。 灰色 ，良好

13 3
蓋

A　　 17．2 目線部の一部が 欠損。天井部 は笠 日録部 及び外周 部内 ・外面 ロクロ 小礫 ・雲母 ・砂粒 90％

B　　　 3．6 形で ，ボ タ ン状の つ まみ が付 く。 ナデ。天井部回転へ ラ削 り後 ，つ 灰褐色 P L 59

須　 恵　 器 F　　　 3．3

G　　　 O．9

日録 部内側 に短 いかえ りが付 く。 まみ貼 り付 け。 普通 二次焼成

第9号住居跡（第37e38図）

位置　調査4区の中央部，Kla7区。

規模と平面形　長軸3．90m，短軸3．40mの長方形である。

主軸方向　N－120－W

壁　はぼ直立している。壁高は40cmである。

壁溝　全周している。上幅10～25cm，下幅5～10cm，深さ5～15cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

囁　北壁の中央部に粘土e砂。ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚口

部から煙道部まで110C恥　最大幅105cmである。煙道部は壁外へ40cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上が

っている。火床部はほぼ平坦で，赤変硬化している。竃土層断面図中，第13～17。19層は袖部である。第18。

20層は火床部の掘り方の埋土である。

電土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　極暗赤褐色

4　灰　赤　色

5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色

7　にぷい橙色

8　にぷい褐色

9　暗　褐　色

10　赤　褐　色

ピット　2か所

ローム大ブロック・焼土粒子・砂粒少量，ローム　11灰　褐　色
粒子微量

焼土中ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘
土粒千・秒粒少量

焼土中ブロック・焼土中ブロック中量，ローム小
ブロック・粘土粒子・砂粒少量

焼土小ブロック・粘土粒子中量，砂粒・灰少量
焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子中量，
灰少量

焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小
ブロック・炭化物・灰微量
粘土粒子・砂粒中量
ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
ローム粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂
粒微量

焼土大ブロック多量

12　にぷい赤褐色

13　灰　褐　色

14　にぷい褐色

15　赤　褐　色

16　褐　　　色

17　灰　褐　色

18　極暗赤褐色

19　褐　　　色

20　褐　　　色

焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子・砂
粒少量

焼土中ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
粘土粒子多量，砂粒少量

粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂
粒少量

粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量，
砂粒少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小ブ

ロック中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
粘土粒子多量，焼土中ブロック・砂粒少量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子中量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック多量，ロー
ム粒子中量，焼土中ブロック少量

（Pl，P2）。Pl e P2は径20cmの円形で，深さは28cmと29cmである。それぞれ南東と北

西コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。

覆土10層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・粘土大ブロック少量，焼土粒子微量
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7　極暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
8　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

9　極暗褐色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
10　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片198点（杯12，嚢・甑186），須恵器片93点（杯50，蓋2，嚢・甑41）が出土している。これら

の遺物は，竃の前を中心に覆土上層から床面にかけて出土している。覆土上層から中層の出土遺物は細片であ

る。それらのほかに，混入した縄文土器片24点が出土している。第38図143・144は土師器嚢である。143は竃

の覆土上層から，144は竃の覆土上層から火床部にかけて出土した破片が接合したものである。145～149は須

恵器埠である。145・148は北東部の覆土下層から正位で，146は西壁際の床面から斜位で，147は北部の覆土下

層から斜位で，149は中央部の床面から正位で出土している。150の須恵器高台付杯は，覆土下層から出土して

いる。151の須恵器高台付皿は，北部の床面から逆位で出土している。152の須恵器蓋は，北部の覆土下層から

逆位で出土している。出土状況から，144・146は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃覆土中や床面の出土土器から，8世紀後葉と考えられる。

第37図　第9号住居跡実測図
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第38図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

ト一一　　l－1－‥I

？　＝　1Pcm

遺物番可 器　 種 計測値（C皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴　　　 胎土・色調・焼成 備　考

第38図

嚢

土　師　器

A　 ［26．1］休部から日録部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。体部内・小礫・雲母・砂粒 10％

143
B　 （8．7）体部は内攣し，頚部はくの字状に

屈曲する。口緑部は外反し，端部

は上方につまみ上げられている。

外面へラナデ。 赤褐色

普通

二次焼成

144
嚢

A　　 20．9 休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。休部内面小礫・雲母・砂粒・40％

B　　 31，2 体部は内攣し，頚部はくの字状にヘラナデ。体部外面下半へラ磨白色粒子・赤色粒

土　師　器 C　 ［7．8］屈曲する。口緑部は外反し，端部

は上方につまみ上げられている。

き。 子

赤褐色，普通

145

杯 A　　 ll．2 休部から口緑部にかけて一部欠口緑部，体部内・外面及び底部内面ロ小礫・白色粒子 70％

須　恵　器 B　　　 4．0 損。平底。休部は外傾して立ち上クロナデ。体部下端手持ちへラ削り。灰色 PL59

C　　　 6．0 がり，口緑部はわずかに外反する。底部1方向の手持ちへラ削り。 普通

146
杯

A　　 12．6 口繹部の一部欠損。平底。休部は口縁部，体部内・外面及び底部内小礫・雲母・白色80％

B　　　 4．4 外傾して立ち上がり，口緑部に至画ロクロナデ。休部下端手持ちへ粒子 PL59

須　恵　器 C　　　 7．4 る。 ラ削り。底部回転へラ削り。 褐灰色

普通

底部に「×」

のヘラ記号

147

杯 A　　 12．8 口縁部の一部欠損。平底。体部は口緑部，体部内・外面及び底部内砂粒・白色粒子 90％

須　恵　器 B　　　 4，0

C　　　 8．0

外傾して立ち上がり，口緑部に至

る。

面ロクロナデ。体部下端手持ちへ

ラ削り。底部回転へラ削り。

褐灰色

普通

PL59

148

杯 A　　 13．3 口緑部の一部欠損。平底。体部は口緑部，体部内・外面及び底部内面小礫・砂粒・白色80％

須　恵　器 B　　　 4．1 外債して立ち上がり，口緑部はわロクロナデ。体部下端手持ちへラ削粒子 PL59

C　　　 7．8 ずかに外反する。 り。底部2方向の手持ちへラ削り。 灰色，普通

149

坪 A　　 13．2 口綾部の一部欠損。平底。休部は口緑部，体部内・外面及び底部内面小礫・砂粒・白色95％

須　ノ恵　器B　　　 4．6 外傾して立ち上がり，口緑部はわロクロナデ。体部下端手持ちへラ削粒子 PL59

C　　　 7．0 ずかに外反する。 り。底部1方向の手持ちへラ削り。褐灰色，普通
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遺 物番号 器　　 種 計 測値萄壷 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第38回

高 台 付 林

A　 ［10．2］ 高台 部 か ら＝縁 部 にか け ての破 目線 部，体部内 ・外面及 び底部 内 小礫 ・白色粒千 30％

150
B　　　 4．8 片。 平底 にハ の 字状 の 高台 が付 面 ロクロナデ∵底部回転へ ラ削 り 灰色

須　 恵　 器 D　 ［6．6］

E　　　 l．0

く。体部 は外傾 して立 ち上が りタ

ロ緑部 に至 る。

後， 高台貼 り付 け。 普通

151

高 台 付 皿 B　 （2．5） 目線部 欠損 。平底にハの字状の高 体部 内 ・外面 及び底 部内面 ロク ロ 小礫 ・雲母 ・白色 80％

須　 恵　 器 0　　 11．0 台 が付 く。体 部 は大 き く外 に 開 ナデご底 部へラ削 り後，高台貼 り 粒 子 P L 5 9

E　　　 l．0 き， 目線部 に至 る。 付け。 灰褐 色，不良

152

Å　　 1寸．1 目線部 と天井部 の一部欠損。天井 ＝縁 部及 び外 周部 内 ・外面 ロク ロ 雲母 ・砂粒 ・白色 80％

蓋 B　　　 2．9 部 は笠形で， ＝縁 部は毎 く折 り返 ナデ．天井 部へ ラ削 り後 ，つ まみ 粒子 ・赤 色粒子 P L 5 9

須　 恵　 器 F　　　 2．9

G　　　 l．3

してい る√ 粘 り付 け。 灰褐色

普通

二次焼成

第預の常住贋跡（第3～劇団）

位置　調査4区の中央部，J H　区。

重複関係　第44号土坑の上に構築され，第2・3・18・19号掘立柱建物，第4号柵列，第43号土坑に掘i）込ま

れている。従って，第∠拍号土坑よりも新しく，第2・3・18・19号掘立柱建物，第∠1号柵列，第43号土坑より

も古い。

規模と平面形　長軸6．55nl，短軸5．10mの長方形であるp

主軸方向　N－660　－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は25～・35cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

寵　東壁の南寄りに粘土e砂・ロームで構築されている。天井部は崩落し，南袖部の一部が残存している。規

模は焚日部から煙道部まで145cnl，最大幅は，床面の粘土の範囲から140cmと推定される。煙道部は壁外へ40cm

掘り込んでお酌　煙道は緩やかに外傾して立ち上がっている。火床部はほぼ平坦である。竃土層断面図中，第

8層は火床部の覆土，第10～12・15・16層は天井部の崩落土でる。

電土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子・粘－I二粒千・秒粒中量．ローム中ブロック・焼士粒子小ブロック少量
2　褐　灰　色　　粘土粒子多量，ローム小ブロック0砂粒少量
3　褐　　　色

4　鈍い褐色
5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　晴赤褐色
8　明赤褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子e砂粒少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’－・焼上′」、ブロック・焼巨粒子少量

U－ム小ゾUツク・U－ム粒J’・少量．焼上′J、ゾU、ソク・焼‖粒子・粘士粒J’・・砂粒微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

炭化物・炭化粒子中鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼巨粒了一・粘土粒千・秒粒少量

焼土粒子多量，灰少量

9　暗赤褐色　　焼土粒子多量
10　灰　褐　色
11灰　褐　色
12　灰　褐　色
13　明褐灰色

「1褐　灰　色
15　明褐灰色
16　灰　褐　色

粘土粒子多量，焼土中ブロック0焼土小ブロックe砂粒少量
粘上′トプロ、ソクIll量、粘回1プロ、ソク・粘目白’一・砂粒少量
粘同、プロ、ソク・焼土粒子中量．焼土中プロ、ソク・砂粒少量
粘土小ブロック・焼土粒子多量．焼土粒子・砂粒少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒千・秒粒少量
粘回1ブロック・粘上′J、プロ、ソク・粘上粒「多量，焼上中プロ、ソク・砂粒少量
粘土小ブロック。粘土粒子中量，砂粒少量

炉　中央やや南寄りに付設された地床炉である。平面形は長径70cnl，短径53cmの不整楕円形である。土層断面

図中，第3層は火熱を受け，赤変硬化した炉床面と考えられる。

炉土層解説

1　褐　灰　色　　ローム粒子・灰少量
2　黒　　　色　　炭化物多量
3　赤　褐　色　　焼土小ブロック多量

ピット　8か所（P「～P8主　Pl・P3・P5・P6は径20～30cmの円形で，深さは27～61cmである。

P2・P4・P7は長径25－30cm，短径15－25cmの楕円形で，深さは28～61cmである。Pl～P7は，壁際に
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配置されていることと形状から，いずれも壁柱穴と考えられる。P8は長径27cm，短径20cmの楕円形で，深さ

は22cmである。西壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土13層からなる。土層断面図中，第1層はレンズ状に堆積し，第2～13層にはロームブロック，焼土，粘

土，砂粒，灰などが含まれ，ブロック状に堆積していることから，第1層は自然堆積で，第2～13層は人為堆

積と考えられる。

第39図　第10号住居跡実測図
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土屑解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

5　褐　　　色

6　極暗褐色
7　褐　灰　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子　8　褐　灰　色
少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中　9　極暗褐色

ブロック・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　10　極暗赤褐色
ブロック・粘土粒子少量　　　　　　　　　　　11暗赤褐色
ローム粒子中量
ローム大ブロック・ローム小ブロック少量　　　12　褐　　　色

粘土粒子中量，ローム大ブロック・ローム小プ　13　褐　　　色

ロック少量

粘土粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ
ロック・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂
粒少量

焼土小ブロック・焼土粒子・灰少量
焼土中ブロック・焼土小ブロック中量，焼土粒
子・灰少量
ローム粒子多量
ローム大ブロック多量

遺物　土師器片399点（杯13，賓・甑386），須恵器片251点（杯・高台付杯123，蓋39，盤2，短頸壷1，嚢・

甑85，長頚瓶2），灰粕陶器片1点（長頚瓶），鉄器・鉄製品3点（紡錘，刀子，門金具），鉄津3点が出土し

ている。これらの遺物は覆土上層から覆土中層を中心に全体的に出土している。それらのほかに，混入した縄

文土器片22点が出土している。第40図153，第41図155・156は土師器嚢である。153は覆土上層と東部の床面と

竃の覆土下層から出土した破片が接合したものである。155は中央部と南東部の床面から出土した破片が接合

したものである。156は南東部の床面と覆土下層から出土した破片が接合したものである。第40図158～163は

須恵器である。158は杯で，中央部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。159の杯は，中央部の

覆土上層と西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。160の高台付杯は，北部の覆土中層から

出土した破片が接合したものである。161の盤，162の蓋は中央部の覆土上層から，163の短頚壷は北部の覆土

上層から，出土している。164の須恵器長頚瓶は，北部の床面から出土している。165の須恵器長頸瓶は，中央

部の覆土上層から出土している。第41図M28の紡錘は，北西部の覆土上層から出土している。M29の円金具は，

北西部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は竃と炉を持つ住居跡である。時期は，出土土器から8世紀後葉と考えられる。

篭、－‾訝
第40図　第10号住居跡出土遺物実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　‥l－　1　　　　　一

遺物番号恒茅　華中刑料（cm）
音　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　考

第40回 Å　　12．0 体部から日録部にかけての破片。‖縁部内・外面横ナデ√休部外面小礫・雲母・砂粒・40％

153
婆　　　B　（10．2）

士　師　器

体部は内増し．頭部はくの字状に

屈曲する。目線部は外反し，端部

十位斜め方向のヘラナデ∵ 白色粒子

暗赤褐色

二次焼成

は上方につまみ上げられている。 不良

第射図 Å　［封．8］頭部から＝縁部にかけての破片J目線部内・外面横ナデご 小礫・雲母・砂粒・5％

155
整　　　B　（6．6）

士　師　器

頚部はくの字状に屈曲する。日録

部は外反し，端部は外十方につま

み上げられている。

白色粒子

赤褐色

普通

156

Å　［21．8］体部十位から，‖縁部にかけての目線部内・外面櫨ナデ∴体部内・雲母・砂粒・白色15％

婆　　　B　（仕2）

士　師　器

破片。体部は内攣して立ち上が外面輪積み痕を桟す横方向のヘラ粒子・赤色粒子 二次焼成

り芦　頚部はくの字状に屈曲する。ナデ。 暗赤褐色

＝縁部は外反し，端部が十方につ 普通

まみ上げられている。

第40図 林 Å　白2．8］日経部の一部欠損。平底。体部は口縁故体部内・外面及び底部内面雲母0砂粒・白色60％

158 須　恵　器

拳
B　　　4．3

C　　　7．6

外傾して立ち上がり，目線部に至

る。

ロクロナデJ休部下端手持ちへラ

削り∵底部回転へラ削り．

粒子・赤色粒子

灰褐色，不良

PL59

林 A　　H」日縁部の一部欠損。平底。体部は目線部，体部内・外面及び底部内小礫・白色粒千 60％

159 須　恵　器　B　　　各1

C　　　8．0

外傾して立ち上がり，日録部に至

る。

面ロクロナデ。体部下端手持ちへ

ラ削り。底部回転へラ削り。

褐灰色

普通

PL59

160
高台付林

A　H3．2］打線部の一部欠損。平底にハの字‖縁部及び体部内・外面，底部内雲母・砂粒・白色90％

B　　4．8　状の高台が付く。体部は外傾して南口クロナデ。底部へラ削り後，粒千 PL59
須　恵　器0　　糾うi立ち上がり，目線部はわずかに外高台粘り付け。 褐灰色

E　　l．3　反する∵ 普通

161

盤 B　（2月）高台部から体部にかけての破片。体部内・外面ロクロナデこ底部内砂粒・白色粒子 70％
須　恵　器D　　lO．8 平底にハの字状の高台が付く。体面ロクロナデ∴底部へラ削り後，灰色

E　　　l．3 部は大きく聞くご 高台貼り付け。 普通

162

A　［20．6］目線部から、つまみ部にかけての目線部及び外周部内・外面ロクロ雲母・砂粒・白色40％

蓋　　　B　　　3．6 破片。天井部は笠形でボタン状のナデ。天井部へラ削り後，つまみI粒子

須　恵　器　F　　　3．2 つまみが付く。打線部は短く折り貼り付け。 褐灰色

G　　　O．8 返している。 普通

A　　6．8　高台部と日経部の一部欠損。丸昧目線部及び体部内・外面ロクロナ雲母・砂粒・白色95％
短　頚　壷　B　　5．8　を帯びた底部にハの字状の高台がデご　底部回転へラ削り後，高台貼粒子 PL59

163 D　　6．2　付く∴　体部は外傾して立ち士がり付け∴ 褐灰色

10％

須　恵　器‾E　 l．0　り，最大径を上位に持つ。目線部 普通

はわずかに外反する。

白色粒子・黒色粒千長　頸　瓶　B　（8．5）体部下位の破片。体部は内攣して体部内・外面ロクロナデ予　体部外

164 須　恵　器　　　　　　　 立ち上がる。 面に自然粕。 黄褐色，軸色は黄猿投窯

緑色，良好 井ケ谷78号窯式
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遺物番号 券　　 種　 獅 雁 k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の 特 徴　 ！胎十 色調 さ焼成 備　 考

第40図 長　 頚　 瓶　 B　 （5．9） 頚部の破片。ほぼ直立する。 頸部内 ・外面ロクロナデ十　両・外　 白色粒子・黒色粒子・ 10％ P L 59

165 須　 恵　 器 面に自然執∴　　　　　　　　　　 気泡，灰色，軸色は 祈戸10号

黄緑色，良好 窯式並行

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 紡輪径（cm） 厚さ（cm） 車路 面径五m）　 重畳ね ）

第41図M 28 紡　　　 錘 （9．3） 4．2 0．4
0・5　 日 飢

鉄 軸の下位が折れ曲がる P L 76

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 断面幅（cm） 重量 （g ）

第射図M 29 閂　 金　 具 （6．5） ⊥0 0．8×0．7 （25．6） 鉄 断面形は方形 P L 75

第醐考健屠静（第42図）

位置　調査4区の中央部南東寄娠　　H　区。

重複関係　第41号土坑に掘り込まれておi）∴本跡の方が古いJ

規模藍平面形　南東部が調査区域外である。確認できたのはタ　南北2．90m芦　東西2。8mで　長方形または方形

と推定される。

主軸方向　N－200　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は50cnlである。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。〕

磯　北壁の中央部に粘土e砂のロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚日

部から煙道部まで80cm　最太幅は且柑cmである。煙道部は壁外へ20cm掘り込んでおりタ　煙道は外傾して立ち上

がっている。火床部はほぼ平坦である。竜王層断面図中学　第9層は火床部の覆土である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　にぷい褐色

3　灰　褐　色

4　褐　灰　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色
7　暗　褐　色

8　明赤褐色
9　極暗赤褐色
10　極暗赤褐色
11暗赤褐色
12　灰　褐　色
13　暗赤褐色
14　赤　褐　色
15　極暗赤褐色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼上粒千・秒粒微量
粘土粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量、焼土中ブロック微量

ローム申ブロック・ローム粒！－・粘土粒fA・砂粒少鼠　焼士粒子微量

ローム粒子・焼上中ブロック少量

ローム粒千中量，ローム申ブロック・ローム小プロ・ソク少量．焼士小ブロック・焼上粒子微量

ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼十粒千・粘い粒子・砂粒少量

ローム粒子少鼠　焼土中ブロック微量

焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子多量
焼土小ブロック中量，焼土中ブロックや灰少量

ローム小ブロックl「癒し　粘日粒了‥砂粒少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

焼土粒千・粘巨粒子・砂粒少量

焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
焼土中ブロック・焼土粒子多量

ローム中ブロック・焼土人ブロック・焼土中ブロック少量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック「f］量、ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　極暗褐色　　ローム粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片27点（棒4タ　婆の甑23），須恵器片12点（棒の高台付捧1揖　斐。甑H　のほか，混入した縄文

土器片8点が出土している。いずれも細片で，図示できるものはなかった。

所農　本跡は，出土土器が細片のため，明確な時期判断が困難である。出土土器がいずれも8世紀から9世紀

代と考えられるため，時期は8世紀から9世紀の間としておく。
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第42図　第11号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

上　＿＿　；　　　！

0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿」

第12号住居跡（第31・32・43図）

位置　調査4区の中央部，KIc5区。

重複関係　第6号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　残存する壁溝と主柱穴の位置から，長軸5．50m，短軸4．10mの長方形と推定される。

主軸方向　N－200－W

壁　南壁が残存し，ほぼ直立している。壁高は50cmである。

壁溝　東側と西側の一部を巡っている。上幅15～25cm，下幅5～10cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形であ

る。

床　ほぼ平坦である。

寵　残存しない。第6号住居のPlとP4の間の中央部に，長径40cm，短径25cmの楕円形の範囲で，赤色硬化

面が確認されており，ここに火床部があったと推定される。

ピット　5か所（P13～P17）。P13～P16は径35～50cmの円形で，深さは44～56cmである。推定平面形の各

コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P17は長径50C恥　短径38cmの

楕円形で，深さは26cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土　2層からなる。覆土の大半を第6号住居に掘り込まれており，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土屑解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片200点（杯12，嚢・甑187，不明1），須恵器片210点（杯・高台付杯95，蓋35，高盤2，円面硯

1，嚢・甑77），土製品1点（球状土錘）が出土している。これらの遺物は南東部と南部の中央の覆土中層か
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ら下層にかけて出土している。第43図129の須恵器甑は，南部の覆土中層から，130の須恵器円面硯は南部の覆

土下層から出土している。DP4の球状土錘は覆土中から出土している。

所見　本跡は，第6号住居に掘り込まれているが，主軸方向が第6号住居と同じで，出土土器も時期差があま

りない。以上のことから，本跡の時期は，第6号住居よりは古いが，9世紀中葉の中でとらえておく。

0　　　　　　　　　　　　10cm

！＿＿　　；　　　！

第43図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

129

0　　　　　　　　10cm

L＿；＿　」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　考

第43図

129

甑

須　恵　器

A　I32．41体部上位から，ロ縁部にかけての口縁部及び頚部内・外面ロタロナ小礫・石英・雲10％

B　（9．6）破片。休部は直線的に立ち上が

り，頚部はくの字状に屈曲する。

口緑部は外反し，端部は面取りさ

れて角張っている。

デ。体部外面格子目叩き。母・砂粒・白色粒

子

赤褐色

不良

130

円　面　硯A　　r14．2】硯部の破片。外堤は外に開き，端硯部及び堤部内・外面ロタロナデ。雲母・砂粒・白色20％

須　恵　器B　（4．4）部は面取りされ，角張っている。

内堤は直立し，端部は丸みを持つ。

硯部外面に墨汁津。粒子

灰色　普通

PL59

遺物番号器　　種
計　　測　　値
特　　　　　　徴備　　　　　　考

径（cm）長さ（cm）孔径（qm）重量（g）

第43図DP4球状土錘2．11．70．57．3外面ナデPL70

第13号住居跡（第44・45図）

位置　調査4区の北部，JIc8区。

重複関係　第1号方形竪穴状遺構に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南西コーナーが第1号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。長軸3．33m，短軸3．10mの方形で

ある。

主軸方向　N－200－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は40～50C皿である。

壁溝　東壁下と，西壁下，北壁西部の下を巡っている。上幅15～35cm，下幅3～10cm，深さ5～10cmで，断面

形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

奄　北壁の中央部に粘土・砂・ロームで構築されている。天井部の一部と袖部が残存している。規模は焚口部

から煙道部まで120C皿，最大幅は105cmである。煙道部は壁外へ58cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上が

っている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられている。竃土層断面図中，第1～5層は天井部の崩落土

である。
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電土層解説
1　暗赤褐色
2　灰　褐　色

3　灰　褐　色

4　赤　褐　色

5　赤　褐　色

6　褐　灰　色

7　暗　褐　色

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　暗　褐　色

焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
焼土小ブロック多量
焼土粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック少量
粘土粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量
ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長径23cm，短径20cmの楕円形で，深さは26cmである。P2は長径22cm，

短径18C皿の楕円形で，深さは28cmである。いずれも性格は不明である。

覆土10層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

10　赤　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子・焼土小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム大ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
焼土小ブロック・焼土粒子中量

遺物　土師器片163点（杯11，嚢・甑152），須恵器片136点（杯・高台付杯53，蓋11，高盤1，嚢・甑71），炭

化材，焼土のほか，混入した縄文土器片35点，撹乱により混入した陶器片1点，磁器片8点が出土している。

炭化材と焼土は床面から全体的に出土している。第45図167の土師器嚢は，竃東袖部上の覆土上層と竃の覆土

第44図　第13号住居跡実測図

168

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

0　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿⊥＿＿＿」
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下層から出土した破片が接合したものである。168の須恵器高盤は，北部と中央部の床面，竃の覆土下層から

出土した破片が接合したものである。

所見　本跡は，炭化材，焼土の出土状況から焼失住居と推定される。時期は，出土土器から9世紀前半と考え

られる。

第45図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿　　　」

遺物番号器　　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　考

第45図

167

嚢

土　師　器

A　［20．0］底部から口緑部にかけての破片。ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面雲母・砂粒 40％

B　　32．5体部は内野して立ち上がり，中位縦方向のヘラ磨き。体部内面へラ赤褐色 PL59

C　［9．0］に最大径を持つ。頚部はくの字状

に屈曲する。口緑部は外反し，端

部は上方につまみ上げられている。

ナデ。 普通 二次焼成

168
高　　　盤

B　（12．8）裾部から体部にかけての破片。裾部体部内・外面ロクロナデ。脚部外小礫・白色粒子70％

D　　12．9はラッパ状に広がり，長方形の透か面及び裾部内・外面ロクロナデ。灰色 PL59

須　恵　器E　　lO．3し孔を有し，端部は屈曲して垂下す

る。体部は大きく開いて立ち上がる。

普通 体部内面に

「十」の箆書

第14号住居跡（第46～49図）

位置　調査4区の南部，Kle7区。

重複関係　北西コーナー部の上部が第2号道路状遺構に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸5．90mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　ほぼ直立している。壁高は50～65cmである。

壁溝　全周している。上幅20～50cm，下幅10～20cm，深さ10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。
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魔　北壁の中央部に粘土⑳砂のロームで構築されている。天井部は崩落し　袖部が残存している。規模は焚打

部から煙道部まで160cm資凝太幅且50cmである。煙道部は壁外へ60cm掘り込んでお娠煙道は外傾して立ち上が

っている。火床部は芦床面から髭nほど掘り　ぼめられてお勘火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面

図中　第膵層は火床部の掘　方の捜土　第は～摘層は袖部　第　層は天井部の崩落士　第　層は火床部である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗赤褐色

6　極暗赤褐色

7　灰　褐　色

8　褐　　　色

9　灰　褐　色

ピット　10か所

I‾）2は長径90cm，

さは92clllである。

ローム粒J∴・砂粒少量

砂粒中鼠　ローム粒子少量

粘土粒千・秒粒l巨ら工　ローム粒J’一・焼吊、打一・

炭化粒子少量，焼1二申プロ、ソク・焼上′トプロ、ソ
ク微量

ローム粒f一・砂粒少［‡呈∴　焼上中ブロック・焼上
粒子・炭化粒子微量
焼土粒子「fl鼠　ローム粒子・焼土中プロ、ソク・
炭化粒子・粘土粒守一・砂粒少量

ローム粒子の焼土小ブロック0焼土粒子。炭化15　明褐灰色
物・炭化粒ト砂粒・灰少鼠　骨片微量
砂粒「巨量，ローム粒J’・・焼巨粒丁一・歳化粒J㌧・

監禁票警ク中鼠廃土小ブ。ツタ凍土粒蟻灰褐色

10　灰　褐　色

11灰　褐　色

12　褐　灰　色

13　灰　褐　色

摘　明褐灰色

姜孟還せ口碑焼士粒子欄膵極暗赤褐色ララ芋選言謹選慈芸謡
（P温～P且0）。P　㊧P　はそれぞれ径弼cm㊧醐cmの円形で　深さは野cm⑳鍼cmである。

短径65cmの不整楕円形で　深さは関cmである。P　は長径摘配m　短径腑cmの楕円形で芳深

Pl～㌘4ほタ各コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えら

粘土粒子中量．ローム小ブロック・ローム粒
子e焼土粒子8砂粒少量
粘上粒子中量，ローム小プロ・ソク・ローム粒

J’一・焼いいプロ・ソク・焼上粒J’・・砂粒少量

精白粒子多‡1工　ローム小ブロック・ローム粒
J二・焼土粒子・砂粒少量

粘土粒子「巨量．ローム小ブロック・ローム粒
子・砂粒少量

粘土粒子多量，砂粒少量

粘吊l「！・多il呈∴　ローム小プロ、ソク・ローム粒

J’l・焼十大ブロック・焼I二中ブロック・焼士粒
子・砂粒少量

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂
粒少量

れる。P　は長径関cm　短径渕cmの楕円形で　深さは滋cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状

から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P60P7砂㌘9は径20～30cmの円形で，深さはlの～納期

P8は長径35cm　短径郡cmの楕円形で学深さは35cmである。各コーナーの壁港内に配置されていることと形状

から9　壁柱穴と考えられる。P相は径50cmの円形で　深さは卸cmである。性格は不明である。

主柱穴土層解説（Pl～P4共通）

1－　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量，焼「粒　　　　　　　　　ム中ブロック少量

J’・・砂粒程蟻呈二　　　　　　　　　　　　　　（i　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・焼日立

色
色
色
色

褐
褐
褐

暗
暗
暗
褐

2
　
3
　
4
　
5

ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予8炭化物。砂粒微量

ローム粒子少鼠　ローム小プロ、ソク・砂粒微量　　7　暗　褐　色　　ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量
一
一

ロ

　

ロ

ム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　8　褐　　色　　ローム粒子小鼓　ローム小ブロック少量
ム粒子多量．ローム小ブロック中量，ロー

穫羞　6層からなる。レンズ状に堆積してお娠　自然堆積と考えられる。

解
暗
暗
暗
暗

層土

　

1

2

3

4

説

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

ローム粒子・炭化粒子中量

ローム粒子少量．焼土粒千・炭化粒子微量

ローム粒子中量

ローム粒f一少量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒
子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒川1量，焼圭粒子
少量

遺物　土師器机068点（捧車高台相棒420，高台付皿7タ嚢の甑64鼠）タ須恵器片889点（棒の高台付捧22，蓋

掴　高盤1長頚瓶1嚢e甑帯封　灰粕陶器片　点　平取禰輪形陶器）土製品　点言土も支願主鉄

器の鉄製品摘点　刀子娠斧2　鎌1錠前牡金具信釘娠不明の　銑浮地産が出土している。これらの

遺物は，覆土上層から覆土中層を中心に　全体的に出土してお娠　出土点数の多さからその大半は本跡が埋没

する過程で投棄されたものと推定される。それらのほかに芦混入した縄文土器片22点が出土している。図示し

なかった土器で個体数が確認できたのはタ土師器では棒48息高台付棒温3息高台付皿6息嚢砂甑92息須

恵器では堵e高台付勘6点差38嵐高塚1嵐長頚瓶l瓦窯。甑弧蕪である。また，墨書土器は，細片の

ため図示できなかったものを含めるとl点　土師器勘須恵器3）が出土している。第47図169～176は土師器

塚である。169は中央部の覆土上層から，170は北西部の覆土中層から，膵は東部の覆土上層から，172は東部

の覆土下層から出土している。膵は　東部壁際の覆土上層と中央部の覆土中層から出土した破片が接合した
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ものである。174は北西部の覆土下層から出土している。175は南部の床面と南壁際の覆土下層から出土した破

片が接合したものである。176は南部壁際の覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。177

～179は土師器高台付皿である。177は北東部の床面から，178は北部の覆土上層から出土している。179は西部

の床面から逆位で出土している。第48図180の土師器聾は，東部の覆土中層から出土している。第47図181，第

48図182～189は須恵器杯，190は須恵器高台付杯である。181は北部壁際の覆土下層から，182は南部壁際の覆

土下層から出土している。183は東部の覆土中層から，184は西部の覆土下層から，185は北部の覆土上層から

出土している。186は北部壁際の覆土下層から斜位で出土している。187は北西部の覆土下層から出土している。

188は南部の覆土下層から正位で出土している。189は南部の覆土下層から，190は南部の床面から出土してい

る。191・192は須恵器蓋である。191は覆土上層と西部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。

192は東部の覆土下層から正位で出土している。193・194は須恵器甑，195は須恵器嚢である。193は，覆土下

層と，南東部と南部の覆土中層から出土した破片が接合したものである。194は中央部の覆土中層から，195は

東部の覆土中層から出土している。196は灰粕陶器平瓶で，底部から体部にかけての破片は東部の覆土中層か

ら，把手部片は南部の覆土中層から出土しており，同一個体と考えられる。197の灰粕の相輪形陶器は，中央

部の覆土中層から出土している。第48図M30・32，第49図M31は刀子である。M30は中央部の覆土下層から，

M31は中央部の覆土中層から，M32は西部の覆土下層から出土している。M33・34は斧で，33は南西部の床面

から，34は北西部の覆土中層から出土している。M35の錠前牡金具は，西部の床面から出土している。M36の

釘は，覆土中層から出土している。出土状況から，175・177・179・190は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡は，35．4Idの面積を持つ大形の住居跡で，大形の掘立柱建物跡群に隣接している。出土遺物も，墨

書土器が数多く出土しているほかに，灰粕陶器の平瓶や相輪形陶器，刀子，錠前等が出土しており，一般の住

居跡とは異なる様相を示している。時期は，本跡に伴う土器から9世紀後乗と考えられる。

第47図　第14号住居跡出土遺物実測図（1）
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第14号住居跡出土遺物観察表

l

匡＝≡≡∋M35

10cm

トl一一一一十一‥　I

遺物番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　 考

第47図

杯

B　 （3．5）底部から休部にかけての破片。平 休部・底部内面ロクロナデ後，ヘラ 白色粒子・赤色粒 40％

169
C　　　 6．0 底。休部は内管気味に立ち上が 磨き。体部外面ロタロナデ。体部下 子 P L 60

土　 師　 器 る。 端手持ちへラ削り。底部1方向の手

持ちへラ削り。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

体部外面に

「川」の墨書

170
杯

A　 【144】底部からロ縁部にかけての破片。口縁部内・外面及び体部外面ロクロナデ。白色粒子・赤色粒

子

明赤褐色

普通

40％

B　　　 4．7 平底。体部は内攣気味に立ち上が 体部・底部内面ロクロナデ後，へラ磨き。 P L60

土　 師　 器 C　　　 6．5 り，ロ緑部は外反する。 体部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

体部外面に釈

読不能の墨書

171
杯

B　 （3．7）底部から体部にかけての破片。平 休部・底部内面ロタロナデ後，ヘラ 砂粒・白色粒子・40％

C　　　 6．8 底。体部は内野気味に立ち上が

る。

磨き。体部外面ロクロナデ。体部下 赤色粒子 P L 60

土　 師　 器 端手持ちへラ削り。底部1方向の手

持ちへラ削り。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

体部外面に

「福」の墨書

172
】不

A　　 12．4 ロ緑部の一部欠損。平底。体部は ロ縁部内・外面及び休部外面ロタロナデ。雲母・砂粒・白色 90％

B　　　 4．2 内攣気味に立ち上がり，口緑部は 体部・底部内面ロタロナデ後，ヘラ磨き。粒子・赤色粒子 P L 60

土　 師　 器 C　　　 6，2 わずかに外反する。 体部下端手持ちへラ削り。底部1方向の

手持ちへラ削り。内面黒色処理。

橙色

普通

173
杯

A　　 14．6 底部から口緑部にかけての破片。ロ緑部及び体部外面ロタロナデ。体 雲母・砂粒・白色 50％

B　　　 5．2 平底。休部は内轡気味に立ち上が 部・底部内面ロクロナデ後，ヘラ磨き。粒子

土　 師　 器 C　　　 7．8 り，ロ緑部はわずかに外反する。 休部下端手持ちへラ削り。底部1方向

の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

174
杯

A　 【16．01 底部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面及び体部外面ロクロナ 砂粒・白色粒子 50％

B　　　 5．1 平底。休部は内攣気味に立ち上が デ。体部・底部内面ロクロナデ後，ヘラ 明赤褐色 P L 60

土　 師　 器 C　　　 9．0 り，口緑部はわずかに外反する。 磨き。体部下端手持ちへラ削り。底部2

方向の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

普通

175
杯

A　　 15．2 底部から口緑部の一部欠損。平 ロ緑部内・外面及び体部外面ロクロナ 白色粒子 60％

B　　　 5．9 底。体部は内攣気味に立ち上が デ。体部・底部内面ロクロナデ後，ヘラ 橙色 P L 60

土　 師　 器 C　　　 6．7 り，口緑部はわずかに外反する。 磨き。体部下端手持ちへラ削り。底部1

方向の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

普通 体部外面に

「川」の墨書

176
杯

A　　 15．2 体部と口緑部の一部欠損。平底。口縁部内・外面及び体部外面ロタロナ 石英・砂粒 ・白色 70％

B　　　 4．4 体部は内攣気味に立ち上がり，ロ デ。体部・底部内面ロタロナデ後，ヘラ粒子 P L 60

土　 師　 器 C　　　 6．5 綾部はわずかに外反する。 磨き。体部下端手持ちへラ削り。底部1

方向の手持ちへラ削り。内面黒色処理。

明赤褐色

普通

体部外面に釈

読不能の墨書

177
高台付皿

A　 l13．71 高台部から口緑部にかけての破 口緑部及び体部内・外面ロクロ 雲母・砂粒 30％

B　　　 3．2 片。平底にハの字状の高台が付 ナデ。底部内面ロクロナデ。底 暗赤褐色 P L 60

土　 師　 器 D　　　 6．7 く。休部は大きく開き，口緑部に 部外面回転へラ削り後，高台貼 普通 体部外面に

E　　 l．0 至る。 り付け。内・外面黒色処理。 「川」の墨書

178
高台付皿

A　　 13．3 高台部から口縁部にかけての破 口緑部及び体部内・外面ロクロナ 砂粒・白色粒子・50％

B　　　 2．9 片。平底にハの字状の高台が付 デ。底部内面ロタロナデ後，ヘラ 赤色粒子

土　 師　 器 D　　　 5．4 く。体部は大きく開き，口縁部は 磨き。底部回転へラ削り後，高台 明赤褐色

E　　　 O．8 外反する。 貼り付け。内面黒色処理。 普通

－74－



遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第47図

高 台 付 皿

A　 【13．7］ 体部 と目線 部の一部欠損 。平底 に 目線 部，体 部内 ・外面 ロクロナデ 雲母 ・砂 粒 ・白色 60％

179
B　　　 2．5 ハの字状 の高台が付 く。体 部は大 及 び底 部内面ロ クロナ デ。底 部回 粒子 P L 60

土　 師　 器 D　　　 7．0

E　　　 O．9

き く開 き，目線部 は外 反する。 転 へ ラ削 り後 ， 高 台貼 り付 け。

内 ・外 面黒色処理。

暗赤褐色

普通

第48図

180
襲

土　 師　 器

A　 【21．4】 体部上位か ら目線部にかけての破片 目線部 内・外 面横 ナデ。体 部 内面 雲母 ・砂 粒 ・白色 10％

B　 （7．7） で，体部は内攣 し，頚部は くの字状

に曲がる。日縁部は外反 し，端部 は

上方につ まみ上げられている。

ヘラナデ。 粒子

赤褐色

普通

第47図 杯 A　 【12．4】 体 部か ら口縁 部 にかけて の破 片。 口縁 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 雲 母 ・砂 粒 ・白色 10％　 P L 60

1 8 1 須　 恵　 器 B　 （4．6） 体部 は内攣気味 に立 ち上が り，目

線部 は外 反す る。

デ。体 部下端手持 ちへ ラ削 り。 粒子

褐灰色 ，普通

体部外面 に

「川」の墨書

第48図 杯 A　 ［12．6】 底 部か ら目線 部 にかけて の破 片。 日録部，体部内・外面及 び底部内面 砂粒 ・白色粒 子 40％

182 須　 恵　 器 B　　　 3．8 平底。体 部は内攣気 味に立ち上が ロクロナデ。底部 回転へ ラ切 り痕 褐灰色

C　　　 5．8 り，目線 部は外反す る。 を残す 2 方向の手持 ちへ ラ削 り。 普通

183
杯

須　 恵　 器

A　 ［14．3］ 底 部か ら目線 部 にかけて の破片。 目線部 ，体部 内 ・外 面及 び底部 内 雲 母 ・砂粒 ・白色 50％

B　　　 4．4 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が 面ロクロナデ。体部下端 手持ちへ 粒子

C　　　 6．1 り，目線 部に至 る。 ラ削 り。底部 1 方 向のヘラ削 り。 褐灰色 ，普通

184
林

A　　 13．2 体 部 と目線 部 の一 部 が欠損 。 平 日経部 ，体部 内 ・外 面及 び底 部内 砂粒 ・白色粒 子 60％

B　　　 3．8 底 。 体部 は内攣 気 味 に立 ち上 が 南口ク ロナデ。体部下端 手持ちへ 褐灰色

須　 恵　 器 C　　　 5．8 り，目線 部は わず かに外 反する。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り痕残す

1 方向の手持 ちへ ラ削 り。

普通

185

杯 A　 ［13．6】 底 部か ら目線 部 にかけ ての破片 。 目線部，体部内・外面及び底部内面 雲母 ・砂粒 ・白色 50％

須　 恵　 器 B　　　 4．8 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子

C　　　 6．8 り，目線部は わず かに外反する。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。 褐灰 色，普通

186

林 A　　 13．6 体 部 と目線部 の一 部欠損 。平底 。 目線部，体部内・外面及び底部内面 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

須　 恵　 器 B　　　 4．0　‾体 部は外傾 して立 ち上が り，目線 ロク ロナデ。体部下端 手持ちへ ラ 粒子 P L 6 0

C　　　 7．0 部は外 反す る。 削 り。底部外面 1 方 向のヘ ラ削 り。 灰褐 色，不良 二次焼 成

187

1 88

189

190

19 1

192

193

194

林

A　　 13．8 体部 と目線部 の一 部欠損 。平底 。 口縁部 ，体部 内 ・外面 及び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 70％

B　　　 3．8 休部は外傾 して立 ち上が り，目線 南 口クロナデ。体部下端 手持ちへ 粒子 P L 6 0

7 0％

須　 恵　 器

土不

C　　　 5．5

A　　 12．8

部はわずか に外反す る。

体部 とロ縁部 の一 部欠損 。平底 。

ラ削 り。底部 回転 へラ切 り痕 を残

す 1 方向の手持 ちへラ削 り。

目線部及 び体部 内 ・外 面 ロクロナ

灰褐 色

不良

小礫 ・砂粒 ・白色

B　　　 4．2 体部は内攣気味 に立 ち上が り， 日 デ。体部下端手持 ちへ ラ削 り。底 粒千 P L 60

10 0％

須　 恵　 器

よ不

C　　　 6。4

A　　 13．2

縁部はわずか に外 反す る。

完形 。 平底 。体 部 は外傾 して立

部内面 ロクロナデ。底 部外面 2 方

向の手持 ちへ ラ削 り。

ロ緑 部，体 部内 ・外面 及 び底 部内

灰色

普通

砂粒 ・白色粒子

B　　　 4．5 ち上が り， 口縁 部に至 る。

体部 と目線部 の一部欠損。平底 に

面 ロクロナデ。体 部下端手持 ちへ 灰色 P L 60

60％

須　 恵　 器

高 台 付 杯

C　　　 6．4

A　 ［15．8］

ラ削 り。底部 回転 へラ切 り痕 を残

す 1 方向 の手持 ちへラ削 り。

日録 部，体 部内 ・外面 及 び底 部 内

普通

小礫「雲母 ・砂粒 ・

B　　　 6．2 ハの字状の高 台が付 く。体部 は外 南 口クロナデ。底 部回転へ ラ削 り 白色粒子 P L 60

50％

80％

須　 恵　 器

蓋

D　　　 7．2

E　　 l．2

A　 【13．7］

傾 して立 ち上 が り，目線部は わず

かに外反す る。

目線 部 か らつ まみ にか けて の破

後，高台貼 り付 け。

目線部及 び外周 部内 ・外面 ロクロ

灰色

普通

雲母 ・砂 粒 ・白色

B　　　 3．4 片。天井部 は笠形で，擬宝珠状 の ナデ。天井部 回転 へ ラ削 り後，つ 粒子

須　 恵　 器

蓋

F　　　 3．0

G　　　 l．2

A　　 17．7

つ まみが付 く。 目線 部 は短 く折 り

返 して いる。

目線部の一部 欠損。天井部 は笠形

まみ貼 り付 け。

目線部及 び外周 部内 ・外面 ロクロ

灰褐色

普通

雲 母 ・砂 粒 ・白色

B　　　 8．9 で，擬宝珠状 のつ まみが付 く。 口 ナデ。天 井部外 面へ ラ削 り後 ，つ 粒子 P L 6 1

5 ％

5 ％

須　 恵　 器

甑

須　 恵　 器

甑

須　 恵　 器

F　　　 3．5

G　　 l．2

A　 【28．0］

縁部 は短 く折 り返 してい る。

体部上位 か ら，目線部 にか けての

まみ貼 り付 け。

口緑部 内 ・外 面ロ クロナデ。体 部

褐灰色

普通

雲 母 ・砂 粒 ・白色

B　 （11．2）

A　 【37．61

破 片。 体 部 は直線 的に 立 ち上 が

り，頸部 に至る。目線 部は外 反 し，

端部 はつ まみ上げ られ ている。

体部上位 か ら，日録部 にか けての

外面格子 目叩 き。

目線部 内 ・外 面 ロクロナデ。体 部

粒子

灰褐色

不 良

小礫 ・雲母 ・砂粒 ・

B　 （11．0） 破 片。 体 部 は直 線 的に 立 ち上 が

り，頚 部に至 る。目線 部は外 反 し，

端部 はつ まみ上げ られ ている。

外面縦 方向の平行叩 き。 白色粒子

灰褐色

不 良

－75－



遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第48図 聾 B　 （7．8） 体部 上位 か ら頚 部 に かけ て の破 頚 部内 ・外 面ロク ロナデ。体 部外 小礫 ・白色粒 子 ・黒 5 ％　 頚部

195 須　 恵　 器 片。体 部は内攣 して立ち上 が り， 面横 方向の平行 叩 き。体部外面 に 色粒 子， 灰色 ，粕 外面に 「×」

頚部 は くの字状 に屈 曲す る。 自然粕。 色は黄緑色，良好 のヘ ラ記号

196

平　　　 瓶

B　 （8．3） 高台部か ら体部にかけてと，把手の 体部内 ・外面 と底部 内面ロク ロナ 灰 黄色 の緻 密 な胎 20％

D　 【15．4】 破片。平底 に断面逆台形の高台が付 デ。把手 ・体部外面上位 ・底 部内 土 P L 6 1

灰 粕 陶 器

E　　　 O．9 く。体部は外傾 して立ち上が り，上

位で稜を持ち，内傾す る。把手は体

部との接合部が残存 していない。

面に灰粕。 粕色 は黄緑色

良好

猿投窯

井ケ谷78号窯式

197
相 輪形 陶器

B　 （10．0） 下部破損 。相輪形 を皇 し， 8 層 ま 相輪 部内面 へ ラ削 り。外 面ナ デ。 灰黄色 の緻密 な胎 残存率は不明

で確認 される。中空で，頂部 が穿 外面 に灰粕。 土に黒色粒子 P L 61

恢㍉柚 陶 器 孔 されている。 粕色 は黄緑色

良好

猿投 窯

黒笹90号窯式

遺物番号

！

器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値 i 材 質

！ 特　　 徴 備　　 考
全長（cm）刀身長（cm） 身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量（g ）

第48図M 30 刀　　　 子 （10．2） （6．1） 1．2 0．4 （4．1） （12．5） 鉄 両関あ り。木質残存 P L 72

第49図M 31 刀　　　 子 （17．2） 11．8 1．3 0．3 （5．4） （18．4） 鉄 南関あり。木質残存 P L 72

第48図M 32 刀　　　 子 （26．6） （24．6） 1．9 0．5 （2．0） （42．8） 鉄 両問あり P L 72

遺物番号 器　　 種 イン
計　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考
全 長 （cm） 刃部幅 （cm） 基 部幅 （cm） 基部厚 （cm ） 重量 （g ）

第49図M 33 斧 9．9 3．3 3．4 1．4 （17 7．6） 鉄 刃部の一部欠損 P L 7 5

M 34 斧 9．8 3．8 3．2 1．8 18 1．4 鉄 基部に木質残存 P L 7 5

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 断面幅（cm） 重量（g ）

第49図M 35 錠前牡金具 （5．5） 0．8～1．4 0．4×1．5　0．2×1．0　0．2×0．9 （18．7） 鉄 施錠部 P L 75

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i

i 材 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 頭 （cm） 断面幅（cm） 重量（g）

第49図M 36 釘 （11．5） － 0．8×0．7 （16．1） 鉄 角釘 P L 76

第瑠5号住居跡（第50～52図）

位置　調査4区の北弧J2cl区。

規模と平面形　長軸3．85m，短軸3．60mの方形である。

主軸方向　N－100　－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は45～50cmである。

壁溝　東壁下，西壁下夕北壁下を巡っている。上幅20～35cm，下幅5～13C恥深さ5～10cmで，断面形はU字

形である。

床　ほぼ平坦で，竃焚口部から中央部にかけて踏み固められている。

電　北壁の中央からやや東寄りに構築されている○天井部と袖部は残存しておらず，火床部と壁外に掘り込ま

れた煙道部が残るだけである。床面で確認された粘土や焼土等の範囲から，規模は，火床部から煙道部まで80

cm，最大幅推定115cmであるG煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっている。火床

部はほぼ平坦で，火熱を受けて赤変硬化している。竃土層断面図中，第2。3層は火床部の覆土である。
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篭土屑解説

1　灰　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　にぷい赤褐色

4　赤　褐　色

5　暗　褐　色

6　極暗赤褐色

ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子少量，ローム中ブロック・砂粒微量
焼土小ブロック・焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒・灰少量

粘土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒子・灰少量
焼土小ブロック・焼土粒子多量
ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量
焼土粒子・粘土粒子中量，焼土小ブロック・砂粒少量

覆土　7層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小プロッタ少量，ローム大ブロック微量
5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
6　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
7　暗赤褐色　　焼土中ブロック・焼土小ブロック多量，焼土大ブロック・焼土粒子中量

遺物　土師器片309点（杯9，嚢・甑300），須恵器片422点（杯・高台付杯168，蓋42，壷12，嚢・甑200），土

製品2点（支脚），石器2点（砥石），鉄器・鉄製品2点（刀子，釘）が出土している。これらの遺物は，覆土

上層から覆土下層にかけて全体的に出土している。出土土器の時期差はあまりない。それらのほかに，混入し

た縄文土器片165点が出土している。第51図198・199は土師器嚢で，200～205は須恵器である。198は，西部と

第50図　第15号住居跡実測図
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中央部の覆土中層と，南西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。199は，西部と北部の覆土

上層から覆土下層にかけて出土した破片が接合したものである。200の杯は，南部の覆土中層から出土してい

る。201の杯は，南東部の覆土上層と覆土中層から出土した破片が接合したものである。202の盤は，竃内の覆

土下層から出土している。203の蓋は，覆土上層と覆土下層から出土した破片が接合したものである。204の甑

は，南部の覆土中層から出土している。205の甑は，中央部の覆土上層と覆土下層，西部の覆土中層，南西部

の覆土上層から出土した破片が接合したものである。第52図Q7・8は砥石で，Q7は覆土上層から，Q8は，

南東部の覆土下層から出土している。出土状況から，202は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃内の出土土器から9世紀前菜と考えられる。

－ 一．ニー一．‾‘

＿＿　．＿一／

Å ／ ⊂

⊂ 二

第51図　第15号住居跡出土遺物実測図（1）

0　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　　！

0　　　　　　　　10cm

ト　一一・十Ill－」
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第5図　第蟻号住居跡出土遺物実測図綾）

第蟻号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第5 1図

198

餐

土　 師　 器

A　　 r2 1朝 体部 か ら目線 部 にかけ ての破片 。 ＝縁 部 内而 輪積 み 痕 を残 す横 ナ 雲 母 ・砂 粒 ・白色 2 0％

B　 （18ぷ 体部 は内轡 して立 ち上が り，上位 デ，外面横 ナデ㍉休 部十位 内面へ 粒子

に最大径 を持つ。頚 部は くの字状 ラナデ予体部外面下位縦方 向のへ 暗赤褐色

に屈曲す る。 目線部 は外 反 し，端

部は上方 につまみ上げ られている。

ラ磨 き。 普通

19 9
襲

A　　 r2 0．引 休部から＝縁部にか けての破 片で、 ＝縁 部内 ・外面 櫨ナ デJ 体部 内面 雲母 ・砂 粒 ・白色 30％

B　 （2 3．4） 体部は内攣 して立ち上が り，上位 に 上 位へ ラナデ。体部外面下位縦方 粒千

十　 師　 器 最大行を持つ。＝縁部は外反 し，端

部が上方につまみ上げられている。

向のヘ ラ磨 き√ 暗赤褐色

普通

20 0
林

A　　 r1 2．8 1 体 部 と目線 部 の一部欠損 。平底 。 目線 部 ，体部 内・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

B　　　 4．4 体部 は外傾 して立ち上が り， 目線 面 ロクロナデ∵　体部 下端手持 ちへ 粒千

須　 恵　 器 C　　　 6逮 部 はわず かに外反す る。 ラ削 りJ 底 部回転へ ラ切 り痕 を残

す 2 方 向の手持ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

20 1
林

須　 恵　 器

A　　 13．0 底 部 か ら＝縁 部 にか け て一 部 欠 口縁部，体部内 ・外面及び底部内面 小 礫 ・砂粒 ・白色 70％

B　　　 4．5 損。平底。体 部は外 優 しで立 ち上 ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子 P L 61

C　　　 7．4 が り，日縁 部はわずか に外反す る。 り。底部 1 方向の手持ちへラ削 り。 灰色 ，普通

2 02
盤

A　 l16．1 1 高台 か ら＝縁 部 にかけて の破 片 J ＝縁 部，体 部内 ・外面 及び底部 内 小 礫 ・砂粒 ・白色 6 0％

B　　　 4．0 平底 にハの字状 の高 台が付 く。体 南 口クロナデ。底部 回転 へラ削 り 粒子

須　 恵　 器 D　　　 8．7

E　　　 l．0

部は大 き く開き， 口縁 部は外 反す

る。

後，高台貼 り付 け。 灰色

普通

2 03
蓋

A　　 14．5 目線 部 と天井部の一部 欠損。 天井 目線部 及 び外 周部 内・外 面 ロクロ 砂．粒 ・白色 粒子 7 0％

B　　　 3．5 部は笠形で，擬宝珠状 のつまみが ナデ。天井部回転へ ラ削 り後 ，つ 褐灰色 P L 6 1

須　 恵　 器 F　　　 2．5

G　　　 l．0

付 く∴　＝縁部 は短 く折 り返 してい

る。

まみ貼 り付け。 普通

20 4
甑

A　　 r3 2朝 体 部か ら，日録部 にかけての破片。 ＝縁部 及び頸部 内 ・外面 ロク ロナ 雲母 ・砂 粒 ・白色 35％

B　　 22．3 体部 は直線的に立ち上が りタ　頸部 デ。 体部 内 面輪積 み 痕 を残 す ナ 粒千

須　 恵　 器 C　　 L14朝 に至 る丁　目縁 部は外反 し，端部 は デこ体部外 面縦 方向 の平 行叩 き， 灰色

上方 につまみ上げ られてい る。 下位横 方向のヘ ラ削 り。 普通

2 0 5
甑

Å　 ［35．4 1 底部 か ら，目線部 にかけての破 片。 ＝縁 部及 び頸部 内 ・外 面 ロクロナ 雲母 ・砂 粒 ・白色 50％

B　　 30．7 平底。 多孔式 。体 部は直線的 に立 デ。 体部外 面縦方 向の平 行叩 きタ 粒千 P L 6 1

須　 恵　 器 C　　 L15．引 ち上が る。 打線 部は外 反 し，端部 下位横方 向のヘラ削 り。体部内商 灰 色

は上方 につ まみ上 げ られてい る。 無文の 当て具痕 。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量（g ）

第52図Q 7 砥　　　 石 （7．7） 3．2 2．2 （70．0） 凝　 灰　 岩 紙面3 面 P L 71

Q 8 砥　　　 石 （5．3） 5．1 6．0 （208．0） 凝　 灰　 岩 砥面 5 面 P L 71
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第16号住居跡（第53・54図）

位置　調査4区の北部，JlbO区。

重複関係　第50号土坑を掘り込み，第2号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。従って，第50号土坑よりも新

しく，第2号方形竪穴状遺構よりも古い。

規模と平面形　北壁と西壁の一部を第2号方形竪穴状遺構に掘り込まれている。長軸3．50m，短軸3．00mの長

方形である。

主軸方向　N－1100－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は30～35cmである。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

竜　東壁の中央からやや南寄りに粘土・砂・ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。

規模は，焚口部から煙道部まで105cm，最大幅推定90cmである。煙道部は壁外へ55cm掘り込んでおり，煙道は

外傾して立ち上がっている。火床部はほぼ平坦である。

寵土屑解説

1褐　　　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム
粒子中量

2　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

覆土　3層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　2　褐　灰　色

第53図　第16号住居跡実測図

3　暗　褐　色

子少量

ローム粒子多量，焼土粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

粘土粒子多量，砂粒中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l－・－…l　　－…・li
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遺物　土師器片49点（嚢の甑）須恵器片掴点　棒e高台付琢鴫

婆の甑30），鉄器e鉄製品2点（刀子労　銀），混入した縄文土器

片22点，撹乱により混入した陶器片6点が出土している。第54

図206の須恵器棒は酋壁際の覆土下層から斜位の状態で，　M37

の鉄は竃内の覆土中層から出土している。

所凰　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考

えられる。

第且6号住居跡出土遺物観察表

「
日
日
㌦
日
日
日
日
月
日
∵

D

　

　

　

　

　

　

〇

一

　

　

　

　

　

　

　

一

－O M37 0　　　5cm

「二l一一∴二」

第錮図　第蟻号住居跡出土遺物実測図

遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼成 備　 考

第54図

杯

Å　　 13．2 体部 と日録部 の一部 欠損。平 底。 ＝縁 部，体部内 ・外面及 び底部 内 雲母 ・白色粒子 80％

2 06
B　　　 4．6 休 部は外傾 して立 ち上が り，＝縁 南 口クロナデJ 休部下端手持 ちへ 褐灰 色 P L 6 1

須　 恵　 器 C　　　 7．4 部に至る。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り痕 を残

す 1 方 向の手持ちへ ラ削 り。

普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材車 徴 ！備 考

全長（cm）鍍身長（cm）鉄身幅（cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm）茎長（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第封図M 37 赦 00．5） 2．5 0．7 6．9 0．5 （1．1） 0．6 （1＆1） 鉄 桓 刃箭式恒 73

第贈号健腰掛（第55回）

位置　調査4区の北部東寄り，J2d3区。

重複関係　第18号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

親機と平面形　東部は調査区域外である。調査された部分の形状から，長車由3。75m，短軸推定3．50mで，方形

と推定される。

主軸方向　N－120－W

壁　ほぼ直立している。壁高は45cmである。

壁溝　南壁下から西壁下を経て，北壁下までを巡る。上幅且2～20cm　下幅　～用cm　深さ航mで　断面形はU

字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

聴　北壁の中央部に粘土砂砂のロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚日

部から煙道部まで且03cm，最大幅且27cmである。煙道部は壁外へ50cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上が

っている。火床部はほぼ平坦で，火熱を受け，赤変硬化している。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・焼土中ブロック・焼土中ブロック少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・焼土中ブロック少鼠　粘土小ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量．焼土中ブロック・炭化物微量

4　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック少量，炭化材微量

5　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

6　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼仁粒子・粘口紅千・砂粒微量

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中プロ・ソク・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒召数量
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遺物　土師器片207点（嚢・甑），須恵器片152点（杯・高台付杯45，蓋7，嚢・甑100），鉄器・鉄製品4点

（刀子2，釘1，鋤先1）が出土している。これらの遺物は北部の覆土中層を中心に出土している。また，そ

れらの土器の時期差はあまりなく，短い期間に投棄されたと考えられる。それらのほかに，混入による縄文土

器片46点，撹乱により混入した磁器4点が出土している。第55図207・208の須恵器杯は，それぞれ中央部の覆

土中層から出土している。M38の鋤先は，北部の覆土中層から出土している。

所見　本跡に伴う土器が出土しておらず，明確な時期判断は困難である。覆土中層に投棄された土器の時期差

があまりないことから，本跡とそれらの土器との時期差もほとんどないものと考えられ，本跡の時期は8世紀

中葉ととらえておきたい。

第55図　第17号住居跡・出土遺物実測図
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第膵号住居跡出土遺物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第55図 Å　 ［13．2］ 底 部 か ら打線 部 に か けて一 部 欠 ＝縁 部，体 部 内・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

20 7
杯 B　　　 4．1 損 J 平底 ∵体部は外傾 して 立ち工 面 ロクロナデご 体部下端手持 ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 8．0 が り， 目線 部に圭 るご ラ削 り。底 部回転 へ ラ切 り痕 を残

す 1 方向 の手持 ちへ ラ削 りこ

褐灰 色

普通

20 8

A　 ［12．5］ 目線部 の－一部欠損。平底。体部 は ＝縁 部，体 部内 ・外面 及 び底 部内 小 礫 ・砂粒 ・白色 90％

杯 B　　　 3．9 外傾 して立 ち上が り，目線部 に至 南口 タロナデ。体 部下端手持ちへ 粒子 P L 6 1

須　 恵　 器 C　　 7．3 る。 ラ削 り。底部 回転 へラ切 り痕 を残

す 1 万両の手持 ちへ ラ削 り∵

褐灰色

普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 恒

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 重量（g ）

第55図M38 鋤　　　 先 線0） 2．6 （39．1） 鉄 風呂受けの一部 P L 74

第柑考健贋跡（第56図）

位置　調査4区の北部，J2C4区。

重複関係　第17号住居と第2号住居に掘　込まれてお勘　両者より　古い。

規模と平面形　東部は調査区域外で，北壁の一部が第25号住居に掘り込まれている。調査された部分の形状か

ら，長軸3．65Iu，短軸推定3．60Iuの方形と推定される。

主軸方向　N－150　－W

壁　ほぼ直立している。壁高は70cmである。

壁濁　南壁下から西壁下を経て撃北壁西部の下までを巡っている。上幅20～26cm　下幅　～用cm　深さ航mで，

断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心、に竃焚日部からP5の東側にかけて踏み固められている。

聴　北壁の中央部に粘土0秒で構築されている。天井部は崩落し，煙道部の一部が第25号住居に掘り込まれて

お娠　袖部が残存している。規模は焚日部から残存する煙道部までmOcm，最大幅温40cmである。火床部は床面

から5cmほど掘りくぼめられており，火熱を受け，赤変硬化している。竃土層断面図軋　第4層は天井部の崩

落土，第5層は火床部の覆土である。

壌土層解説

1　灰　褐　色

2　灰　白　色

二〕　灰　褐　色

4　灰　白　色

5　暗赤褐色
6　明褐灰色

ピット　6か所

ローム粒子・焼上′J、ブロック・粘L′」、ブロック・粘土粒千・秒粒少量
粘土粒子多量．焼土中ブロック・砂粒少量
粘l二粒子中鼠　ローム小ブロック・焼士人ブロック・焼土中プロ、ソク・砂粒少量
粘土粒子多量，砂粒少量

焼土小ブロック多量，焼土中ブロック中量，灰少量
粘土粒f一多量，砂粒申鼠　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少鼠　焼土中プロ、ソク・炭化物微量

（Pl～P6）。Pl～P4e P6は径25～38cmの円形で　深さは射～寝cmである。㌘5は長

径25cm，短径温5cmの楕円形で　深さは朝cmである。それぞれ北東部砂北西部の南西部に配置されていることと

形状から，Pl～P3，P4・～P6の2組の主柱穴が考えられ，建て替えが一度あったと推定される。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

解
暗
暗
褐
暗

層土

　

1

2

3

4

説

色
色
色
色

褐
褐
灰
褐

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子・粘レJ、ブロック少量

粘土粒子多量，砂粒少量

ム小ブロック・ローム粒子微量

5　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒
子・焼土粒千・秒粒少量

6　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物　土師器片391点（捧31，牽0甑360），須恵器片265点（塔e高台付捧89，高盤2，蓋23，嚢の甑15鉦　鉄

器の鉄製品3点（刀子1，不明鉄製品2）のほか，混入した縄文土器片且04点，撹乱により混入した陶器片8
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第56図　第18号住居跡・出土遺物実測図
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点が出土している。出土土器の大半が施片である。第嶺図鋤の土師器甑は　北部の覆土中層と竃内覆土中か

ら出土した破片が接合したものである。210の須恵器埠は，東部の覆土中層から出土している。M39の刀子は，

覆土下層から出土している。

所農　本跡は，主柱穴の配置から，建て替えが一度あったと考えられる。時期は，覆土中層の出土土器から推

定して，8世紀前葉と考えられる。

第18号住居跡出土遺物観察衷

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 暮　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第56図 A　 l30．01 体部か ら目線 部 にかけて の破 片。 口縁部 内・外 面横 ナデJ 体 部 内 ・ 雲 母 ・砂 粒 ・白色 20％

209
甑

土　 師　 器

B　 （16．3） 体 部は直立 して立 ち上 が り，頚部

に至 る。目線部 は外反 し，端部は

外上 方につ まみ上 げ られている。

外 面へラナデ。 粒子

暗赤褐色

普通

二次焼成

210

杯 A　　 H 瑚 底 部か ら日録 部に かけて の破 片。 口縁部，体部内・外面及 び底部内面 雲母 ・白色粒子 50％

須　 恵　 器 B　　　 3．1 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が ロクロナデ。底部多方向の手持 ちへ 褐灰色 底部 に 「廿」

C　　　 6．9 り，目線 部に至 る。 ラ削 り後，外周部手持ちへ ラ削り。 普通 のヘ ラ記号

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

特　　 徴 備　　 考
全長（cm）刀身長（cm） 身幅 （cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量 （g ）

第56図M 39 刀　　　 子 （11．1） 7．6 1．2 0」 （3．5） （13．9） 鉄 両関あり P L 72

第欄考健腰掛（第57058囲）

位置　調査4区の北部，J2b3区。

重複関係　第25号住居跡の上に構築されており，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸4．30m，短軸4。20mの方形である。

主軸方向　N－60－E

壁　直立している。壁高は45～50cmである。

壁溝　東壁下と南東コレナ一部壁下夕　西壁下と北壁西部の下を巡っている。上幅15～25cm，下幅5～10cInタ　深

さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部からP3周辺にかけて踏み固められている。

竃　北壁の中央部に粘土e砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は焚日部から煙

道部まで127cm　最大幅温HcInである。煙道部は壁外へ50cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して立ち上が

っている。火床部は，床面から5cmほど掘りくぼめられている。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　赤　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　極暗褐色
10　黒　褐　色
11黒　褐　色

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子少鼠　焼土粒千・秒粒微量

ローム小ブロックトト量．ローム申ブロック・ローム粒子・焼上粒j「一少量

焼上粒子・粘「粒子中量，焼上中ブロック少量

ローム粒子・粘土粒r－・砂粒微量

焼土中ブロック・焼上粒子多鼠　粘土粒千・秒粒少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，焼土大ブロック・焼土中ブロック微量

ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子・粘土粒千・秒粒微量

ローム粒子少量，焼上粒子・粘土粒千・秒粒微量

ローム粒子・焼－1守立千・砂粒微量

焼巨粒イ‥砂粒少量，ローム粒子・焼上中ブロック・焼土粒子微量

ぽッ紅　5か所（Pl～P5）。Pl。P3はそれぞれ長径30cm。35cm，短径23cmの28cmの楕円形で，深さは

30cmである。P2e P4はそれぞれ径30cmの円形で，深さは25cmである。Pl～P4は，各コーナー寄りに配

置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径37cm，短径25cmの楕円形で，深さは
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27cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土届解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

④

ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

－86－
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4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　褐　色

9　黒　褐　色

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
炭化物中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化材少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物少量

ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化材・炭化物少量

遺物　土師器片779点（杯28，高台付皿2，襲・甑749），須恵器片845点（杯・高台付杯226，高盤2，蓋43，

長頸瓶8，嚢・甑566），石製品1点（紡錘車），鉄器・鉄製品11点（刀子6，鎌1，閂金具1，引手1，不明

鉄製品2），鉄淳1点が出土している。これらの出土遺物は，覆土上層から床面にかけて全体的に出土してい

工と墓石ヴ

・遠慮

諜 ・ お経 一 ・閻 療 蝉．ごて恭
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第58図　第19号住居跡出土遺物実測図
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る0出土土器の時期差があま　ないことから　本跡が短い期間に埋没した状況が示されている。それらのほか

に，混入した縄文土器榊16息撹乱により混入した陶器片9点が出土している。第58図21且～21躯2166217

は須恵器である。2mの塚はタ北部の床面から遵位で出土している。2且2の埠は，北西部壁際の覆土下層から斜

位で出土している。別の高台付塔は　中央部の覆土中層から出土している。別の長頚瓶は　南西部の覆土中

層と覆土下層から出土した破片が接合したものである0216の嚢は，東部の覆土上層と西部の覆土下層から出

土した破獅ゞ接合したものである。別の甑は　北部の覆土下層汐南西部の覆土中層，南東部の覆土上層から

出土した破片が接合したものである。Q9の紡錘車は芦西部の覆土上層から出土している。M郷の鎌は　北部

の覆土下層から出土している。M姐の閂金具は，覆土中層から出土している。M42の引手は，西部の覆土下層

から出土している。出土状況から，別は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡からはタ掘立桂建物との関連が考えられる閂金具やタ馬の飼養が推定される引手が出土している。

時期は，本跡に伴う土器から9世紀前菜と考えられる。

第温9号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第5 8回 杯 A　 L12．8］ 底部 か ら打線 部 にかけ ての破片 。 ＝縁部 ，体部 内 ・外面 及び底 部内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 5 0％

2日 須　 恵　 器 B　　　 こ1．0 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が 面ロク ロナデ㍉体部 下端 手持 ちへ 粒千

C　　　 6．2 り，日録 部 はわず かに外反 する。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り。 褐灰色，普通

2 12

林 A　　 1 2．8 目線 部の一部欠損。平底。体部 は 目線 部 ，体部 内・外 面及 び底 部内 雲母 ・砂 粒 ・白色 90％
須　 恵　 器 B　　　 4．2 外傾 して立ち上が り， 日録部 はわ 面 ロクロナデ∵体部下端手持 ちへ 粒子 P L 61

C　　　 6．8 ずか に外反 する。　　　　　　 ラ削 り。底 部回転 へ ラ削 り。 褐灰色 ，普通

Å　　 11．0 体部 と目線部 の一部欠損。平底 に ＝縁 部，体部 内 ・外面 及び底 部内 雲 母 ・白 色粒千 ・ 8 0％

2 13
高 台 付 杯　 8　　 l．7 ハの字状の高台 が付 く。体 部は外 南 口クロナ デ。・底部 回転 へラ削 り 砂粒 P L （う1
須　 恵　 器　 D　　 6．5 傾 して立ち上が り，目線 部はわず　 軋　 高台貼 り付 け。 灰色

E　　　 O．9 かに外 反す る。 普通

2 14

長　 頸　 瓶 B　 （6．8） 高台から体部にかけての破片。平底 体部内 ・外面及び底部内面ロクロナ牟 白色粒子 ・砂粒 10％

須　 恵　 器 D　　　 8．4 に断面逆台形の高台が付 く。体部は 体部下端へラ削り。底部回転糸切り後， 灰 色 ，柚色 は 黄緑 P L 61

E　　 l．0 内攣気味に外傾 して立ち上がる。 高台貼り付け。底部内面に自然粕。 色 ，良好

2 16

登 A　 ［賂 8］ 頚部か ら目線部にかけての破片。日 ＝縁部及 び頭部 内 ・外 面ロクロナ 雲母 ・砂粒 ・白色 10％

須　 恵　 器 B　 （12．3） 縁部は外反 し，外側に折 り返 してか デ。頚部外面櫛歯状工 具による 8 粒子

ら端部は面取 りされ，角張っている。 条 1 単位の波状文 灰色，普通

2 17

甑 B　 （20．0） 底部 か ら頚 部にか けての破片。 5 頸部内 ・外面ロクロナデ÷体部外面櫨 小礫 ・雲母 ・砂粒 50％

須　 恵　 器 C　　 13．5 孔 式。 体 部 は外傾 して立 ち上が 方向の平行叩き。内面に無文の当て具 灰褐 色

り，頚部 は外 反する。 痕。体部外面下位横方向のへラ削り。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
上面径（cm ）下面径（cm） 厚さ（cm ） 孔径（cm ） 重量（g ）

第58図Q 9 紡　 錘　 車 1 0 3．3 1．3 0．6 （35．4） 流　 紋　 岩 側面 ・下面に擦痕 P L 71

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm ） 背幅（cm ） 刃幅（cm） 重義（g ）

第58図M 40 鎌 （17．7） 0．2 3・5　 日 鋤
鉄 先端部欠損 P L 74

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm ） 幅 （cm） 断面幅（cm） 重量（g ）

第58図M 41 閂　 金　 具 10．5 5．8 0．4 ×0．4 29．3 鉄 断面形は方形 P L 75

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 孔径 （cm） 断面幅（cm） 重量（g ） 材　 質

第58図M 42 引　　　 手 12．9
1・中 ・可 ・7 ×0・6

40．8 鉄 壷部 くの字状に屈曲 P L 76

－88－
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位置　調査4区の北部，Iの　区。

重複関係　第別号住居跡を掘　込み　第別号土塊に掘　込まれてお酌　第別号住居跡よりも新しく第54号土坑

よi）も古いご

規模と平面形　長車酪40m，短軸4．07mの方形である。

主軸方向　N－90－1V

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は33～42cmである。

壁湧　北西コーナー部と南西コーナー部の壁下を除き，巡っている。上幅20～3のcm，下幅5～且8cm，深さ5cm

で，断面形はU字形であるご

床　ほぼ平坦で，竃焚持部から出入り持部にかけて管状に踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土⑳砂で構築されている。天井部は崩落しタ袖部の一部が残存している。規模は焚持部

から煙道部まで温05cmタ　最太幅温25cmである。煙道部は壁外へ35cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっ

ている。火床部はほぼ平坦で　火熱を受け　赤変硬化している。火床部の上に　径翫cmの円形の範囲で　厚さ

柑cm程度　灰が堆積している。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　暗赤褐色
4　灰　赤　色

5　暗　褐　色

（i　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

～）暗　褐　色
10　極暗褐色
11灰　褐　色
12　褐　灰　色

ローム粒ナ少量．ローム小プロ、ソク・焼同、ブロック・焼伸と千・歳化物・尉ヒ粒自微量

砂粒中量，ローム小プロ、ソク・ローム粒J’・少量．焼‖位千・歳化粒召微量

焼士粒J’・・砂粒中量

灰多義，焼土粒子中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼上中ゾU・ソク・焼日粒千・秒粒少量

ローム粒J’・少量

ローム粒J’一・砂粒少量

砂粒少量，ローム粒上　焼‖位「微量

砂粒小品　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’－・焼巨トブロック・焼悌t千微量

ローム粒J’一・焼上粒子・炭化粒J㌧・砂粒少量

焼土粒子の粘土粒子。砂粒少量

精一l二小ブロック・粘十粒J二‥砂粒少量

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径20～30cmの円形で，深さは30～43cmである。各コーナー寄り

に配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は径35cmの円形で　深さは霊cmである。

㌘2とP3の中間の南壁寄　に位置していることと形状から　出入　口施設に伴うピットと考えられる。

澤羞　4層からなる。レンズ状に堆積してお娠　自然堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子少量．ローム大プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・焼一一伸ブロック・焼一一巨J、ブロック・焼士粒召数量

2　黒　褐　色　　ローム大プロ、ソク・ローム粒子・焼上中ブロック・焼巨J、ブロック微量

：i　暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒j′・少軋　ローム中ブロック・焼主夫プロ、ソク微量

．＿1暗　褐　色　　ローム粒川一品　ローム小ブロック少量

遺物　土師器片228点（塔鏡　聾も甑2翫）須恵器片用意　塔ゆ高台付杯酢　盤1蓋勘　短頸壷1長頸瓶

用　婆e甑鋭灰粕陶器片　点　藻類瓶），鉄器3点（刀子）タ　鉄淫l点が出土している。これらの遺物は，

南部の覆土上層から床面にかけてと，竃の南側から東側の覆土上層から覆土中層を中心に出土している。出土

土器の時期差はあまりない。それらのほかに，混入した縄文土器片86点が出土している。第59図218の土師器

嚢はタ　覆土中層と南東部の床面から出土した破片が接合したものである。2温9～222は須恵器である。219の輝

は，覆土上層から出土している。220の高台付埠は，南部の覆土下層から正位で出土している。221の蓋はタ西

壁際の床面から出土している。霊の短頚壷は言南部の床面から逆位で出土している。霊の灰粕陶器長頚瓶は，

覆土中から出土している。出土状況から，22鼠e222は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡は，出土土器の時期差があま　なら　短い期間に埋没したと推定される。時期は，本跡に伴う土器

から8世紀後葉と考えられる。
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第59図　第20号住居跡・出土遺物実測図
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第割号住居跡出土遺物観察養

遺物番号　 器　　 種 計測値 （cm）
器 形 の 特 徴　 ［　 手 法 の 特 徴　 i 胎土 の色調 も焼 成 備　 考

第59図 A　　 L2 1朝 休部か ら目線部にが ナての破 手工 休　 日縁 部内 ・外面 横ナ デご休部 内面　 雲 母 ・砂粒 ・白色 40％

婆 B　 （2 9．0） 部は内攣して立ち上が り，十位に最　 へ ラナデこ休部外面 下位縦方向の 粒子 ・赤色粒千 P L 6 2

2 鼠8 太経 を持つ∴頭部は くの字状 に屈曲　 へ ラ磨 き∴ 暗赤褐 色 二次焼成

十　 師　 器 する∴　目線部は外 反し，端部は外十 普通

方につまみ上げ られている。

林 Å　　 臣 朝 体部か ら＝縁 部 にかけ ての破片∴　目線乱 体部内 ・外面及び底部内面　 中 條 ・砂粒 ・白色 40％

2 1 9 須　 恵　 器 B　　　 4濾 平底 ∴休 部 は外 傾 して立 ち十 が　 ロクロナデJ 体部下端手持ちへラ削　 粒子

し　　　 7．3 り，目線部 に圭 る√ り。底部 1 方向の手持ちへラ削 。　 灰色　 普通

220　 芸 等 芸

Å　　 10」 ‖緑部の一 部欠損∵ 中 心 二ハの字　 目線乱　 体部 内 ・外 面及び底部内　 雲母 ・白色粒子 80％

B　　　 5．3 状 の高台が付 く√休 部は外傾 して 面 ロクロ ナデ∴底部 へ ラ削 り後， 褐灰色 P L 6 1

D　　　 6．8 立ち上が 軋　 目線 部に至る。 高台貼 り付 け。　　　　　　　　 普通 底 部外 面に

E　　　 l．3 「十」のへラ記号

蓋

A　　 L日朝 目線 部の1 部 欠損√ 天井部は笠彬　 目線部及 び外周部 内 ・外 面ロクロ　 雲母 ・砂 粒 ・白色 70％

B　　　 2．9 で，擬宜珠状のつ まみが付 く∴＝　 ナデ√天井部 回転へ ラ削 り後，つ 粒子

22 1 須　 恵　 器 F　　 は ．51 縁 部は毎 く折 り返 しているJ　　 まみ貼 り付 け∴ 褐灰色

G　　　 O．9 普通

2 22　 雲 慧 霊

A　　　 J．7 高台部 と目線部 の－一部欠損十　平底　 目線部及び体部 内 ・外 面ロクロナ　 白色 粒千 ・黒色 粒 95％

B　　　 4．8 に高台が付 く㍉休部 は外傾 して立　 デ∴底部回転へ ラ削 り後 ，高台貼 子 ，灰 色， 和也 は P L 引

0　　　 5．0 ち上 が り，十位 で鋭 く内傾 し，＝ り付 け㍉　目線 部 は，体 部 内・外面 黄緑色

E　　　 O．9 縁 部は直立す る。 及び底部内面 に自然瓶 J　　　　 良好

2 23　 霊 澤畿 霊

B　 （5。i） 高台 か ら体 部下 位 に か けて の破　 体 部 内・外 面及 び底部 内面 ロクロ　 白色粒 子 ・黒色 粒 10％

り　　　 8．2 片√　平底に断面逆台 形の高台が付 ナデ。体部下端 回転 へラ削 り。底 千 ，灰 色， 軸色 は P L 6 1

E　　　 l．1 く∴　休部 は内攣 気味 に立 ち十 が 部回転へ ラ削 り後，高台貼 ；月車上 黄緑色

る。　　　　　　　　　　　　　 底 部内面 と高台外面 に灰触　　　 良好

∴ト‡く・、　　‾．′1′∴こ：∵′

l l∴lノ、，／くソノ、．′、粥　．′′　ノ．′く

重複関係　第謝号住居に掘　込まれてお酌　本跡の方が古い。

規模と平面形　義孝由3。75m，短軸3。55mの方形である。

主軸方向　N－4〇一E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は50～55cmである。

壁湧　全属している。上幅は～灘cm　下幅　～ほcm　深さ摘cmで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で　竃袖部から出入　口部にかけて帯状に踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土0砂で構築されている。天井部は崩落し　東袖の上部が第2の号住居に掘り込まれてお

酌磯部の一部だけが残存している。規模は焚口部から煙道部まで98cm，凝太幅は8cmである。煙道部は壁外

へ渕cm掘　込んでお酌煙道は外傾して立ち上がっている。火床部は床面から髭mほど掘り　ぼめられてお酌

火熱を受け，赤変硬化している。火床部の奥から土製支解　題が　横位の状態で出土している。

電土層解説
1　にぷい褐色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　暗赤褐色

6　極暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色
9　極暗赤褐色
10　暗赤褐色

11暗赤褐色

ピット　5か所

砂粒多量，ローム粒子・焼上粒J∴炭化粒自微量

粘土小ブロックl巨鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼上中プロ、ソク・焼上粒子・砂粒少量
ローム粒子「巨鼠　焼土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼仁粒了・・砂粒少量
焼土粒子中鼠　ローム粒j二・焼巨トプロ、ソク・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼士粒子・炭化粒j’・・砂粒少量

焼土粒子申鼠　焼土中ブロック・炭化粒千・砂粒少量
ローム粒子・焼巨」、ブロック・焼1二粒子・砂粒少量
焼土粒子・炭化粒J′一・砂粒少量
焼士粒子中量，炭化粒子0砂粒少量
焼士粒子中量．焼土中ブロック・炭化粒丁一・砂粒・灰少量

（Pl～P5）。㌘1～㌘4は径25～28cmの円形で，深さは24～32cmである。各コーナー寄り

に配置されていることと形状からタいずれも主柱穴と考えられる。P5は径22cmの円形で　深さは摘cmである。
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第60図　第21号住居跡・出土遣物実測図



南壁寄　の中央に位置していること　形状から　出Å　持施設に伴　ピットと考えられる。

尊皇　3層からなる。レンズ状に堆積してお娠　自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒j’・少量

2　暗　褐　色　　ローム粒J㌧・焼上粒J’一少量

二1極暗褐色　　ローム粒J’・少軋　ローム小ブロック微量

遺物　土師器片息25点（杯9，聾の甑Ⅲ6），須恵器片8温点（塔22　盤1蓋娠嚢の甑鋭士製品　点　支肺上

鉄製品温点（釘）が出土している。これらの遺物は北部と中央部の覆土中層から床面にかけて出土している。

出土土器の時期差はあま　ない。第6囲霊の土師器埠は　南部の床面から正位で出土している。霊5の土師器

小形嚢は，中央部の覆土中層から出土している。霊の須恵器埠は　中央部と北東部の覆土中層から出土した

破片が接合した　のである。霊の須恵器高台相棒は　北東部壁際の覆土中層から出土している。出土状況か

ら，224は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡の時期は芦　床面の出土土器から　世紀前葉と考えられる。

第別号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 の色 調 の焼 成 ！ 備 考

第60図 A　　 15．3 底 部か ら＝縁 部 にか け て一 部 欠 目線部 内 ・外面 及び休部内面構ナ 雲母 ・白色 粒子 ・ 60％

2 24
林

士　 師　 器

B　　　 4逮 損。丸底。体部 は内攣 して立 ち上 デJ 休部 ・底部外 面横方向のヘ ラ

削 り。

赤色 粒子　　　　　 P L （うl

明赤 褐色　　　　　 二次焼 成

普通

が り，目線部 との境 に弱い綾 を持

つ∴　目線部 は外 反す る㍉

225
小　 形　 楽

士　 師　 器

Å　 白3」］

B　　 11．5

C　　　 5．8

底部か ら目線部 にかけての破片。平 目線部 内 ・外面横 ナデ∴　体部 内面 白色粒千 ・砂 粒　　 50％

底。体部は内攣 して立 ち上が りタ　上 ヘ ラナデ∴休 部外面 へ ラ削 り後， 赤褐色 P L 6 2

位に最大行を持つ∴目線部は外反し，

端部は上方につまみ上げられている。

ヘラ磨 き。底部木葉痕。 普通　　　　　　　 二次焼成

22 6

A　 ［14．8］ 底 部か ら日録部 にか けての破 片。 日録部及び体部内 ・外面ロクロナデ。体 雲母 ・砂 粒 ・白色　 30％

林 B　　　 4．1 平底 。 体 部 は外傾 して 立 ち上 が 部下端に太い洗練が施されている。底部 粒 子　　　　　　　 二次焼成

須　 恵　 器 C　 ［8．0］ り， 目線部 に至 る。 内面ロクロナデ。底部外面多方向の手持

ちへラ削り徽 外周部手持ちへラ削り。

褐灰 色

普通

227

高 台 付 林 B　 （5．4） 体部の一部 と目線 部欠損。平底 に 体部 内 ・外面及 び底部 内面 ロク ロ 雲 母 ・砂粒 ・白色　 80％

須　 恵　 器 D　　 14．0

E　　 l．9

ハの字状の高台 が付 く。体部 は外

傾 して立ち上が りタ　ロ縁 部に至 る。

ナデ。体部下端 回転 へラ削 り。底

部回転へ ラ削 り後，高台貼 り付 け。

粒子　　　　　　　 底 部外 面に

褐灰色 ，普通　　 「虫」の箆書

第題号健腰静　第酎◎氾図）

位置　調査　区の北部，I招　区。

規模と平面形　長軸4．90111，短軸4－．50Illの方形である。

主軸方向　N－130　－Ⅵr

壁　外傾して立ち上がっている。「壁高は45～60cmである。

璧湧　北東コーナー部の壁下から東壁下を経て撃　北西コーナー部の壁下までを巡っている。上幅蟻～測cm　下

幅5～15clll，深さ4～10cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平班で，中央部とP2・P3・P5の間が踏み固められている。

磯　北壁の中央部に粘土0砂で構築されている。天井部は崩落し芦　袖部が残存している。規模は焚口部から煙

道部まで160cm，最大幅185cmである。煙道部は壁外へ40cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっている。

火床部はほぼ平坦でき　火熱を受けヲ　赤変硬化している。火床部から土製支卿　点がタ　並立して出土しており，

竃の掛け目が2日であった可能性が考えられる。
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埴土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック・砂粒微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒微量
4　鈍い赤褐色　　粘土粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子中量，砂粒少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子・砂粒少量
6　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　褐　灰　色　　粘土粒子中量，砂粒少量

8　明褐灰色　　粘土粒子多量，砂粒少量
9　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子多量
10　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土粒子・砂粒少量
11暗　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

12　灰　褐　色　　粘土粒子中量，砂粒少量
13　極暗褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック微量
14　暗　褐　色　　ローム粒子少量
15　灰　褐　色　　ローム粒子中量，粘土粒子・焼土粒子・砂粒少量

16　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P3はそれぞれ長径40cm・30cm，短径30cm・22cmの楕円形で，深さは

34cm・51cmである。P2・P4はそれぞれ径20cm・30cmの円形で，深さは41cm・40cmである。Pl・P4は北

壁の東寄りと西寄りに，P2・P3は南東コーナー寄りと南西コーナー寄りに配置されていることと形状から，

いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径40cm，短径35cmの楕円形で，深さは18cmである。南壁寄りの中央に

位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径40cm，短径35cmの楕円形

で，深さは17cmである。性格は不明である。

覆土　8層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　極暗褐色　　ローム粒子少量

3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
5　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
6　灰　褐　色　　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量

7　極暗褐色　　ローム粒子少量
8　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片323点（杯・高台付杯65，嚢・甑258），須恵器片180点（杯・高台付杯36，嚢・甑144），土製品

2点（支脚），鉄器1点（刀子），鉄津6点が出土している。これらの遺物は，覆土中層から床面にかけて全体

的に出土している。覆土中層からの出土土器は，いずれも細片である。また，竃内からも出土している。竃内

からは，西側の支脚の上に須恵器片6点と土師器片3点が積み重ねられた状態で出土している。それらのほか

に，混入した縄文土器片15点が出土している。第62図228の土師器杯は，覆土中層から出土している。229の土

師器高台付皿は，竃内の覆土下層から出土している。230の須恵器杯は，中央部の床面と竃の覆土下層から出

土した破片が接合したものである。M43の刀子は，北東部の覆土下層から出土している。出土状況から，

229・230は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃内の覆土中や床面の出土土器から9世紀後葉と考えられる。

第62図　第22号住居働；出土遺物実測図
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第22号住屠跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 k m） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 ！胎土 さ色訴巨 焼 成
備　 考

第62図 林 B　 （4．3） 休 部か ら＝縁 部 にか けての破 片ご 目線部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 砂粒 ・白色粒子 10％　 P L 61

2 28 士　 師　 器 体部 は内攣気味 に立 ち上が り， ‖ デ∴休部 内面へ ラ磨 き∴内面黒色 明赤褐色 体部外面に

縁部 はわず かに外反す る。 処理。 普通 「主」の墨書カ

A　　 阻瑚 体 部 と目線部 の一部欠損。平底 に 目線 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ デ ∴　体 雲母 ・白色 粒子 ・ 50％

22 9
高 台 付 皿

士　 師　 器

B　　　 2．8

D　　　 6逮

ハ の字状の高 台が付 く。体部は大

きく開 き， 目線部 に至 る。

部 ・底部内面 ロクロナデ後 ，ヘ ラ

磨 き。底 部回転へ ラ削 り胤　 高台

砂粒

赤褐色

E　　 l．1 貼 り付 け。内面黒色処理。 普通

杯 A　　 14．0 目線部 の一部欠損。平底。体部 は 目線部，体部内 ・外面及 び底部内面 雲 母 ・砂 粒 ・白色 90％

2 30 須　 恵　 器 B　　　 4．5 内攣 気味に立ち上が り， 目線部 は ロクロナデ∵休部下端手持ちへラ削 粒千 P L 6 1

C　　　 5．6 外反す る。 り。底部 2 方向の手持ちへラ削 り。 褐灰色 ，普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　 価

材　 質　　　　 特　　 徴 備　　 考
全長（cIn）刀身長（cm） 身幅（cm） 重ね（cm） 茎長k m） 重量（g）

第62回M 43 刃　　　 千 （8劇 （5．2） 1．1 0．2 （2潮　 「 舶 鉄 「嬬 欠損。刀身響れ曲がる
P L 72

十ギ主了、∴三二し▲：ヾ！点斗臣

位置　調査　区の北部東寄勘‡銅　区。

規模藍平面形　北東部から南西部にかけては調査区域外である○確認されたのは南北軸胤鋼m，凍瀾瀾線那加

だけで芦　平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－140　－W

璧　外傾して立ち上がっている。壁高は60～75cmである。

壁溝　西壁下の一部と　北壁下を巡っている○上幅茄～朝cm　下幅柑～蟻Ⅲ勘深さ約mで　断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心にタ竃袖部から調査区域の境界までが踏み固められている。

聴　北壁に粘土e砂のロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規模は焚日部

から煙道部まで且挽m　最大幅mcmである。煙道部は壁夕もへ30cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上がっ

ている。火床部は，床面から5撒ほど掘りくぼめられており，火熱を受け，赤変硬化している。竃土層断面図

軌　第4層は天井部の崩落土である。

電土層解説
＿1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗赤褐色

7　暗赤褐色

ローム粒子・砂粒少量

ローム粒f専一量，ローム小ブロック少量

ローム粒j′A中量，ローム小プロ、ソク・粘悌白’一・砂粒少量

ローム粒J’l・精工粒子中量，焼悌‖∴炭化粒！一・砂粒少量
砂粒多軋　ローム粒J’・・焼吊打一・粘い粒子少量

焼土粒子中軋　焼上中プロ、ソク・炭化物・尉ヒ粒J’・少量

焼上中ブロック・焼土粒子・炭化粒子中鼠焼巨中ブロック・炭化物・砂粒少量

ぽッ睦　か所。P　は径翫cmの円形で，深さは29cmである。北西コーナー寄りに配置されていることと形状

から∴主柱穴と考えられるこ，

穫蓋10層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

6　極暗褐色
7　暗　褐　色

8　極暗褐色
9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

ローム小プロ、ソク少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子微量

ローム大ブロック・ローム粒子・焼十大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒日放量

ローム粒J’一少軋　ローム中ブロック・焼巨いプロ、ソク・焼巨トブロック・炭化物微＿E－呈二

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一・焼巨」、ブロック微量
ローム粒J’一少量，ローム小プロ、ソク微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼L二粒子微量

…つ※主－



遺物　土師器片56点（杯1，襲・甑55），須恵器片89点（杯・高台付杯28，蓋3，高盤1，嚢・甑57），鉄器1

点（鎌）が出土している。これらの遺物は，竃周辺の覆土下層を中心に出土している。それらのほかに，混入

した縄文土器片13点が出土している。第63図231の須恵器杯は，北部の覆土下層から逆位で出土している。232

の須恵器高台付杯は，北部の覆土下層から正位で出土している。233の須恵器盤は北部の覆土下層から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第63図　第23号住居跡・出土遺物実測図
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第23号住居跡出土遺物観察表

遺 物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第63図

巧こ

A　　 13．4 口緑部の一 部が欠損。平底。体部 口緑 部，体部 内 ・外 面及 び体部 内 雲 母 ・砂粒 ・白色 9 0％

2 31
B　　　 4．2 は外傾 して立 ち上が り，口緑部は 面 ロクロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子 P L 6 2

須　 恵　 器 C　　　 7．8 わずか に外反 する。 ラ削 り。休部回転へ ラ切 り痕 を残

す多方向の手持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

23 2
高 台 付 杯

A　 【15．4】 休部 と口緑部 の一部欠損。平底に 口緑部 ，体部 内 ・外 面及 び底部 内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 55％

B　　　 6．8 ハの字状の高台 が付 く。休 部は外 面ロ クロナデ。底部回転へ ラ削 り 粒子 P L 62

須　 恵　 器 D　　 lO．2

E　　　 l．4

傾 して 立 ち上 が り， 口綾 部 に至

る。

後，高台貼 り付け。 褐灰色

普通

23 3
盤

A　 【15．0】 休部 と口縁 部の一部 欠損。 平底。 口緑部 ，体部 内・外 面及 び体部 内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 70％

B　　　 3．5 体部 は大 き く開き，口縁 部 との境 面 ロ クロナデ。底部回転へ ラ削 り 粒子

須　 恵　 器 D　　　 8．8

E　　 l．2

に稜 を持つ。 口縁部 は外傾 する。 後 ，高台貼 り付 け。 橙色

普通

第24号住居跡（第64・65図）

位置　調査4区の北部，I2bl区。

規模と平面形　長軸4．28m，短軸4．25mの方形である。

235

0　　　　　　5cm

！　；！
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第64図　第24号住居跡出土遺物実測図

主軸方向　N－130－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は55～60cmである。

壁溝　全周している。上幅17～35cm，下幅6～10cm，深さ5cm

で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。

寵　北壁に粘土・砂・ロームで構築されている。天井部の一部

と袖部が残存している。規模は焚口部から煙道部まで110cm，最

大幅120cmである。煙道部は壁外へ30cm掘り込んでおり，煙道は

ほぼ直立している。火床部は，床面から10cmほど掘りくぼめら

れている。竃土層断面図中，第6・8層は火床部の覆土である。

電土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗赤褐色
7　暗　褐　色

8　暗赤褐色
9　暗赤褐色
10　にぷい褐色

粘土大ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

ローム粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・灰少量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子多量，焼土小ブロック中呈，炭化粒子少量，．灰微量
焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
粘土粒子多量，粘土中ブロック・粘土小ブロック中量，砂粒
少量

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl・P4はそれぞれ径20cm・

18cmの円形で，深さは51cm・33cmである。P2・P3はそれぞ

れ長径28cm，短径22cm・24cmの楕円形で，深さは45cmである。

Pl～P4は，各コーナー寄りに配置されていることと形状か

ら，いずれも主柱穴と考えられる。P5は径28cmの円形で，深

さは14cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状か

ら，出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は長径50cm，

短径46cmの不整円形で，深さは14cmである。性格は不明である。

－98－



覆土　9層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　極暗褐色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量
5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
6　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量
7　灰　褐　色　　粘土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・砂粒少量
8　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

9　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

－99－
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遺物　土師器鋸節点　捧蟻　嚢容甑臓顧　須恵器片器点　琢温お蓋鋸　聾参甑のが出土している。これら

の遺物はヲ　竃の南側を中心に覆土下層から床面にかけて出土している。第6墟拇封の土師器聾は北部の床面か

ら，器の須恵器量は中央部の覆土下層から出土している。出土状況から汐器は本跡に伴　土器と考えられる。

所農　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から8世紀前葉と考えられる。

第24号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 I 胎士 ・色調 ・焼 成 備　 考

第64図

23 4

Å　 ［2 3畑 体 部 とロ縁 部の一部が欠損。体部 目線 部 内・外 面横 ナデご体部 内面 雲母 ・砂粒 ・白色 60％

聾 B　　 3 1．6 は長胴形 を皇 し，上位に最大径 を 指頭庄痕 を残 すヘ ラナデ。体部外 粒千 P L 6 2

C　　　 9．2 持 つ∴　頭 部 は くの字状 に屈 曲す 率下位縦方 向のへラ磨 き。底部木 暗赤褐色 二次焼成

土　 師　 器 る∵　目線部 は外 反 し，端部は十方 薬療。 普通

につ まみ上 げ られている。

235

蓋 Å　 ［15」］ 目線 部から天井部にかけての破 片。 ＝縁 部及 び外周部内 ・外面 ロクロ 雲母 ・白色粒子 40％

須　 恵　 器 B　 （2．8） つまみは欠損√天井部は笠彬で，目

線部内側 に短いかえ りが付 く。

ナデ。天井部外面回転へ ラ削 り。 褐灰色

普通

窮露草健贋跡（第6～軸図）

位置　調査　区の北部，J2摘区。

重複関係　第柑号住居跡を掘　込み　上部が第膵号住居に掘　込まれてお軋　第摘号住居跡より　新しら第

19号住居よりも古い。

規模と平面形　長軸5．00nl，短軸4．65nlの方形である。、

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は60～・68cnlである。

壁溝　北東コーナーと，東壁下から北西コーナーまで巡っている。上幅15～30cm，下幅5～且Ocm，深さ8cmでタ

断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，竃前から中央部にかけて踏み固められている。

魔　北壁の中央部に構築されている。天井部と磯部は第19号住居に掘り込まれて残存せず，壁外に掘　込まれ

た煙道部が残るだけである。床面で確認された粘土や焼土等の範囲からタ　規模は，焚日部から煙道部まで鼠25

cm，最大幅95cmと推定される。火床部はほぼ平坦で，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ50cm掘

り込んでおり，煙道は緩やかに外傾して立ち上がっている。

竃土層解説

1　灰　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量．砂粒微量

2　桓暗赤褐色　　焼上中プロ、ソク・焼巨粒了l・粘い粒了一・砂粒微量

穫蓋　7層からなる。各層ともロームブロックを含みタ　ブロック状に堆積していることからタ　人為堆積と考え

られる。

土層解説

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

黒
暗
黒
黒
暗
暗
暗

1
　
2
　
3
　
4
　
5
　
6
　
7

ーム中ブロック・ローム粒子少量

－ム小ブロック・ローム粒子少量

－ム小ブロック少量．ローム粒千微量

－ム粒子少鼠　ローム大ブロック・焼上中ブロック・炭化物微量

－ム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量

－ム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　焼－I二申プロ、ソク・焼土中ブロック微量

ム小プロ、ソク・ローム粒J′・少量、焼回、ゾUツク・炭化fノ「炭化物微量

遺物　土師器片且50点（杯4，婆e甑且46），須恵器射弧蕪（塚0高台付埠34，盤2，長頚瓶2，聾や甑105），
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鉄器・鉄製品3点（刀子，斧，門金具），鉄津3点，炭化材，焼土が出土している。これらの遺物は，東部の

覆土上層から覆土中層を中心に出土している。それらのほかに，混入した縄文土器片42点が出土している。炭

化材，焼土は東部の覆土下層と床面を中心に出土している。また，出土遺物の多くが炭化材の出土層やその上

層から出土しており，ほぼ同時期の土器が多いことから，それらの大半は本住居の焼失直後に投棄されたと推

定される。第67図236・237，第68図238・239は土師器である。236の杯は，覆土中層から出土している。237の

小形嚢は，東部中央の覆土中層から出土している。238の賓は，北東部の覆土下層と床面から出土した破片が

接合したものである。239の嚢は，北東部の床面から出土している。第67図240～244は須恵器杯である。240は，

第66図　第25号住居跡実測図
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第67図　第25号住居跡出土遺物実測図（1）
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第68図　第25号住居跡出土遺物実測図（2）

北東部の床面から正位で出土している。241・244は，北東部の覆土上層から出土している。242は，南東部の

覆土上層から出土している。243は，北東部の覆土上層と覆土中層から出土した破片が接合したものである。

245・246は須恵器高台付杯である。245は，東部中央の覆土中層から出土している。246は，北東部の覆土上層

と覆土中層から出土した破片が接合したものである。247の須恵器盤は，東部中央の床面から出土している。

248の須恵器盤は，南壁際と南東部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。249の須恵器長頸瓶は，

北東部の覆土上層から出土している。第68図215，第67図250は須恵器嚢である。215は，北東部と東部中央の

覆土中層と覆土下層，南東部の覆土上層と覆土中層から出土した破片が接合したものである。250は，北東部

の覆土上層から床面にかけて出土した破片が接合したものである。第67図251・252は須恵器甑である。251は

北東部の覆土下層と床面，東部中央と南東部の覆土上層から出土した破片が接合したものである。252は北東

部の覆土下層から出土している。第68図M46の刀子は，東部の覆土上層から出土している。M47の斧は，覆土
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下層から出土している。M48の閂金具は芦南壁際の覆土上層から出土している。出土状況から蔓23902秒

餌は本跡に伴　土器と考えられる。

荷風本跡は，焼土と炭化材の出土状況から焼失住居と推定される。時期は，本跡に伴う土器から第摘号住居

跡よりも古い9世紀前菜と考えられる。

第25号住居跡出土遺物観察表

遺物番可 器　 種
計測値 （cm）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 e色調 ・遠遠千 首 考

雲母 ・白色粒子　　 60％
第68図　　　 磐 B （3餌 ‖ 底部か ら体部上位 にかけての破 「体部外面上位横方向の平行叩き，

215　　 須　 恵　 器 C　 l鍼つ 片。体部は内攣して立ち上が り， 中位斜め方向の平行叩き，下位横
r

褐灰色　　　　　　 P L 62

第67図

士 位に最大径を持つ∴　　　　　 方向のへラ削り．

Å　 阻 8j　体部か ら目線部にかけての破片〇　日嫁部内や外面横ナデ。体部内面 …

普通

石英 ・白色粒千　　 30％
236　 土 語 器 B （4・2） 体部は内攣 して立ち上が り，日 「横ナデ乳 へラ磨 き。体部外商横

線部との境に弱い稜 を持つ。日縁　 方向のへラ削 り。
明赤褐色

普通

小　 形　 賓

部は直立する。

B （12・7日 体部の一部と目線部欠損0 平風 体部外面横方向のへラ削り。体部 雲母 ・砂粒 ・白色　 70％
237　　 土　 師　 器 C　　 6・4　 体部は内攣して立ち上が り，上位 内面へラナデ，下位に輪積み痕残 粒子

に最大径を持つ。　　　　　 －る。底部木葉痕0　　　　　 －羞撼包　 蛍滴i i　　　　 ‖こ最大径 を持 つ。　　　　　 ！る。底部 木葉痕。　　　　　　 嘉裾包　 蛍撼　 i

第68回 A　 置 瑚　 体部か ら目線部にかけての破片○体 目線 郵貯 夕摘 横 ナデ。体 部 内面 ノJ　I　V　」一†　　　＝　ノ、L三エ

小礫 ・砂 粒 ・雲母　 調％

暗赤褐色　　　　　 体部外面 に

普通　　　　　　 焼土付 着

二次焼 成

小 礫 ・砂粒 ・白色　 25％

238
婆

土　 師　 器

B （23も8） 部は内攣 して立 ち上が り，上位に最 へ ラナデ。体部外面縦方向のへ ラ

P　　　　　 太径を持つ。目線部は外反し，端部 磨 き。

は上方につ まみ上げ られている。

239

第67図

登

A　 r22・3j　体部から目線部にかけての破片0 体 日録 部朴 外面横 ナ デ。 体部 内面

B （16・8） 部は内攣 して立ち上が り，上位に最 へ ラナデ。体部内面 に輪積み痕残 粒子　　　　　　 休部外面に焼
士　 師　 器 太径 を持つ。目線部は外反し，端部　 る。 赤褐色　　　　　 士 ・煤付着

は上方につまみ上げ られている。 普通　　　　　　 二次焼成

圭不 Å　　 11．8 目線部 の一部が欠損。平底。体部 口縁乱 体部内 ・外面及び底 部内面 小 礫 ・砂粒 ・白色 95％
240 須　 恵　 器 B　　　 4も2 は外傾 して立 ち上 が りタロ綾部 は　 ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削 粒千　　　　　　　 P L 6 2

C　　　 6．2 わずか に外反す る。 り。底部 2 方向の手持 ちへラ削 り。

＝縁 部，体部 内・外 面及 び底 部内

灰色，普通

小 磯 ・．雲 母 ・砂

241
林

Å　 ［H ．61 体部 と日録 部 の一 部が 欠損 。 平
60％

B　　　 4．2 底 。体部 は外傾 して立 ち上が り， 面 ロクロナデ。体部下端手持ちへ 糠 ・白色粒子
須　 恵　 器 C　　　 7」 目線部 に至 る。

底部 ・体部 。日録部 の一部 欠損。

ラ削 り。底 部回転 へラ切 り痕 を残

す多方向 の手持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

A　　 12．8林 目線乱 体部内・外面及 び 底部内面 小礫 ・砂 粒 ・白色 70％
242 須　 恵　 器 B　　　 4．0 平底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 粒子 P L 62

C　　　 7．0 り， 日録 部はわずか に外反す る。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。

＝縁 軋　 体 部内 ・外面及 び底 部内

灰 色，普通

砂粒 ・白色粒子

243
林

A　　 13．2 体部 と日録 部の一 部欠損 。平底 。
70％

B　　　 4．9 体部は外傾 して立 ち上が り，目線 南 口クロナデ。底部 回転へ ラ切 り 灰色 P L 62
須　 恵　 器 C　　　 7．2 部に至る。 痕 を残 す多 方 向の手 持 ちへ ラ削

り。底 部外周部回転へ ラ削 り。

白線乳 体部か 外面及び底部内面

普通

244
杯

Å　　 13．3 体 部 と日録 部の 一部欠 損。平底 。 雲母 ・砂粒 ・白色 65％
B　　　 4．4 体部 は外傾 して立ち上が り， 目線 ロクロナデ。体 部下端手持ちへ ラ 粒千

須　 恵　 器 C　　　 7．2 部に至 る。 削 り。底部外面 回転 へラ切 り痕 を

残す 1 方向の手持 ちへラ削 り。

褐灰色

普通

245
高 台 付 杯

須　 恵　 器

Å　 白0．6］ 体部 と日録 部の一部欠損。平底 に ＝縁 軋 体 部 内・外 面及 び底 部内　 雲母 ・砂粒 60％
B　　　 4．8 ハの字状 の高台が付 く。体部 は外 南 口クロナデ。底 部回転へラ削 り　 暗赤褐色

D　　　 6．4

E　　 l．0

傾 して立 ち上 が り，日経部はわず

かに外反す る。

後，高台貼 り付 け。　　　　　 不 良

246
高 台 付 杯

須　 恵　 器

A　 16．2　 高台 部 か ら目線 部 に かけ ての破

B　　 7．8　 片 。平底 にハ字状 の 高台が付 く。

D　 lO・5　 体部 はほぼ直立 し，目線部 はわず

＝縁軋 体部 内・外 面及 び底 部 内　 小礫 ・白色粒子 ・ 50％

面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ削 り　 砂粒　　　　　　 P L 62

後，高 台貼 り付 け。　　　　　　 灰 色

E　 l・5　 かに外反す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

247
盤

須　 恵　 器

A　 17・8　 体部 と目線部の一部 欠損 0 平底に 日録弧 体部 内 ・外 面及 び底部 内 小磯「 砂 粒 ・白色 80％　 P L 62

B　 4・2　 ハの字状 の高台が付 く。体 部は太 南 口クロナデ0 底部回転へ ラ削 り　 粒子　　　　　 底部外面 に

D　 lO・0　 き く開き，目線 部 との境 に稜 を拝 復 ，高融 占り付 け。　　　　 灰色　　　　 「一」 のヘ ラ

E　 l・5　 つ。 口縁部 は外傾 する。　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 記号

A　 は 8　 体部 と日経部 の一 部欠損。丸底気 目線 部，体 部内 湖 面及 び底部 内 小 礫 ・砂粒 。白色 90％

248
盤

須　 恵　 器

B　 3・8　 味の底部にハの字状 の高台が付 く。 南口ク ロナデ0 底部 回転へ ラ削 り　 粒子　　　　　 P L 62

D　 仕 8 「体部 は大 きく開 き， 目線部 との境 胤 高台貼 り付け。　　　　　 灰色

E　 l・2　 に稜 を持つ。 目線部は外反す る。　　　　　　　　　　　　　 普通
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遺物番可 器　 種 巨 酬 摘 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼 成 備　 考

第67図　　　　　　　 B　 （5．3） 体 部上 位 か ら頚 部 にか けて の破 頸部内 ・外面 ロクロナデ∴頭部 ・ 頚部 は灰 白色 の緻 5 ％

長　 頭　 瓶 片。休 部 は内攣 して立 ち上が り， 休部外面 に自然軸∵ 密 な胎 士 に 白色 粒 頭部 と休部

249 頚部 はほぼ直立 する。 子含 みき　体 部 は灰 の胎 土の差

須　 恵　 器 色の胎 土 に， 白色

粒 子含む。良好

顕著

襲　　　 A　　 20．6 底 部か ら目線 部 にか け て一 部欠 体部 外商 上位横 方 向の 平行 叩 き， 雲母 ・白色粒子 60％

25 0　　 須　 恵　 器 B　　 31．5 損。体 部 は内攣 して立 ち上が り， 中位 斜 め方 向の平 行叩 き．下位 値 褐灰 色 P L 6 2

C　　 l∴1．0 上位に最大径 を持 つ。 方向のヘ ラ削 （主 普通

甑　　　 Å　　 31」 体部か ら目線部にかけての破片。体 目線部内 ・外面 ロクロナデ∴休部 雲母 ・白色粒子 30％

25 1 須　 恵　 器 B　 （17．9） 部は外傾 して立ち上が り，目線部は 外面斜め方向の平行 叩 き。 褐灰 色

外反 し，端部は折 り返されている。 普通

A　 ［32．8］ 体部 か らロ縁 部 にかけ ての破片 。 目線部内 ・外面 ロクロナヂご休部 雲母 ・白色粒子 20％

甑 B　 （13溜） 体部は外傾 して立 ち上が り，目線 外面横方向の平行叩 き。体部内面 褐灰 色

252　 須　 恵　 器 部は外反 し，端部 はつ まみ上げ ら

れてい る。

に輪積み痕残 る。 普通

遺物番号

。 i　　 計　　　 測　　　 値　　 i 虎

特　　 徴 備　　 考
器　 種　 全長五m）刀身長（cm）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重畳（g ）

第68図M 46
刀　 子「 璽 賂0） 1．3 0．2 （2劇 （9さ6） i 鉄 関あり P L 72

遺物番号 器　　 種
！

計　　　　　　 測　　　　　　 値 恒
特　　　　　　 徴 備　　 考

全敵 中 刃部幅五m） 基部縮 可 基部厚（cm）】垂射 g）

第68図M47 斧 し8．日 掴 ［ 3．7 1．7 （112潮 鉄 基部に木質城存 P L75

遺物番号 器　　 種

計　　 測　　 値　 i 材 質
特　　　　　　 徴 備　　 考全長km） 幅 （cm） i 断輌 （cm）i 登射 g）

第68図M48 閂　金　 具
（4・9） i ・0　 恒 7×・バ　 0 ・3） ［ 鉄 断面形は長方形 ［

第誠魔考健贋捗（第栖e開園）

位置　調査3区の南部　H飢　区。

重複関係　第26B号住居跡を掘り込んでいる。本跡の方が新しい。

規模と平面形　長車約。7m　短朝。凱mの長方形である。竃の両側に棚状施設が付設されている。東側の棚状

施設は，幅1．4m，奥行き0思mの長方形で，床面からの高さは亜cm，確認面からの深さはiOcmである。西側の

棚状施設は　幅。触　奥行餌。舶mの長方形で，床面からの高さは50cmタ確認面からの深さは7cmである。

棚状施設から確認面へ立ち上がる壁面に，わずかに粘土が付着しているのが確認されタ棚状施設の覆土にも粘

土が含まれることから，粘土が貼られていた可能性が考えられる。棚状施設を除いた規模と平面形は，長軸

3．34m，短軸3．22mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　ほぼ直立している。壁高は56～66cmである。

壁溝　竃の両脇と北西コーナー部を除いて　壁下を巡っている。上幅摘～茄cm　下幅　～8cm　深さ　～km

で，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

囁　北壁の中央部に砂粒と粘土で構築されている。天井部は崩落し，両袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部までの最大長1蟻cm　袖部の最大幅112cmである。煙道部は壁外へ82cmほど掘り込んでおり，煙道部

は，緩やかな傾斜で立ち上がっている。火床部は　径渕cm程度の円形状でタ　ほぼ平坦である。火床面は火熱を
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受けて赤変している。竃土層断面図中，第7層は火床部，第5層は崩落した天井部である。竃内の覆土下層か

らは支脚が横位で出土している。

寵土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　時赤褐色

7　暗赤褐色

ローム粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量・ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
砂粒中量・ローム粒子・粘土粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・
炭化物・炭化粒子微量

砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・
焼土中ブロック・炭化物微量

焼土粒子多量・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土大ブロック・
炭化材・炭化物微量

焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・砂粒微量

覆土　5層からなる0各層ともロームブロックを含んでいるが，レンズ状に堆積していることから自然堆積と

考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量・ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量・ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ローム小ブロック微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片95点（杯2，襲93），須恵器片33点（杯4，蓋1，要28），土製品1点（支脚）が出土している。
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第69図　第26A・26B号住居跡実測図
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これらの遺物はタ竃周辺の覆土中層から覆土下層にかけて出土している。そのほかタ混入した縄文土器片26点

が出土している。第70図253の土師器婆は，竃内部の覆土中層から逆位で出土している。DP6の支卿はタ竃内

の覆土中層から横位で出土している。出土状況からタ253は本跡に伴う土器と考えられる。

所農　本跡の時期は，竃内の出土土器から　世紀復業と考えられる。
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第閲図　第罰A号住居跡出土遺物実測図

第26A号住居跡出土遺物観察表

－：∴‥l・＿－　∴

遺物番号 券　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　考

第70図

253
襲

A　 ［26．4］体部から目線部にかけての破片。体部は 口縁部内・外面械ナデ√休部外面 砂粒・白色粒子 20％

B　 （28．6）内攣気味に立ち上がり，頚部はくの字状 中位から下位にかけてへラ磨き†橙色

土　 師　 器 に屈曲する。目線部はわずかに外反しプ

端部は上方につまみ上げられている。

内面ナデ。 普通

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 ！ 特　 徴 ！ 備　 考

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

第70図DP6 支　　　 脚‖ 14・8） 7．7 （7．1） （455．0） 四角錐状。断面長方形。基部の一部欠損 ！

第錆院号健贋跡　第の囲）

位置　調査　区の南部　H飢　区。

重複関係　北東コーナー部を除いて第26A号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　第26A号住居に太部分が掘り込まれているため，北東コーナー部だけが確認された。確認され

た規模は南北朝。渕m　東西軸。醐mで　平面形は方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－50－E

璧　ほぼ直立している。壁高は46cmである。

床　ほぼ平坦である。第26A号住居の床よりも5cm程度高い。

遺物　遺物の出土はない。

所見　出土遺物はなく，時期の判断は困難であるが　第器A号住居より　古く，主軸方向も近いことから，9

世紀前葉以前のさほど古くない時期としておく。
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